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熱情求婚～御曹司の庇護欲がとまらない～










不実な許嫁に三行半




　黒塗りのリムジンの後部座席から軽く身を乗り出すと、フロントガラスの向こう側に、うちの会社の本社ビルが天に向かって聳そびえ立っているのが見えた。

　成なり田た空港から迎えのリムジンに乗り込み、途中少し渋滞に巻き込まれながら一時間半。目的地を目にして、私は無意識にホッと息をついた。

　ここは日本有数のオフィス街、東とう京きょう・丸まるの内うち。

　平日夕方の道路はちょっと混んでいるけれど、リムジンは先のふたつの信号に引っかかることなく、ビルの正面玄関前に滑り込んだ。

　車寄せには、スーツ姿の中年男性が数人、迎えに出ている。

　彼らが背筋を伸ばして待ち構える中、リムジンが停まった。ほとんど振動は感じない。運転手がサイドブレーキをかけ、キッと甲高い音がしたのと同時に、後部座席のドアに向かって男性たちが進み出てくる。

「ご出張、お疲れ様です、社長」

　外側からドアが開かれ、労いの挨拶がかけられる。

　私の隣に座っていた、極上のオーダーメイドスーツを身につけた〝社長〟が、無言で頷き返して外に降り立った。

　車内にも、十月の東京らしい湿気の少ない風が吹き込んでくる。

　身体を解すように大きく腕を伸ばす彼を、私はシートに座ったままで見上げた。

　彼は穂ほ積づみ優ゆ月づき、三十二歳。このビルにオフィスを構える総合商社『穂ほ積づみコーポレーション』の社長だ。

　日本のみにとどまらず、世界でも有数の大コンツェルン、穂積グループ。その中枢的な役割を担う穂積コーポレーションの社長の座に君臨する彼は、穂積本家トップの嫡ちゃく男なん。つまり、穂積グループの総領息子だ。

「俺が留守の間、社内に変わりは？」

　彼が、出迎えた部下たちに不在中の様子を訊ねる間に、私は運転手が開けてくれたドアから外に出た。車の後ろを回って、社長……優月の斜め後ろに控える。

「社長。お荷物はどうなさいますか」

　話の切れ目を狙って問うと、優月はチラリと私に目を向けた。

「スーツケースは任せる。ボストンバッグはこのまま持っていくよ」

「かしこまりました」

　彼の返事を聞いた部下たちは、私がお願いするまでもなく、リムジンのトランクに向かっていた。

　それを横目にして、優月は自動ドアを抜けてオフィスビル内に足を進める。

　私もその後に付き従った。

　エントランスの中ほどで、総合受付の女性社員が全員起立して頭を下げる。

　優月は彼女たちに目礼を返し、役員フロア直結のエレベーターに向かって歩いていく。

　その一歩後ろを歩きながら、私は上目遣いで彼を窺った。

　いつもはすっきりと整っているサラッとした焦げ茶色の髪が、海外出張帰りの今は、ちょっと乱れて無造作だ。それでも気品が漂うのは、彼の整った綺麗な顔立ちのせいもある。

　すっきりした切れ長の目元。色素薄めの茶色い瞳は、とても涼しげな印象を与える。形のいい鼻に、少し小さめの薄い唇。それぞれ極上のパーツが、小顔の中で絶妙なバランスで収まっている。

　一見中性的な美しい顔立ちだけど、無駄な肉のない引き締まった身体つきが男っぽい。スラッとした長身で姿勢がよく、洗練された居い佇たたずまいが、彼の魅力をより際立たせている。

　エレベーターホールに入り、部下たちの目が離れると、優月は大きな欠伸あくびをした。

　口元を手で隠しているとはいえ、普通なら大人の男性としてもだらしないはずの仕草。それなのに、それすら優雅に見えるのは、きっと、生まれながらの彼の血筋のせいだ。

　自らエレベーターのボタンを押し、彼はゆっくりと私を振り返った。

「綾あや乃のもお疲れ様。海外出張、疲れただろ？」

　自然に向けられる労いに、私は小さく二度首を横に振った。

「いいえ。私は」

「本当に？　一週間以上の海外出張は疲れるって、涙目してたのは誰だっけ？」

「っ！　そ、それは新人の時のことで」

　優月が胸の前で腕組みをして、意地悪に目を細めて私をからかう。身に覚えのある恥ずかしい弱音を口にされて一瞬言葉に詰まり、私は慌てて取り繕った。

「い、今はもう、世界中どこに付き添うことになっても、大丈夫です」

　こほんと咳払いをひとつ返すと、彼は「そうかよ」と肩を揺らして笑った。

「入社三年にして、だいぶ体力がついたな」

　くすくすと楽しげに笑う優月を横目に、私は気付かれないように溜め息をついた。

　そこは、体力じゃなくて、もっと他のことを評価してほしい。大人になったな、とか。秘書らしくなったな、とか……。

　私、越こし川かわ綾乃、二十五歳。この穂積コーポレーションに入社してすぐ秘書室の配属になり、社長秘書を務めて三年目のＯＬだ。

　新卒入社の私がいきなり社長秘書……というのは、普通に考えれば前代未聞の配属だけど、これは社長である優月の決定だ。

　私の家は、旧華族の血を引く家柄。優月の穂積家とは、先祖代々に渡る繋がりがある。

　とはいえ、今うちにあるのは、代々続いた家名と都心の一等地にある土地と屋敷だけ。生業なりわいにしている家業もないから、父はただのサラリーマンだし、今じゃ普通の一般家庭と大差はない。時代の流れと共に、家名も廃すたれていくだけだ。

　だけど、昔気質で厳格な先代、祖父の命令で、私は生まれた時から優月の〝許嫁いいなずけ〟だった。

　物心ついた時には、幼い頃からそばにいた七つ年上の綺麗で優しいお兄さんが、将来自分の旦那様になる人と認識していた。

　おかげで、生まれてから二十五年間、私の狭い世界に、〝男〟は優月しかいなかった。

　高校生になっても大学生になっても、私の世界の中心には、いつも優月がいた。

　今までそれを不思議に思ったことも、不満を覚えたこともない。

　このままなんの疑問も持たずに彼と結婚すれば、私の人生は一生安泰。何不自由のない生活が保障されている。

　波風立てる必要は、どこにもない。

　だけど――。

　私は目線を上げて、ドアの上の階数表示を眺めている優月の横顔を窺った。

　最近、私の胸にたったひとつだけ、不満要素が芽生えた。

　私は、一度も恋をしたことがない。

　誰ひとりとして、今までそれを、私に教えてくれなかった。

　許嫁の優月と結婚する運命にある私に、〝恋〟は必要ないものだったのだから――。




　社長室に戻ってきた途端、優月を待ち構えていた部下たちが、彼の執務机の前に我先にと列を作った。

「社長、こちら、新事業計画書です。副社長まで決裁をいただいておりますので、ご確認ください」

「わかった。そこの決裁ボックスに入れてくれ。期日、目立つように表示しておくこと」

　海外出張帰りの優月がスーツの上着を脱いでいるそばから、デスク上に置かれた黒いボックスに、至急の決裁書類が山を作る。

「ご不在中のプレスリリースと経済紙掲載記事です。評判は上々ですが、ご一読願います」

「働き方改革における、全社員対象のアンケート調査の結果が出揃い、今後の改革方針を打ち出しました」

「ご出張前にご指示いただきました、ＥＵ為替市場におけるリサーチ報告をまとめてあります」

　社長である優月のもとには、営業、広報、人事、財務……と、社内のあらゆる部門からの報告が挙げられる。それぞれの執行役員の口上に耳を傾け、優月はその重要度と緊切性を判断しながら書類を振り分ける。

　社内の全業務の進捗状況を事細かに把握していなければ、こうはいかない。てきぱきと対応する優月は、誰が見ても有能な社長だ。

　私はそんな彼をちょっと遠く感じて、ドア口に立ったままぼんやりと見つめていた。

　と、そこに、秘書室の先輩が顔を覗かせ、「綾乃ちゃん」とメモを差し出してくる。

「社長の出張中に、電話があった先。ほとんどはメールに誘導したけど、直接お話をというところだけ、社長にコールバックしていただいて」

　先輩はそれだけ言って、私に不在中の電話メモを託たくしていった。

　メモの厚さと相手先に目を走らせて、私はほんの少し苦笑する。先輩の言い方だと、電話をしなきゃいけない先はそれほど多くないように聞こえたけれど、軽く十社分、そのすべてが海外だ。

　どのタイミングで渡そうか……私は思案しながら、優月の方にまっすぐ顔を向ける。

　ネクタイを緩めた後、立派な革張りの椅子に腰を下ろした優月は、机上に高く積まれた書類の山で目から上しか見えない。その分、机の前の部下の列は、確実に短くなっていた。

「海外関連会社の上半期の業績報告が出揃っております。今度の決算報告会までにお目通し願います」

「承知した。それは、そちらの緑のボックスに」

　最後の男性が恭うやうやしく頭を下げ、社長室から出ていく。

　報告に要した時間は三十分ほど。ドアが閉まると、広い社長室には私と優月、ふたりきりになった。

「お疲れ様です」

　その機に乗じて、私は優月に紅茶のカップを差し出した。すぐに「ありがとう」と謝辞が返ってくる。

「それから、出張中のお電話だそうです。……お疲れのところ申し訳ありませんが、時差のほとんどないアジア諸国から、コールバックをお願いします」

　そう言って、優先順に並べたメモを机に置いて滑らせると、彼はさすがに頬を引きつらせて苦笑いした。

「……帰国したばかりだっていうのに、相変わらず忙せわしないな」

　優月は軽く椅子を回転させると、長い足を組み上げた。ふうっと長い息をつき、私が淹れた紅茶のカップを持ち上げる。執務机の後ろの、壁一面の大きな窓から、東京のオフィス街の風景を堪能しているようだ。

　私は彼の執務机の前に立ち、話を切り出すタイミングを計った。

　優月の手にあるカップが空になるのを待ち、緊張を隠して大きく息を吸う。

「社長」

　タイミングを逃さず、短く呼びかけた。

「ふたりきりなのに、他人行儀な呼び方だな。仕事のことか？」

　彼は目線を窓の外に向けたまま、私にそう返してくる。

「仕事ではないんですが……。お話ししたいことがあるんです」

　私の改まった様子に気付いたのか、優月は床についた足を軸にして、クルッと椅子を回転させた。

「なに」

　私の方に身体の正面を向けて、鷹おう揚ように先を促す。

「来週、私の祖父の三回忌の法要が予定されています」

「もちろん俺も出席するよ。ああ、綾乃。お前のご両親に……」

「その時に」

　彼がなにか言いかけるのを、声を張って遮った。

　執務机に置かれたソーサーに、静かにカップを戻す優月を見ながら、否応なく増してくる緊張を抑えようと、あえて淡々と言葉を続ける。

「正式に、婚約解消を申し入れます」

　優月は、カップにひっかけていた指を、ピクッと震わせた。

　陶器と陶器がぶつかり、無機質な硬い音が私の耳にも届く。

「……え？」

　彼がわずかに眉を寄せて、私を見上げた。

「私たちの婚約は、もともと祖父同士の口約束です。でも、当事者であるあなたのおじい様も私の祖父も、すでに他界しました。父と母にも何度も相談して、もう必要ないだろうと、同意を得ました」

　感情が表れないように、私は他人行儀な話し方を意識した。

　優月は大きく目を見開き、仰のけ反ぞった喉元で男らしい喉仏をゴクッと動かす。

「私と社長の婚約は、昔からのしがらみで、家を繋ぐだけの無意味なものです。実態の伴わない婚約に囚われず、この先は、お互い未来を大事にしなければ。……だから、お願いします」

「……綾乃？」

　優月は困惑を隠せていない、揺れる瞳を私に向けた。

　その声には、訝いぶかしさと戸惑いが色濃く滲み出ていた。




　祖父の三回忌法要は、私の実家で執り行われることになっていた。

　代々の先祖から受け継いだ広大な敷地に、手入れの行き届いた庭と、純日本家屋の屋敷がある。重厚で趣があり、見た目だけはとても立派だ。

　その屋敷の西の対に、だいぶ前に洋室に改装した私の自室がある。

　優月は今、私の部屋の、格子ガラスの窓の前に佇んでいる。秋らしいススキや桔き梗きょうで彩られた庭を眺めながら、どこか不機嫌な様子で腕組みをしていた。

「婚約解消って、本気か？」

　法事は十一時から始まる。優月は一時間も早くうちにやってきた。

　彼は寸分の隙もないフォーマルなブラックスーツに身を包んでいるけれど、私の方はメイクと髪のセットを終えただけで、まだ部屋着のまま。優月が予想以上に早く来たせいで、着替えが間に合わなかったのだ。

　私はベッドに腰かけ、優月の背を見つめたまま、彼の質問に「はい」と返事をする。

「もちろん、穂積のご両親にもきちんと説明して、お許しをいただかないと。今すぐ晴れて自由の身、というわけにはいかないけど……」

「式は来年末の挙行を考えていた。年が明けたら本格的に準備を進めようと、今日お前のご両親にも相談するつもりでいた。なのに……っ」

　優月は私の返事を遮り、身体ごと振り返った。不愉快そうに歪んだ綺麗な顔に、わかりやすい苛立ちが滲み出ている。

　少し荒らいだ声を聞いて、私はビクッと身を震わせる。

　それを見て、彼は自分を落ち着かせようとしているのか、額に手を当て目を伏せた。

「……自由の身？　俺のなにが不満だ？」

　私は彼から目を逸らした。私も冷静さを保とうとして、一度大きく息を吸う。そして、曖あい昧まいに首を傾かしげてみせた。

「正直なところ、優月のなにが不満かと聞かれて、明確に答えられるほどの不満があるわけではないの」

「じゃあ、どうして」

「今まで不満に思ったことがない。それがまずおかしいような気がして」

　窓辺からこちらに向かって足を踏み出す優月に、間髪入れずに言葉を重ねる。

　彼はぴくりと眉尻を上げ、口を噤つぐんだ。そして、不可解そうな瞳で私を見据える。

「ねえ、優月。私は今まで、籠かごの中の鳥だったと思うの。狭い世界に囲われて、空の飛び方も知らず、大空に羽ばたくことのない小さな鳥」

　言うことを考えながら告げる私に、優月は黙ってゆっくり近付いてくる。

「鳥？」

「そう。大学生の時までは、与えられたものが私の世界のすべてだと思ってた。だから私には幼い頃から優月しかいなかったし、あなたが世界の中心だった。でも……それを不思議に思わないなんて、私はやっぱりおかしいのよ」

　自分の言葉に納得して頷く私に、優月はますます訝しげに顔をしかめた。ベッドをギシッと軋きしませて、私の隣に腰を下ろす。

　彼は開いた足の上に腕をのせ、大きな溜め息をついた。

「俺しかいなくたって、不思議なことはないだろう？　綾乃は俺の妻になると決まってるんだから」

「いいえ、そんなの不公平だわ」

　苛立ちを隠すように、目元にかかる前髪をかき上げる彼を、私はピシャリと遮った。

　優月は「は？」と聞き返し、斜めの角度から私を見上げてくる。

「だって、私と違って優月の世界は広いもの」

　目を合わせて見つめ返すと、優月は意味がわからないというように、パチパチと瞬きを繰り返した。

　社会人になり優月のもとで働くようになって、私は彼の前に広がる果てしない世界を初めて目にした。それはもちろん、穂積グループの嫡男としてのグローバルな世界であり、また……別の意味の世界でもある。

「私は生まれた時から優月のお嫁さんになるって決められていて、他の男性なんか目に入らなかった。もちろん、好きになったこともない。……でも、優月は違うでしょ？」

　私はほんの少し皮肉を込めて、優月に向ける目を意地悪に細めた。

「え？」

　彼がギクッと肩を震わせるのを、見逃しはしない。この機を逃さずに、微笑みながら畳みかける。

「ごまかさないで。私、知ってるから。たとえば……優月に初めての彼女ができたのは、中学三年生の時」

　優月は、彼には珍しくグッと口ごもった。きっと、私が図星をついたせいだろう。

「それは……恋愛してみたいお年頃で、周りの連中もそういう風潮だったし、時代の流れに乗じて……？」

　優月は組み上げた長い足に肘をついて、ガシガシと髪をかきむしる。

　いつも、自分より遥かに年上の重役陣を、鋭いひと言で一刀両断する社長と同一人物とは思えないほど、説得力のない言葉で濁そうとする。

「それを言ったら、私だって中学生の時には興味くらいあった。漫画や小説、ドラマに映画でヒロインの恋を垣間見て、憧れてたのよ、これでも」

「……そうか」

　よほどこの話題は都合が悪いのだろう。優月は私から目を逸らしたまま、素っ気ない相あい槌づちでやり過ごそうとしている。

　そんな空気を感じて、私は問答無用で話を進めた。

「優月のファーストキスは高校一年生の時だとか」

「っ……!?」

　さらに攻め入る私の言葉に、彼はギョッとしたように息をのんだ。それでも私は追及の手を緩めない。

「初体験は高校二年生。……相手は同じ人？」

「違う。……というか、ちょっと待て。綾乃、お前そんなこと誰に聞いたんだ!?」

　恐ろしく正確な情報を披露する私に、言い訳する気も失せたのか、優月は思いのほか素直に白状した。そして、情報ソースがなにかという疑問に達したようだ。くっと眉尻を上げて、私の両方の二の腕を乱暴なほどの力で掴んでくる。

「痛い。離して」

「いいから言え。俺のそんな昔のプライベート、知ってるヤツといえば……」

「もちろん心当たりはあるでしょう？」

　私は優月の手を片方ずつ剥がしながら、ふふっと声に出して笑った。

「……進しん藤どうか」

　優月が消え入るような声で口にした名に、私は頷いて同意する。

　私の目の前で、彼はがっくりとうなだれた。

　優月が言う〝進藤〟というのは、現在、穂積コーポレーションの海外営業部で課長職に就く進藤貢みつぐさん。優月とは中学時代からの同級生で、本人曰く悪友。私も昔から面識があり、お兄さんみたいな人だ。

「進藤さんの話によると、私が入社して控え気味になったみたいだけど、二十代の頃は、結構好き放題で、とっかえひっかえしていたとか」

　進藤さんから聞いて知っている情報を、唇を尖らせて暴露すると、優月は妙に太く深い溜め息をついた。

「怒ってる……のか？」

　彼は顔を伏せたまま、探るように呟いた。

「婚約解消は、俺の不貞を断罪するって意味か？」

　それには、私は目を横に流して首を傾げる。

「本当は怒るべきなのかもしれないけど。それよりも……私と優月じゃ、仕方ないのかな、って」

「……綾乃？」

　今まで知らずにいた彼の度重なる〝不貞〟に怒った私が、激情に駆られて婚約破棄を申し出た、と思われては困る。

「私と優月に七歳も年の差があるとか。兄妹みたいに育ったせいで、そういう対象にはならないとか。優月の結婚相手として、私が不釣り合いな理由は色々あると思うけど」

「なんで不釣り合いだよ。別に俺は、綾乃を婚約者と認めてないわけじゃ……」

　相当混乱しているのか、優月は勢いよく前髪をかき上げ、生え際でギュッと握りしめた。

「じゃあ、どうして婚約者がいるのに、他の人と付き合ったりしたの？」

「それは、だから」

　ズバッと突きつけた質問は、優月にとっても痛いところをついたらしい。彼は即座に顔を上げて言い訳を試みたものの、結局諦めたのか、再び下を向いてしまった。

　彼の横顔をジッと見つめて、私は一度大きく深呼吸をした。自分でも落ち着いたのを確認して、思い切って口を開く。

「私と優月に、恋する必要がないからじゃない？」

「……恋？」

　意味がわからないとでも言いたげな、揺れる声。

　チラリと斜め下から目線を向けてくる優月に、私は一度頷いてみせた。

「最終的に私と結婚すれば、それまでは誰と何人と恋をしても構わない。優月がそう思っても、仕方ないと思うの」

「仕方ないって」

「だって私は、子供だし。優月の好みのタイプとはかけ離れてるんでしょう？　進藤さんが、優月が選ぶのは、いつもスタイル抜群な美人だったって」

「……綾乃。そうじゃなくて」

　優月は大きな手を顔に当てて覆い隠し、なにか言い返そうとして、やっぱり言い淀んだ。

　私は優月の言葉を待ったけれど、それを諦め、大きく息を吸い込んだ。

「優月ばっかりずるいって、思う」

　ゆっくり、言葉を切るようにして、優月に告げる。

　彼はごくりと喉を鳴らし、わずかな間沈黙した。そして、チラリと私に横目を向けてくる。

「つまり……綾乃も〝恋〟をしたいってこと？」

　核心をつく質問をされて、私はほんのちょっと躊ちゅう躇ちょしながら、一度だけ頷き返した。

　私の反応を確認すると、優月は声に出して「はあっ」と溜め息をついた。

「相手。俺じゃダメなの？」

　どこか投げやりな口調で訊ねられる。

　想定外の切り返しで、私は口ごもった。

「な、なに言ってるの。今まで、優月にとって、私は完全に対象外だったじゃない」

「そんなことない」

「ある」

　ベッドの上でお尻の位置を軽くずらし、優月に向き合って言い募る。

　彼は困った顔で口を噤み、なにか言いあぐねるように、目線を宙に彷徨さまよわせた。

「……今さら。私と優月に、恋は無理よ」

　なんだか自嘲的な気分になり、私は唇の先で呟いた。そして優月から目を逸らし、いつの間にか足の上で組み合わせていた両手に目を伏せる。

　優月が溜め息を重ねるのが、隣から聞こえた。

「そんなの決めつけるなよ。やってみなきゃ、わからな……」

「じゃあ、試してみる？」

　苦々しげな優月の言葉を遮り、私は彼の無防備な腕を掴んで引き寄せた。私の行動に虚を衝つかれた優月が、「えっ」と声を漏らしてバランスを崩す。

　私は彼の腕を引っ張ったまま、ベッドに仰向けに転がり込んだ。

　私の背中で、ベッドがギシッと軋む。すぐ真上で、優月が息をのむ気配を感じる。

　私は視線をゆっくりと天井に向けた。とっさにベッドに両手をつき、自分の身体を支えた優月が、私の視界を大きく遮っていた。

　驚きで見開かれた茶色い瞳が、私を見下ろしている。

　私はこくんと小さく唾を飲んだ。

　今までにないこんな体勢になっても、私たちは見つめ合うだけ。身じろぎもせず、お互いの瞳を探り合うだけ。

　予想通りの結果を確認して、私はちょっと皮肉な気分で口を開いた。

「……ほらね」

　そう呟く私に、優月は困惑を隠せずにいる。

「優月はこんな体勢でも、私に欲情しないでしょ？」

「……え？」

　私の自嘲めいたひと言に、優月はふっと眉を寄せる。

「進藤さんが言ってた。ごくごく一般的な性欲を持つ男なら、ベッドに女を押し倒したら、それだけで八割方その気になるもんだ、って」

　優月は私から目を逸らし、忌いま々いましげに「ちっ」と舌打ちした。

「綾乃、進藤の言うことなんか鵜う呑のみにするな。俺はそんな性欲丸出しのケダモノじゃ……」

「でも、ドキッともしないでしょ!?　今、優月、困ってるだけで、全然表情変わらないもの!!」

　ギュッと握りしめた拳こぶしを胸に当てて言い捨てる私に、優月は「はあっ」と声に出して溜め息をついた。彼の腕に力がこもったのか、私の耳にベッドが軋む音が届く。

「……逆に聞く。俺に組み敷かれて、お前の胸は騒ぎもしないのか？」

　彼の低く掠れた声が、私の鼓膜をくすぐる。

「……しない」

　私はそっと優月から顔を背けて、ボソッと小声で答えた。

　私たちの間に、気まずい沈黙がよぎる。

　それを破ったのは、優月の小さな吐息だった。

「それじゃあ……俺じゃ無理だな」

「っ」

　私は反射的に息をのみ、優月を見上げた。

　彼は勢いよく上体を捩って、ベッドの上に身体を起こす。

「綾乃の言いたいことはわかった。でも、なにも、婚約解消することないだろ？」

　そう言いながら私の腕を引いて、ベッドに起き上がらせる。

　私がベッドの端に座ると、彼はしっかりと床に足をついて立ち上がった。

「とりあえず、正式に結婚の日取りが決まるまで……お前が自由にするのを、俺が黙認できれば……」

「それはダメ」

　納得いかなそうに、歯切れ悪く呟く優月を、私はあっさりと遮った。

「なんで！」

　彼は即座に聞き返してくる。

　私は腕組みをして、背の高い優月を睨み上げた。

「私がしたいのは恋。浮気じゃないの」

「は？」

「優月と結婚するまでに、ほんのちょっと恋がしたい、なんて。どちらに対しても失礼じゃない。せっかく自由に恋できるんだもの、結婚を考えられる真剣な恋がしたい」

「なっ……」

　決意を込めて自論を説く私に、優月は目を剥いて絶句した。

「それに、私は〝社長の許嫁〟って知られてるから、ちゃんと婚約破棄したって事実を公表しなきゃ、みんな優月に遠慮して、私と恋してくれない」

　私が胸を張って言い切ると、優月は苦虫を噛み潰したような渋い表情を浮かべた。

「……まさかお前、社内恋愛するつもりか？」

　優月は呆れ顔で、私にチラリと視線を向けてくる。

「だ、だって。他にどこですれば」

　じっとりとした彼の瞳に怯み、私は唇を尖らせる。

　優月は私に背を向けたまま、がっくりとこうべを垂れた。

「なにが大空だ。結局、狭い世界のままじゃないか」

「なによ？」

　優月の言葉から嫌味を拾って聞き返すと、彼は「いや」と濁した。

「ま……。社内の方が安心か。元、とはいえ社長の許嫁だったお前に、本気で手を出す男がいるわけない」

「そんなの、わからないじゃない」

　優月の断定的な口調に、私はムッとして言い返す。

　彼は「はいはい」と受け流すような言い方をして、肩を竦めた。

「わかったよ。それで気が済むなら、やってみろ。で？　どのくらい必要なんだ？」

「は？」

「だから、婚約解消期間。言っただろ？　来年末の予定で、挙式の準備もしなきゃならない。あまり長くなると困る」

　優月は、なぜ聞き返されたのか理解できないというように、私を肩越しに見下ろす。

　だけど私には、彼の質問の意味がわからない。

「なに言ってるの？　無期限に決まってるでしょう？　解消なんだから」

「えっ……」

　首を傾げて言い返した私に、優月がギョッとしたように目を剥いた。

　そんな優月を不可解に思いながら、私はハッとして左手首の腕時計に視線を落とす。

「いけない！　早く着替えなきゃ」

　私は勢いをつけてベッドから立ち上がった。優月が「おい」と、私の腕を掴み上げる。

「痛いったら」

　さっきから乱暴な優月を、咎とがめるつもりで睨む。それでも彼は気にする様子もなく、私に一歩踏み込んできた。

「無期限ってなんだ。ちょっと遊びたいだけだろ？」

　そう訊ねてくる優月に、私は眉をひそめた。

「本当に、なにを言ってるの？　私は優月じゃないんだから、遊びで恋なんかしない。結婚を考えられる恋にするって説明したでしょ」

「つまり、本気だってことか」

「さっきからそう言ってるじゃない」

　なんでそこまで軽い冗談にしたがるのか、私には優月がさっぱりわからない。

　不審な気分で、私は力任せに彼の手を振り払った。

「そろそろ法事始まっちゃうわ。優月、着替えるから出ていって」

　クルッと踵きびすを返し、窓際のクローゼットの前まで足を運ぶ。

　優月がその場から動く気配もないから、私はクローゼットを開けながらもう一度彼を顧かえりみた。

「出てってってば」

「……はいはい。わかったよ」

　優月はどこか不機嫌に言い捨てると、私を見ることなく、部屋を横切ってドアの方に向かった。

　ドアレバーに手をかけ、肩越しに振り返る。

「そこまで言うなら、好きにしろ。だが、断言してやる。お前は絶対、他の男じゃ満足できない」

　強気に言われて、不覚にも胸が跳ね上がった。

　それを見抜かれないように、私はムッと頬を膨らませる。

「わ、私には優月じゃなきゃ無理、みたいな言い方やめて」

「その通り、無理なんだよ。お前には、俺じゃなきゃ。絶対にな」

　言い返す私を完全にスルーして、優月は自信ありげに言い捨てる。

　さらに鼓動を高鳴らせてしまう自分をごまかし、私は優月の背に向かって、拾い上げたクッションを思いっきり投げつけた。

　けれど彼はそれより一瞬早くドアを開けて、廊下に出ていた。

　後ろ手で閉められたドアにクッションがぶつかり、そのままポテッと床に落ちるのを見て、私はむうっと唇を尖らせる。

「……そんなこと言わないでよ。優月は、私じゃ無理なくせに」

　独りごちて、自然に下に向いた視界に腕時計が映り込み、私は慌てて着替えを始めた。










知らない鼓動は恋の予感




　週が明けて月曜日。

　私はいつもより少し早い時間に、ひとりで社員食堂を訪れた。

　普段は外出中に優月とふたりで昼食をとることが多いから、社食に来るのは久しぶりだ。

　ちょうどお昼のピーク時で、同じテーブルの社員たちは、さっきから入れ替わり立ち替わり状態。特に急ぐ必要のない私まで急かされてるみたいで、少し落ち着かない。

　それでも私は、意識的にのろのろと箸を進めていた。

　今日、優月は午前中からお昼を挟んで経営会議に入っている。おかげで、朝一番で一度挨拶したっきり、彼の姿を見ていない。

　土曜日に正式に婚約解消を申し出た後、今朝初めてオフィスで会ったから、一緒にいなくていいのはホッとした。だけどその分、優月との関係が一気によそよそしくなったみたいで、ちょっと寂しく思うのも否定できない。

　定食を半分ほど食べ進めた時、背後から「あれ」という声が聞こえてきた。なにげなく振り返ると、何人かの男性がトレーを持って近寄ってくる。

　その先頭の男性が、口を大きく開けていた。

　少し茶色がかった短髪で、前髪はアップバングにセットしてある。男らしいキリッとした吊り上がり気味の眉。

　爽やかなスポーツマンっぽい顔立ちの彼を見て、私は同じように口を丸くした。

「あ。進藤さん」

「綾乃ちゃん。今日はひとり？」

　お互いに呼びかけた声が被った。

　優月の悪友、進藤さんは、私の前の席が空いているのを見止めて、さらに近付いてくる。

「前、いい？」

「はい。もちろん」

　テーブルにトレーを置いた進藤さんに、一緒に来ていたらしい男性数人が軽く声をかけて先に進んでいった。そっと見上げた私には、ぎこちない会釈を返していく。

　進藤さんはさっさと椅子に腰を下ろすけど、私は遠ざかっていく男性たちの背を見送っていた。

「どうかした？」

　私の視線が、自分を通り越して先に向けられているのに気付いたようだ。進藤さんは私の目が向く先を追って、背後を振り返った。

　それだけで、勘のいい彼は、私がなにを気にしたか見透かしたらしい。

「ここには全員座れる席がないからだよ。綾乃ちゃんを見て、『社長の許嫁だ』って避けたわけじゃない」

　進藤さんの言葉を聞きながら、私はそっと肩を竦めた。すぐにフォローできるのは、私が他の男性社員にどんな風に見られているか、彼もよく知っているからだろう。

「でも……これからは晴れて自由の身、だろ？」

　向かい側で頬杖をついた進藤さんに探るように言われて、私は箸を持った手を一瞬ピクッと震わせた。

　私の反応に、彼がふふっと目を細めて笑う。

「俺、昨夜優月と飲んでてね。話は聞いた。自由の身はどう？　清々しい？」

　そう訊ねられ、私は黙って視線を宙に彷徨わせた。

「清々しい、というか……優月、今朝会った時、いつもと全然変わらなくて。やっぱり優月も、私じゃダメだったんだろうな」

　はあ、と重い息を吐く私の前で、進藤さんがサーモンのムニエルにフォークを入れながら首を傾げた。

「だから、婚約解消で正解だったんですよね」

「ふ～ん……。優月もダメって、なに？」

　彼は男っぽく豪快に食べ進めながら、私に先を促してくる。

「……試してみたんです。優月、どんな顔するだろうと思って」

　私はご飯を口に運ぶ手を止め、ボソッと呟いた。

　進藤さんは水の入ったグラスを手に、「顔？」と短く聞き返す。

「優月の欲情した顔、見てみたくて」

　テーブルに両肘をのせ、顔の前で両手の指を組み合わせて、目を伏せながら答えた。

「……!?」

　水の入ったグラスを口元に運んでいた進藤さんが、ギョッとしたように目を丸くして、次の瞬間、激しく噎むせ返った。

「うぐっ、ごほっ……」

「あ、大丈夫ですか!?」

　ドンドンと胸を叩く進藤さんに、私は慌ててタオルハンカチを差し出した。

「サ、サンキュ、って……」

　彼は受け取ったハンカチで口元を押さえ、涙が滲む目を私に向けてきた。

「君、いったい優月になにをした……じゃなくて、させたの!?」

　噎せ込みが治まると、進藤さんは目を剥いて身を乗り出してくる。

　私は反射的に背を引いて、ひょこっと首を縮こめた。

「ベッドに、押し倒させてみたんです。前に進藤さんが言ってたから」

「大人しい顔して大胆なことするね、綾乃ちゃん。……で？」

　そう言うわりに、進藤さんは興味津々の様子で続きを促す。

「思った以上に普通の顔してました。もちろん、驚いた様子ではあったけど」

　答えているうちにあの時の優月を思い出し、おもしろくない気分に駆られた。

　進藤さんは何度かパチパチと瞬きしてから、椅子にしっかりと座り直す。

「……優月、気の毒に」

「え？」

　進藤さんは口元にハンカチを当てたままで、その声はくぐもって聞き取りづらい。

　私は何度か瞬きで返した。

　進藤さんは、「いや」と、自分の言葉を打ち消し、私のハンカチに視線を落とした。

「これ、ありがとう。新しいの買って返すよ」

　私の返事を待たずに、スーツの上着のポケットにねじ込むと、上目遣いで私を見遣ってくる。

「まあ……優月の反応に関しては置いとくとして。……君はどうだったの？　綾乃ちゃん」

「え？」

「優月に押し倒させたんだろ？　もちろん、そんなシチュエーション、初めてだよね。君は欲情……じゃなくて、優月相手にドキドキしなかったのか？」

　進藤さんは頬杖をつき、ちょっとニヤニヤしながら私に探りを入れてきた。

　私はわずかに視線を横に逃がし、あの時の鼓動を思い出そうと、胸に手を当ててみる。

「同じことを優月からも聞かれたんですけど」

「うん？」

「なんせ仕掛けたのは私なので、最初からちゃんと心の準備ができていて」

「……つまり、全然色っぽい事態にはならなかったってことか……」

　私の返事を聞いて、進藤さんは乾いた声を漏らして苦笑した。

　私は一度頷いてからテーブルに肘をつき、組み合わせた両手の指の上にぼんやりと顎をのせる。

「あれを、優月の方からされたら違ったかな、って気がするんですけど。優月は表情も変えずに、お前はどうなんだって切り返してきて」

　言葉を切って、「はあ」と溜め息をついた。

「試す意味もなかったみたい。スタイルのいい美女に慣れた優月に、私がどう仕掛けたって、ドキッとさせるなんて無理ですよね」

　進藤さんは小さく何度か首を縦に振って逡巡した後、半分ほど手をつけた昼食のトレーを横にどかした。

「やっぱり、優月が綾乃ちゃん以外の女と付き合ってたこと、引っかかってる？」

　進藤さんはそう言って首を傾ける。

「頼まれたとはいえ、君に話さない方がよかったかな？」

　斜めの角度から向けられる視線に、私は自分でも少し間を置いて考えた。

　そして、首を横に振る。

「知りたかったのは私です。第一、三十二歳になるまで、優月が誰とも付き合ったことがないだなんて、誰も信じません。だから私も、やっぱりなあ、としか」

　自分の心中に合う言葉かどうか考えながら返事をすると、進藤さんは口角を上げてふっと笑った。

「優月も、私とは恋できないって納得してくれたみたいだし。結果的に、よかったんです」

　進藤さんは、どこかおもしろそうに目を細めている。

　質問上手の彼にのせられて、やたらと喋しゃべってしまった自覚はある。

　私は喉の渇きを覚え、トレーの上に置いてあった水のグラスを手に取った。両手で支えるようにして口元に運ぶ。

「それが、社内恋愛宣言になった経緯か」

　進藤さんは、クックッとなんとも愉快げに肩を揺らして笑っている。

　私はゴクンと水をひと口飲んでから、ギョッとして目を丸くした。

「ゆ、優月、進藤さんにそんなことまで言ったんですか!?」

　少しひっくり返った私の声に、彼は笑いながら何度も首を縦に振る。

「言った言った。納得したってわりには、『俺以上の男なんかいるか』って、すっごい憮ぶ然ぜんとしてたけどね。ついでに、アイツの女性遍歴バラしたことで、文句言われた」

「す、すみませんっ……!!」

　どうしても知りたくて、無理を言って教えてもらった話だ。

　進藤さんを巻き込んでしまったことに焦って、私は首を縮めて謝った。

　彼は、「いい、いい」とヒラヒラ手を振って受け流してくれる。

「でも綾乃ちゃん。本当に〝社内恋愛〟する気？」

「あ……いや……」

　その質問には、私は言葉を濁した。両手で持ったグラスを、なんとなく口元で揺らす。

「どうだろう。……わからない」

　私はそう言いながらグラスをトレーに戻し、なにげなく周りに視線を彷徨わせた。

　進藤さんと話をしているうちに、同じテーブルにいた人がすっかり入れ替わっていた。まだガヤガヤしている社食をボーッと眺めて、優月の姿を思い浮かべる。

　私にとっては、生まれた時から二十五年間許嫁だった人だ。今までずっと、優月のお嫁さんになる未来を疑ったこともなかった。

　他の人には見向きもしなかったし、もちろん好きになったこともない。

　婚約解消だって、優月のことが嫌いだからじゃなく、私じゃない方が彼のためになると思っただけのこと。

　思いのほか、優月が納得してくれなかったから、『結婚を考えられる真剣な恋がしたい』なんて口走ったけど、今まで、私には一生必要ないと思っていたものだ。今さら他の人となんて、実は全然想像もつかない。

「そっか。……でも、せっかく自由の身になったんだから、してみればいいよ。恋」

「えっ……？」

　いつの間にか、私の独り言は尻すぼみになって消えていた。進藤さんに声をかけられて、ハッと我に返る。

「恋。してみようよ」

　進藤さんが短く繰り返す。

　今度ははっきりと耳に届いたその言葉に、私は無意識にゴクッと喉を鳴らしていた。

　進藤さんは、私を上目遣いに探ってくる。

「で、どうだろう。まずは、俺と付き合ってみない？」

「……は？」

　サラッと提案されて、私はきょとんとして目を丸くした。

「え、えええっ……!?」

　次の瞬間、なにを言われたか合点して、私はあわあわしてしまった。

　進藤さんは、そんな私を軽く吹き出して笑う。

「綾乃ちゃん……すっごい声」

「わ、笑うなんてひどいです。いきなりからかわれたら、誰だって驚いて慌てます！」

「からかってないよ。優月から面と向かって言われたことないかもしれないけど、綾乃ちゃんって、すごく魅力的だ」

　そう言ってテーブルに両手で頬杖をつき、彼は私を観察し始める。

「色白で、肌は透き通ってるみたいだし。つやつやの黒髪は清楚で綺麗だし。目はつぶらでキラキラ輝いてる。育ちがいいから、仕草は可憐だし、物腰は優美だ」

「……!?　い、いえ、そんな！　褒めすぎです！」

　言われ慣れない褒め言葉のオンパレードに、顔に変な熱が上がってきそうだ。暑くもないのに、顔に風を当てようとしてパタパタと手を揺らした。

「ずっとそばにいたくせに、魅力に気付かせてやれなかった優月が悪い。俺は優月に許嫁って紹介してもらった時から、綾乃ちゃんのこと可愛い子だなって思ってた」

　顔を真っ赤に染める私に、進藤さんはなおも言葉を続ける。

　ためらうことなく繰り出される『可愛い』という言葉にドキッとして、私は思わず口ごもってしまう。

　私はよほど戸惑った顔をしていたんだろう。進藤さんは困ったように微笑んだ。

「綾乃ちゃん。俺、本気で言ってる。優月とは友達だし、君に交際を申し込んだことは俺の方から報告しておくから。綾乃ちゃんはなにも心配しなくていい」

　進藤さんの声は、言葉を重ねるごとに真剣味が増していく。表情は厳しく感じるほど真しん摯しなものに変化していた。

　それを目の前で見ていたからこそ、笑ってはぐらかすこともできない。

　結局、私は困惑して、返事に窮きゅうして黙り込んだ。膝の上で無意識に組み合わせた両手に、視線を落とす。

　進藤さんは、ふうっと口をすぼめて溜め息をついた。

「ごめん。婚約解消したばかりで、綾乃ちゃんが落ち着かないのはわかる。このタイミングで言っても、動揺させるだけか」

　そう言って、進藤さんが立ち上がった。

　ガタッと音がするのを聞いて、私もハッとして顔を上げる。

　進藤さんはトレーを持ち上げながら、優しく細めた瞳で私を見下ろした。

「でも、返事待ってる。じゃ、そろそろ行くね」

「えっ、あ、あのっ……！」

　進藤さんがクルッと背を向け歩き出すのを見て、私も反射的に腰を浮かせた。

　そんな私を、彼は足を止めて振り返る。

「優月とじゃ無理なんだろ？　だったら俺が綾乃ちゃんに、恋を全部教えてやるから」

「っ……」

「じゃ」と短いひと言を残し、下膳台に向かっていく進藤さんの背中を、私は呆ほうけたように、だけど胸をドキドキさせて見送った。

　優月とは叶わない恋。

　それを、優月の親友の進藤さんと……？

　初めて直面した〝恋の始まり〟にただドキドキする。

　優月との間には今までなかった胸の高鳴りに、戸惑いを隠せない。

　結局私は、進藤さんの言葉が嬉しいのか困るのか、判断できなかった。




『動揺させるだけか』と気遣ってくれたものの、『待ってる』と言われてしまったからには、私は進藤さんをどう思っているのか考えて、ちゃんと返事をしなければならないということ。

　社長室に戻ってもそればかり考えてしまい、全然仕事が手につかない。

　優月は会議から戻ってきても、今朝と同様、変わった様子はなかった。

　昨夜、進藤さんの前では憮然としていたそうだけど、私の前ではいつもの優月で、婚約解消に納得していないようには見えない。

　相変わらず涼しい表情で、私への声かけも気配りもスマート。

　海外のグループ企業の社長との電話会議中、流りゅう暢ちょうな英語でグイグイと畳みかけ、あっさりと論破する姿も、決裁書類を手に眉間に皺しわを刻む表情も、どれをとっても普段と変わらない立派な社長だ。

　だからこそ、優月の心中が気になって、私は、彼の横顔を何度も窺ってしまった。

　進藤さんは、自分から優月に報告すると言ったけど、いったいいつどうやって話すつもりだろう。優月の態度が平常通りなのは、まだ聞いていないからなのか、それとも私が誰と恋をしようと、もう関係ないからなのか、判断しがたい。

　優月にあまりに変化が見られないから、私の方が彼を探って、焦れている。

　そんな気持ちで、結局その日は一日中、優月が気になって落ち着かなかった。




　仕事に集中し切れないまま迎えた水曜日の夜――。

　通常業務後の優月のスケジュールに、プライベートを示す【Ｐ】のマークがついていたから、私も定時で仕事を切り上げ退社した。

　Ｐの相手が誰かはチラッと気になったけど、別に珍しいことでもない。

　今まで何度、そのマークを見たっけ。

　私が知らなかっただけで、その時間に女の人と会ってたこともあったのかな……。

　ついそんなことを考えて、ほんのちょっと胸が疼うずくのを感じた。

　けれど、疼く理由を突きつめるのはやめて、私はまっすぐ家に帰った。

　夕食は、母とふたりで済ませた。お風呂を終えて自室に戻り、寝る前の寛ぎタイムをのんびり過ごしていた時、突然スマホに優月から電話が入った。

「え、優月……？」

　なんの用だろう。まさか仕事でなにかあった、とか……？

　業務を終えて退社した後、夜も十時を回って呼び出しを受けたことはない。

　首を捻ひねりながら、優月もプライベートの用件で退社したはずなのを思い出した。

　そうなると、ますますこの電話の意味がわからない。どちらにしても、こんな時間に、優月が私に電話をしてきたことなんか、今までなかった。

　応答するまでの短い時間、彼の用件を探って、私は少し警戒してしまった。

「も、もしもし……？」

　おかげで、第一声から窺うような口調になってしまう。

《綾乃か？》

　耳に届く優月の声もどこか強張っていたから、私の胸に掴みどころのない不安が湧き上がってくる。

「どうしたの？」

　自分でも声が怯むのを自覚しながら、スマホを片手にベッドの端っこに腰かけた。

《綾乃、今どこ？》

　静かな声なのに、どこか急いているように聞こえる。

「家だけど……？」

　彼には見えないとわかっていて、部屋を見渡しながら答える。

　その途端、《今から会いたい》と言われて、私はギョッとして目を剥いた。

「えっ!?　い、今から!?」

《すぐ話したい。都合悪いか？》

　優月は淡々と、でも押し切ろうとするように言葉を重ねてくる。

「ちょっと待って。もう十時過ぎてる。私、お風呂入っちゃったの。今からじゃ、出られない。明日、オフィスで、じゃダメなの？」

　こんな時間から出かけて男の人と会うなんて、断るのが常識だと思うから、私は戸惑いながらもはっきりそう答えた。

　もちろん優月は非常識な人間じゃない。私の返事を聞けば、よほど急ぎじゃない限り、明日の朝にしてくれるだろうと思った。

　なのに。

《今、お前の家の前まで来てるんだ》

「えっ……」

　間髪入れずに返されて、私は思わず立ち上がった。

　少なくとも、優月がこんなに強引に押しかけてきたことはない。

《上げてもらえる？》

　私は急いで窓辺に駆け寄った。

　カーテンを開けても、無駄に広い庭が邪魔になり、門の外まで見えるわけがないのに、私は優月が本当に家の前にいるのか確かめようとしてしまった。

「なに？　仕事のこと？」

　優月に問い返しながら、自分でもそんなわけがないと思っていた。

　窓にかかったカーテンをちょんと摘まみ、真っ暗な庭に目を凝らす。

　仕事の話だったら、きっと明日にしてくれるはず。ここまで強引に言ってくるからには、もっと切迫した話に違いない。

　そう考えて、私はハッとした。

《聞いた。進藤から》

　まさに今思い当たったことを、優月の口から素っ気なく告げられる。

　私は、彼の妙な迫力に気け圧おされ、ダメとは言えなくなってしまった。




　家に招き入れると、優月はさっさと西の対に続く廊下を突き進んでいってしまう。

　しかも私が追いつく前に、「入るぞ」と言ってドアを開けた。

「あの……優月」

　先に足を踏み入れた優月を追って部屋に入り、後ろ手にドアを閉めた。

「月曜日だって？　どうして今日まで言わなかった？」

　優月は部屋の真ん中まで進んでから、クルッと私を振り返った。

　全身から漂う、あからさまな不機嫌に戸惑う。

「あ……。進藤さん、なんて？」

　いつになく険しい優月に、私は質問で返した。

　優月は感情を抑えようとしているのか、セットが乱れて額に下りた前髪を邪魔そうにかき上げる。

「『俺、綾乃ちゃんの恋の相手に立候補したから』って」

「っ……えっと……」

「昨日も今日も、俺たち顔合わせて仕事してたのに……そんな事態になってたなら、なんで俺に言わないんだよ」

　優月の声に険しさが増し、ちょっと早口になっていく。

　私は口ごもって黙り込んだ。

「いきなり進藤から宣言されて、驚くしかなかった。おかげで、言い返すこともままならなかった」

「ご、ごめんなさい。でも、優月には関係ないから……」

「関係ない？　おい、それ、本気で言ってるのか」

　普段めったに声を荒らげることのない優月の怒声に、私はビクッと身体を竦ませた。

「お前と進藤って……関係ないわけないだろ！」

　優月は私が怯むのも気にせず、大股で歩み寄ってくる。

「きゃっ……」

　いきなり肩を掴まれ、力任せに揺さぶられ、私は思わず悲鳴をあげてしまった。

「優月っ……！　痛いよ、離して！」

　優月も、自分の行動にハッとしたように息をのんだ。

「……悪い」

　気まずそうに目を逸らし、肩で息をしてから小さな謝罪を私に向ける。

　彼が自分を落ち着かせようとしているのが感じられ、私もホッと息をついた。

「黙ってて、ごめんなさい。でも進藤さんが報告するって言ったから。私が言うべきじゃないのかなって」

　一度大きく深呼吸してから、私はそっと目を伏せて謝った。

「関係ない、って言ったのも……。恋をするというのは、私のプライベートなことだから」

　優月は黙ったまま、私の肩から手を離した。

「……付き合うつもりなのか？」

　大きな手で顔を隠して俯く。

　私は唇を噛んで、わずかの間逡巡した。そして、思い切って面を上げる。

「わからない。でも、真剣に言ってくれたのはわかるから、私もちゃんと考えなきゃ」

　まだ迷いで心を揺らす私の前で、優月は乱暴にガシガシと髪をかきむしった。

　そして、

「なあ、綾乃」

　少しトーンを落とした声で私の名を呼ぶ。

「お前、進藤と……いや、男と付き合うと、どういうことするかわかってるのか？」

　彼は生え際からギュッと前髪を掴み、眉間に皺を寄せて訊ねてくる。

「どういうって……？」

　質問の趣旨がわからず、私は戸惑いながら聞き返した。

　私の視線を受けて、優月はつーっと目を横に流して逃げる。

「だから……お前、想像できるのかよ？　その……進藤と恋人同士になる自分」

　言いづらそうに、歯切れ悪く質問を重ねてくる。

「想像？」

　さらに困惑して首を傾げる私に、優月は「はああっ」と長い溜め息をついた。

「綾乃、今から俺と一緒に想像しろ。いいか？　まず、進藤と手繋いで街を歩く自分。あ、幼稚園児みたいなのじゃなく、指絡めた恋人繋ぎだぞ」

「っ……え？　優月？」

　優月に思考を導かれてギョッとして、私の声が裏返った。

「次は……そうだな。人目も構わず、街中でイチャイチャしてみるか」

「ちょ、ちょっと、優月っ！」

　私の反応を無視して、優月は指折り数え上げて言葉を続ける。

「抱き合ったり、キスしたり」

「優月ってばっ!!」

『一緒に想像しろ』と言った優月の頭の中で、今、どんな妄想が繰り広げられているんだろう。私はそこを想像して、カッと頬を赤らめた。

「あ～……もう俺にも無理だ。進藤に抱かれる綾乃とか、絶対想像したくねえ……」

「～っ、優月！　本当にやめて!!」

　激しく騒ぎ出す鼓動を意識して胸元をギュッと掴み、声を振り絞って優月を遮った。

「か、勝手に変な想像しないで！　信じらんない、変態!!」

　心臓がドッドッとすごい勢いで打ち鳴っている。

　血が巡って、頬が熱い。

　私は顔が真っ赤なのを自覚しながら、頬を膨らませて怒鳴った。

　なのに優月は、とんでもないことを口走っておきながら、妙に冷めた瞳を私に向ける。

「進藤が綾乃にしたがってることだよ。お前、そういうの全然考えないで、恋する気でいたのか？」

「そ、それはっ……！　恋人同士になったらするかもしれないことだって、私だってわかって……。と、とにかく、まだ返事してないし！　優月が想像するのはやめて！」

　あまりの恥ずかしさに、私は声を上擦らせてプイッと顔を背けた。

　今まで優月との間では、絶対に挙がることのなかった話題だ。それだけでもむずがゆい気分なのに、優月に想像されるなんてたまったもんじゃない。

　しかも、私と進藤さんで、なんて……。

「俺だってしたくない。第一、俺は端はなからダメで、進藤のことはちゃんと考えるって、意味がわからねえよ……」

　優月は不機嫌に言い捨て、額に手を当てると、ふらふらした足取りで部屋の奥に進んでいった。ベッドの脚に足が引っかかったのか、脱力してドスッと腰を下ろす。

　私はそんな優月にちょっと驚き、小走りで近寄った。

「優月……？」

　返事がないから、恐る恐る手を伸ばしてみる。

　焦げ茶色のサラサラの髪に触れた。優月がピクッと動く。

「……触るな」

　短くくぐもった声に怯んで、私は慌てて手を引っ込めた。

　けれど優月が俯いたままだから、少しだけ間隔を空けて隣に腰を下ろした。

　私のお尻の下で、ベッドがギシッと軋む。

「……なんで優月が怒るの？」

　恐る恐る訊ねると、優月が小さく肩を震わせて反応した。

　質問には答えてくれず、無言のまま、両腕で頭を抱え込んでしまう。

　俯く横顔をジッと見つめて、私はお尻をずらして彼との間隔を狭めた。

　それでも微動だにしない優月を見ているうちに、悪戯いたずらな好奇心が、じわじわと湧き上がってくる。

「ねえ、優月」

　聞きたい、と思うと同時に、私は呼びかけていた。

「私が進藤さんと付き合うの、嫌？」

　探るように問いかけると、優月がピクッと肩を震わせる。

「……ねえ、嫌？」

　そう繰り返し、私はそっと彼の顔を覗き込んだ。

「なに、探ってるんだよ」

　優月はぶっきら棒に短い返事をして、私から目を逸らしてしまう。

「だって……好きにしろって言ったくせに。どうして……」

「お前が言わせただけだろうが！」

　優月は私を遮ると、勢いよく顔を上げた。薄い茶色の瞳が、まっすぐ私に向けられる。

　そこに確かな力がこもるのを見た、次の瞬間――。

「きゃっ……!?」

　思わず悲鳴をあげてしまったのは、突然優月に肩を押されたせいだ。

　バランスが保てず、大きく後ろに身体が傾き、私はとっさに目を閉じる。

　背中に感じた衝撃をやり過ごした後、恐る恐る目を開けた。

　視界は反転していて、私は天井を見上げていた。

　だけど天井はまったく見えない。私の瞳いっぱいに、優月が大きく映り込んでいる。

「心配に決まってるだろう!?　俺が今までしなかったこと全部、お前に教えるって。進藤のヤツ、そう言って俺を煽あおってきたんだぞ!?」

　優月が、血相を変えて声を荒らげた。

　私は彼の激情にのまれそうになり、無意識にゴクッと喉を鳴らす。

　この間、私が仕掛けたのと同じ体勢。あの時は、心臓が跳ね上がるようなこともなかったけれど……。

　今、私は完全に不意を衝かれて、もちろん心の準備なんかないまま。

　受身も取れず、優月に一方的に組み敷かれている。

「自分のものだって安心して、籠に囲って放置してきた俺が悪い？　部外者が勝手なこと言うな。放置したわけじゃない。生まれた時から大事にしてきた女だから、簡単に手を出せない。出せなかった。それだけだ」

　誰に向けて口走っているのか。優月は険しい目で私を見つめた。

「人の気も知らないで、お前も進藤も勝手なことばかり。……腹立たしい。苛つくんだよ」

「ゆ……」

　呼びかけようとしたけど怯んでしまい、それ以上声が出せなかった。

　私の反応の一から十まで、見逃すまいというように、優月の視線はまっすぐ注がれている。私が怯えているのを見て、その目元が意地悪に歪んだ。

「そういえば……この間は綾乃の方からベッドに引っ張り込んできたっけ。あの時、なにがしたかったんだ？　綾乃」

　射貫くような瞳に、確かに私の胸はドクンと疼くような音を立てた。

　そのままドキドキと加速し始める。

「あの時は、胸が騒ぐこともないって答えたな。……今もか？　綾乃。全然ドキドキしてないのか？」

「ゆ、づき」

　変な緊張で喉がカラカラに渇いている。

　名前を呼んだ声が喉に引っかかるのを感じて、私は反射的に唾を飲み込んだ。

　掠れた声でも、耳に届いたのか、優月はわずかに眉を寄せた。けれど、その瞳に込められた力は弱まらない。

「不意打ちの反応、俺と綾乃じゃ違うみたいだな。俺の方は綾乃がどういうつもりかわからなくて身構えたけど、お前は……少しは緊張してる？」

　優月は唇の先でそんなことを囁きながら、両腕の肘から先をベッドにぴったりとついて、私の顔を囲い込んだ。

「……答えないなら、お前の胸の鼓動、俺が直接確かめてやろうか？」

「っ……！」

　腕のリーチが短くなった分、優月が近付く。上半身は腕で支えられているけれど、優月の片足が私の膝を割っている。

　今までにない不自然に近い体勢がゾワゾワして、落ち着かない。

「大事に囲ってきた小鳥が、大空に放した途端、鷹に翼をもがれるのを指咥くわえて見てるくらいなら、いっそ俺が自分でする方がマシだ」

「ゆ、優月、どうしたの……」

　無意識に優月を呼んだ声は、震えて掠れて最後まで音にならなかった。

　なんだかとても怖いことを言われた気がして、背筋がゾクッとする。

　それはきっと優月にも伝わったと思う。

　私の頭上から、彼の小さな舌打ちが聞こえ、同時にベッドが軋んだ。

「進藤相手じゃ想像つかないけど、自分を相手に妄想するくらいのことはできる」

　冷酷さすら感じる声と同時に、優月の手が私の頬に触れた。

　ハッとした時には、顔を正面に向けられていた。途端に、優月が顔を寄せてくる。

「えっ……？　ちょ、ちょっと」

　優月の影が、私に落ちる。

　彼の綺麗な顔以外、なにも視界に映らない。

　猛烈な焦りに駆られ、私の胸はまるで警けい鐘しょうのように打ち鳴る。

「いっ……やっ……！」

　押しのけようとして、優月の胸に両手をついた。なのに、びくともしない。

　優月のサラッとした前髪が額をくすぐり、私はギクッと身体を強張らせた。反射的に、固く目を閉じる。

「……綾乃」

　優月が私を耳元で呼ぶ。

　耳に吐息を感じて、私は身体をゾクッと震わせた。

　優月の髪が頬を掠める感触に、全身を凍りつかせて、歯を食いしばった。

「……男の前で、簡単に目閉じるなよ。本当にするぞ」

　頭上から溜め息交じりの声が聞こえて、私はハッと目を開けた。

　声がした方向に首を捻ると、優月が顔を伏せたまま、ゆっくり身体を起こしている。

「えっ……優月……？」

　全身に感じていた、危険な圧迫感が一気に和らぐ。

　視界を覆い尽くしていた障害物がなくなり、私の目に広い天井が映り込んだ。

　見慣れた天井が、一瞬靄もやのように歪む。

　目尻に涙が伝う感触で、視界が曇っていたせいだとわかった。

「ほら。いつまで転がってんだ。起きろ、綾乃」

　私をこんな体勢にしたのは優月なのに、随分と太ふて々ぶてしいセリフを吐いて、私の右腕を強く引き上げる。

「あ……」

　勢いよく起こされ、私はベッドの上にペタンと座り込んだ。

　優月は私の視線の先で、ベッドサイドに腰を下ろしている。片足だけベッドに乗せて身を捩り、私の方に手を伸ばしてくる。

「ごめん。悪ふざけが過ぎた」

　優月はバツが悪いのか、大きな手の平で、私の目尻に浮いた涙をちょっと乱暴に拭った。

「悪、ふざけ……？」

　私はまだ混乱したまま、彼の言葉を自分の口で繰り返す。

　その意味が心の中にストンと落ちてくる。途端に、言葉で言い表せないほどの憤りを感じた。

「ひ……どいっ！　優月のバカ！　最低!!」

　大声で叫びながら、私は彼の胸に両手の握り拳を強く打ちつけた。

　すぐ頭上から「うっ」と唸うなり声が聞こえるけれど、そんなの気にしてやらない。

「怖かった！　優月、怖かった。私、心臓壊れそうだったのにっ……!!」

　感情を爆発させた途端、ホッとした。優月をなじる声に涙が混じってしまう。

　声を詰まらせるのと同時に、彼の胸に打ちつけたまま手が止まった。

「はいはい。俺が悪かった。……怖がらせてドキドキさせたって、しょうがないのになあ……」

　優月は子供をあやすみたいな言い方をして、私の両手首を掴んで自分から離させた。ひくっとしゃくり上げる私の手を、片手でひとまとめにして、もう片方の手を後頭部に回してくる。

「ほら、綾乃。泣かせた責任取って、胸くらい貸してやるからここで泣け」

　頭を引き寄せられ、私の額が優月の胸に着地した。

　さっきまで怖くてたまらなかったのに、彼の温もりがとても優しくて心地よい。

　ふんわりと包まれたら、心からホッとして、涙が止まらなくなってしまう。

「ふ、えええ……」

　こらえようとしたのに、声が漏れてしまった。私の泣き声を聞いて、優月が頭上でブブッと吹き出して笑っている。

「ふえええ、って。お前、泣き方、子供の頃と変わらないな」

「だ、誰のせい、だとっ……」

「はいはい。俺です。……でも、思った通りの反応だったか」

　クスクス笑いながらからかう優月にムッとして、私は顔を上げようとした。

　けれど、それより先に彼の腕に力がこもり、ぎゅうっと抱きしめられてしまう。

　途端に、私の胸の鼓動がさっきまでとは全然違う、きゅんと疼くような反応を示す。

「ゆ、づき……？」

　戸惑って漏れた声が、少し上擦った。

　だって、こんな風に優月に抱きしめられたのは、正真正銘これが初めてだ。

「……お前、可愛いな。ほんと」

　なのに、私の髪をサラサラと指で梳すきながら、優月はそんな言葉を口にする。

　しみじみとした口調だけど、今まで言ってもらったことがない。

　私は彼の腕の中で固まってしまう。

「進藤が、ウブなところがたまらないって言ってたけど。っつーか、そうなったのも俺のせいか……」

　私の反応を知ってか知らずか。優月は私の頭上で深い息をついた。

「なにもしない、言ってやらないお前が悪いって言われても。仕方ないよなあ……」

　困ったような優月の言葉に、なぜだか焦らされた気分に陥る。たまらなく歯がゆくて、彼の腕の中で全身を強張らせた。

　なにも言えずに黙っていると、優月が「でも」と言葉を続けた。

「お前が可愛くて、俺はずっと大事に思ってた。今さら、誰にもやりたくない」

「……え？」

　小さな呟きを耳で拾って、私は瞬きをしながら優月の横顔を見上げた。

　彼は私の視線に気付いているのかいないのか、ただただ大きな溜め息を放つ。

「嫌なんだよ。お前が、他の誰かのものになるのは」

「っ……」

　絞り出したような優月の言葉に、私の胸の鼓動がドクッと音を立てて跳ね上がった。

　優月が、どういう意味で言っているのかわからない。婚約を解消したとはいえ、妹みたいな元許嫁を純粋に心配してるだけかもしれないけど。

　優月の言葉は、〝妹〟に向けるには強すぎて、余りある独占欲が感じられて、私の鼓動はドキドキと強く打ち鳴ってしまう。

　だからこそ、本当はもっと続きを聞きたかった。優月の心を知りたくて、次の言葉を待ったのに、彼はそれっきり黙り込んでしまった。

　お互いに、なにも言い出せないまま、沈黙が続く。

　無言で優月に抱きしめられているこの状況を強く意識してしまい、胸が苦しくなってきた。

　照れくさくてたまらなくて、私は優月の腕の中で微かに身じろぎをした。

　それが優月にも伝わったようで、彼は私からそっと腕を離した。

「……悪い。こんな夜遅くにベッドの上で抱きしめてちゃマズいな。……うん」

　優月は少しぎこちなくそう言って、ベッドから立ち上がった。

「綾乃。こんな時間に、強引に上がり込んだ俺が言えたことじゃないだろうけど。お前も少しは警戒しろ」

　そんな言葉に導かれ、私もおずおずと顔を上げた。

　優月は私に背を向けたまま、ひょいっと肩を竦めた。その肩越しに、バツが悪そうな表情が窺える。

「あ……はい」

　身体が離れても気恥ずかしくて、私は素直な返事をした。

「それから」

　優月はシャキッと背筋を伸ばし、気を取り直すように一際明るく声を張り上げた。

　そして。

「……男に顔寄せられて、簡単に目閉じるな。バカ」

　優月はゆっくりと振り返り、私の額を軽くコンと小突いた。

　そんな仕草に、なぜだか私の胸がきゅんと疼く。

　私の反応を確認せず、優月はふっと顔を背けた。

「次、俺の前で目を閉じたら、本当にキスするぞ。忠告しとく」

　拗すねた口調でボソッと呟く優月に、鼓動がドキッと飛び跳ねた。

　すごい勢いで打ち鳴る心臓の拍動が騒がしい。

「も、もう帰って!!」

　私はそう叫びながら優月の背中をドンと押した。

「……はいはい」

　わずかにバランスを崩して前につんのめったものの、優月はすぐに肩を揺すって苦笑いをした。

「お休み、綾乃。また明日」

　言葉の途中でくるりと背を向けた私の頭を、彼はポンポンと叩いた。

　そんな仕草にも、私は一瞬呼吸を止めてしまう。

　私が全身に力を込めているのを、見透かしていたのかもしれない。優月はそれ以上なにも言わずに、私から離れていった。

　ドアが静かに開閉する音を聞いて、私はやっと振り返った。

　そこに優月の姿はなく、ホッと胸を撫で下ろす。なのに、胸の高鳴りを抑えることはできない。

「あああっ、もうっ……」

　動悸の理由は、自分でもわからない。

　説明のつかないドキドキは、治まらなかった。










過保護全開、彼の独占欲




　人の噂というのは、光の速度で伝わるもの。

　世界の穂積グループの御曹司の婚約解消ともなれば、対外発表前でも、恐るべき速さで、社外へと伝わっていった。

　婚約解消から二週間が過ぎた、十月半ば。

　優月は行く先々で、グループ内外の企業トップから、縁談を打診されるようになった。そして、なぜか私にも、次の縁談話が舞い込み始めた。

　時代と共に廃れゆく旧華族とはいえ、世間一般的には名門に違いない。優月の元許嫁というのも格式を証明する根拠になるのか、穂積コーポレーション取締役会の専務や常務から、『ぜひうちの息子の嫁に』と声をかけられる。

　どうやら私は、〝貞淑な妻〟になると過度な期待をされているようだ。

　こんなことは初めてで、私がうろたえていると、優月がとてもスマートに割って入ってくれる。

　そんな彼は、許嫁改め保護者のよう。

　構いすぎ、過保護だと思うけど、波風立てずに上手に蹴散らしてくれるのはありがたくて、私も優月に頼り、甘えてしまった。

　とはいえ、自分と私、両方の縁談話に神経を張り巡らせているせいで、優月には余計な気疲れが増え、日々の仕事以上のストレスになってしまっていた。

　優月のこめかみの青筋は日に日に色濃くなっていき、それを気にしていたら、一週間はあっという間に過ぎていた。




　そして、週末を迎える金曜日の午後。

　外出を終えて本社の社長室に戻ると、ドアを閉める私の背中で、優月はスーツの上着を脱いだ。大きな溜め息をつき、応接セットのソファにちょっと乱暴に放り投げる。

　私も小さく息をついてソファに歩き、彼の上着を手に取った。

　優月は執務机に回り込みながらネクタイを緩め、脱力したように椅子にドカッと腰を下ろす。喉を仰け反らせて顔を上に向け、唇の先からふうっと息を吹く。

　やっぱり相当お疲れの様子だ。

「お疲れ様です。すぐに社長のお好きな紅茶淹れますね」

　私はぎこちなく笑ってから、優月の上着を手に、社長室の奥にあるプライベートルームに入った。

　仕事が立て込んでいる時、優月は社内に泊まり込むことも多い。ワンルームほどの狭いスペースだけど、仮眠用のベッドとクローゼット、簡易シャワールームが備わっていて、家に帰らなくても最低限の生活レベルを守ることができる。

　私はクローゼットの扉を開き、優月の上着を吊るした。

　社長室に戻ると、優月は長い足を組み上げ、床についた足を軸にして、ユラユラと椅子を揺らしていた。

　ネクタイは緩めるどころか完全に解かれていて、机の上に丸めてある。

　事前にスケジュールされていなくても、いつ急な予定が入るかわからない。だから優月が社長室でこんなにだらしない……いや、服を寛がせることはめったにない。

　身体の疲れ以上に、精神的にげんなりしているのだろう。そしてそれは私のせいでもあるから、優月の好きな紅茶を振る舞おうとしてドアに向かった。

　なのに。

「綾乃。お茶は後でいい」

　椅子に大きく背を預けた姿勢で、優月が私を止めた。

　それを聞いて、私もドアレバーから手を引っ込める。

「でも……社長、紅茶の香りは気が休まるって仰ってますし……」

「いいから。それから、仕事モードの言葉遣いもやめろ。ますます疲れる」

「……はい」

　優月が『疲れる』とはっきり口に出すからには、彼の身体に蓄積された疲労は、私の想像を遥かに超えているはずだ。

　私は小さく返事をして、所在なくその場に立ち尽くした。

　優月は私にチラッと視線を向け、おいでおいでと手招きをする。それを受けて、私はゆっくり彼の執務机の前に移動した。

　優月は私に対して横向きのまま、まだ椅子をユラユラさせている。顔は背後の窓に向いてしまった。

　私はきゅっと唇を結んでから、思い切って声をかけた。

「優月、あの……」

「綾乃。今夜久しぶりにふたりでディナーに行かないか？」

「え？」

『疲れさせてごめんなさい』と謝ろうとするのと同時に誘いかけられ、私はきょとんとして目を丸くした。

　聞き返した私に、彼は椅子を回転させて身体の正面を向ける。

「お前、銀ぎん座ざにニューオープンしたイタリアン、行ってみたいって言ってたよな。早速予約入れるから」

　言うが早いか、優月はプライベート用のスマホを手に取って操作しようとする。

「えっ……」

　彼の言うイタリアンレストランは、二カ月前にオープンしたばかりで、半年先まで予約でいっぱいという人気店だ。普通なら『今夜の予約が取れるわけがない』と笑って受け流すところだけど、この人が名前を出せば不可能が可能に変わることを、私は昔から知っている。

「ちょ、ちょっと待って、優月！」

　私は慌てて一歩前に踏み出し、優月を止めた。

　彼はスマホに指をスライドしかけて、チラッと私を見上げる。

「あの……ごめんなさい。今夜は、ちょっと」

　首を縮めてペコッと頭を下げて謝る。

「……先約？」

　眉を寄せ、訝しそうに訊ねられる。

　私はギクッとしたのを気取られないように、大きく何度も首を縦に振った。

「お、おお……おかしい？　私にだって、週末金曜日の夜におさ……しょ、食事に行く友達くらいいるの」

　じっとりした目で見据えられ、背筋に変な汗がひと筋流れる。私は声を裏返らせて胸を張った。

　優月は机に両肘をつき、「ふ～ん」と鼻を鳴らして両手の指を組み合わせた。その向こうから、相変わらず上目遣いで私を観察している。

「そりゃあ、綾乃も二十五歳の大人だし、酒の約束をする友達くらいいるだろう。週末だからって羽目外したりしなければ、ディナーを断られたくらいで、俺も機嫌を悪くしたりしないが」

　優月は私の今夜の約束がしっかり〝お酒〟だと見抜き、言葉とは裏腹に鋭い瞳を向けてきた。

「普通に断れば見逃してやったものを。……相手、誰だ？」

「えっ!?」

　容赦なく探られて、私の声はひっくり返った。

　それがますます優月の不信を煽ってしまう。

「え、っと。……大学の時の友達」

　優月の視線がまとわりつく。

　私は腰を引かせながら、目を逸らした。

　けれど優月はニッコリと魅惑的に……いや、意地悪に微笑む。

「嘘つけ。お前、根が純真なだけに、嘘つくの壊滅的に下手なんだよ。しかも、俺に隠そうとして気負ったんだろうが、あっさりボロ出しやがって」

「う、嘘なんか」

「約束の相手。進藤だろ？」

「っ……」

　崖っぷちに追い詰められ、なお足あ掻がこうとした私に、優月はあっさりとどめを刺す。

　息をのむ反応を見せてしまったせいで、私の敗北は決定的となった。

　優月はますます不機嫌そうに顔を歪め、またしても「ふ～ん」と間延びした声を放つ。

「あ、あの、優月……」

　頭のてっぺんから足の爪先まで、なぞるような視線を向けられて、私は肩を縮こめながら呼びかけた。

　優月は私を視界の真ん中に据えたまま、妙にゆっくりと足を組み替える。

「自分に好意を示して交際申し込んできた男の誘いに、軽々しく乗るなよ。しかも週末の夜にふたりで酒？　……進藤のヤツ、今夜は帰さない気満々だろ」

　苛立ちを隠さずハッと短い息を吐いて、ジロッと私を睨み上げる。

　私は「う」と竦み上がってから、気を取り直して反論した。

「もちろん、ちゃんと家に帰ります。お酒っていっても、自分でちゃんとセーブできます」

「……まあ、お前、見た目に反して、俺より酒強いからな。むしろ進藤の方が先に潰れそうだけど」

「そ、そうでしょう!?　そのへんもちゃんと考えて、お誘い受けても大丈夫って」

「バカか。進藤の理性が先になくなるからヤバいんだろうが。とにかく進藤の誘いは断って、今夜は俺に付き合え」

　優月はシレッと横暴に言い捨て、手にしたスマホを軽くデスクに放り投げた。今度は社内ＰＨＳを卓上ホルダから取り上げる。

「ちょっ……！　優月、ダメ!!」

　進藤さんに内線電話をして、約束を勝手に撤回しようとしてるのがわかるから、私は慌てて優月の手からＰＨＳを取り上げた。

　まさに操作しようとしていたＰＨＳを掠め取られた優月は、手の形をそのままに、私を睨みつける。

「横暴なこと、しないで」

　私は優月のＰＨＳを胸元に隠すように、両手でギュッと握りしめた。

　優月も強引に取り返そうとはせず、憮然とした表情で腕組みをする。

「ごめんなさい。優月が私のこと守ってくれてるのは、ちゃんとわかってる。そのせいで、神経すり減るほど疲れてるのも。だからディナーもお付き合いしたいけど、今夜は進藤さんが先約なの」

「お前を守るだけで、疲れはしないが……俺より、進藤との初デートが優先、か」

「デ、デートじゃない」

「進藤は綾乃に好きだって言った上で誘ってきてるんだ。お前がＯＫしたからには、下心があるに決まってるだろ」

「もう、優月！」

　子供みたいに駄々をこねる優月に、私は大きな溜め息をついた。

「進藤さんは真剣に気持ちを伝えてくれたから、私も誠意を持ってお返事しなきゃ。そのためにも、進藤さんのこともっと知らなきゃいけないから、私……」

「じゃあ、俺も行く」

　窘たしなめるつもりで意識してゆっくり話す私を、優月はそんな言葉で簡単に遮った。

「っ、えっ!?」

　私は、素っ頓狂な声で聞き返してしまう。

　私の騒々しい声を聞いて、優月は鬱うつ陶とうしそうに眉を寄せると、「なんだよ？」と目に力を込めて私を見上げた。

「お前にとって今夜の進藤との約束はデートじゃないんだろ？　だったら、俺が一緒に行ってもなんの問題もない。進藤は俺の悪友だ」

「だからって、そんな勝手に」

「婚約解消したとはいえ、俺は基本的にお前との関わり方を変えるつもりはない。穂積と越川の家の繋がりは、今後も続くんだからな」

「そ、そう言ってくれるのは嬉しいけど……」

　どうしよう、と目を伏せた私の前で、優月が椅子を軋ませて立ち上がった。そして、机の向こうから、私に手を差し出してくる。

　上を向いた彼の手の平に一度視線を落とし、おずおずと顔を上げた。

　優月はさっきまでのふてくされた表情は消して、どこか厳しい瞳を私に向けている。

「ＰＨＳ。返せ」

「あ。う……でも」

「心配しなくても、そう何度も邪魔はしない。ただ……綾乃を譲っていい男かどうか、俺がこの目でちゃんと見極めたいだけだよ」

　真剣な瞳で諭すように言われ、私の胸がドキッと跳ね上がった。胸に抱きしめたままのＰＨＳを、さらに強く握りしめてしまう。

「進藤のことは綾乃より知ってるつもりだ。この年まで友人として付き合えるくらいだから、悪い男じゃないのは確か。でも、お前を譲る男として見たことは一度もない。……だから」

　落ち着いた口調で私に語りかける優月は、いつもの来客対応や会議の時と同じ、大人で頼れる社長の目をしていた。

　なぜだか胸がきゅんとして、私は手の力を緩めた。そのまま、彼の手にＰＨＳを返す。

「サンキュ」

　優月は短くそう言って、再び椅子に腰かけた。そして、椅子を斜めに回転させて、私に横顔を向けて電話をかけ始めた。

　この角度から見下ろすと、優月は目を伏せているように見える。男の人にしては長い睫毛が、目元に影を作る様に、私は無意識に胸に手を当て、ゴクッと唾を飲んだ。

『嫌なんだよ。お前が、他の誰かのものになるのは』

　進藤さんを見極めるという優月の言葉で、先週言われたことを思い出してしまった。

〝妹〟に向ける以上の独占欲を感じた言葉を思い出すたび、私の胸は意味もなくドキドキと高鳴った。

　変なの。今この場でも、優月が私を〝妹みたいなもの〟と思ってることに変わりはないのに。

「ただの〝妹〟としか思ってないくせに。私が恋しようとする相手は、全員見極めようっていうの……？」

　そんな独り言が、私の口からこぼれた。ちょうど電話を終えて私の言葉を聞き拾ったのか、優月は「ん？」と目線を上に向けて訊ねてくる。

「あ、ううん！　な、なんでもない」

　反射的にそう声をあげ、大きく首を横に振ってごまかした。

　とっさに浮かべた笑顔はぎこちなくなってしまったけれど、優月は特段気にした様子もない。用を終えたＰＨＳをホルダに挿し、机の上のノートパソコンを開いた。

「えらい渋ってたけど、進藤には今夜俺も行くこと了承させたから。時間と場所に変更はなし。ってことで綾乃、仕事再開するぞ」

「は、はい」

　いきなりお仕事モードに戻った優月に慌てて返事をして、彼の執務机の斜め右前にある私のデスクに向かう。

「さっきの外出の商談記録、終業時刻までに完成させろ」

「はい」

「今、メール送っておいた。手が空いた時に、書いてある資料手配して」

「かしこまりました」

　ポンポンと業務命令が繰り出される。

　終業時間まであと三時間。頭の中で優先順位を組み立てながら、私も頭を仕事に切り替える。

「あ。綾乃」

　デスクの椅子に腰を下ろしかけた私に、優月がチラリと視線を流してきた。

　首を傾げて返事をすると、彼は頬杖をついてニッコリと私に微笑みかける。

　不意打ちで向けられた笑顔に、不覚にも胸がトクンと小さな音を立てた。

「紅茶。淹れてくれるんじゃなかったっけ？」

「っ……あ、そ、そうでした！」

　疲れている優月のために、自分から言ったくせにすっかり忘れてしまっていた。

　私はポンと手を打ってから、慌ててしっかりと立ち上がる。小走りでドアに向かい、レバーに手をかけ、一度ゆっくり振り返った。

　私の視線を感じたのか、優月がふっと目線を上に向ける。

「なに？　綾乃」

「ダージリンにするね。オータムナルのいい茶葉があるの。ミルクティーにしても美味しいから」

　出張帰りや疲れている時、優月はいつもミルクティーを好んで飲む。

　先週末、父が取引先からいただいてきた紅茶がぴったりなのを思い出してそう告げると、優月はほんの少し目を丸くしてから、クスッと肩を竦めて笑った。

「綾乃のセレクトなら、俺の好みからも外れない。任せるよ」

「はい」

　優月の言葉から確かな信頼を感じて、気持ちが高揚する。

　私は一度ペコッと頭を下げ、社長室を出た。

　昔から知りすぎているせいで、私たちは婚約を解消した。

　でも、昔から知りすぎているからこそ、優月の嗜し好こうも手に取るようにわかる。

　優月は、これからも関わり方を変えるつもりはないと言ってくれる。

　こうやって、私らしく役に立てることが、ただただ嬉しいと思った。




　その夜、進藤さんが予約してくれたのは、オフィスからほど近い小洒落た和風居酒屋だった。

　午後七時を少し過ぎて店内に入ると、六人用のお座敷席に先に通されていた進藤さんが、「お疲れ」と明るく手を挙げてくれた。

　突然優月が乱入することになったのに、いつもと変わらない進藤さんに、私はホッと胸を撫で下ろす。

「お疲れ様です、進藤さん。あの……本当にすみません」

　背中側がすだれ風のパーテーションになっている半個室に入り、奥に詰めて座ってから、私は向かい側の進藤さんにそう言って謝った。

　居酒屋って、私もそれほど来ないけれど、機密性の高い、高級レストランのＶＩＰ用個室での接待に慣れた優月は、隣の声も聞こえてくる狭い半個室に戸惑いを隠せずにいた。昼間の強気はなりを潜め、憮然とした表情をしているのがちょっとおかしい。

　進藤さんは後ろの壁に背中を預けていて、私の隣に腰を下ろす優月を見遣った。

「気にしないで。優月は知らない仲じゃないしね」

　背を起こしながら言った進藤さんに、優月がピクッと眉を寄せて反応した。

「知ってる仲だからこそ、邪魔しに来たんだけど？」

「はは。邪魔って自覚はあるのか」

　進藤さんが悪びれずにサラッと返すと、優月はやっぱりムッとしたように口をへの字に曲げる。

　昔馴染みの進藤さんと私の前だからか、優月の反応は仕事中とは比べものにならないくらい子供っぽい。そんな優月を見ても、進藤さんは苦笑するだけ。よく知った仲だからこその砕けた空気は、居心地よくてちょっと安心する。

「飲み物頼もうか。優月、生でいいだろ？　綾乃ちゃんは？」

　店員さんを呼ぶボタンは進藤さんが背にした壁にある。彼が押すのを見て、私はメニューを開くことなく「同じものを」と答えた。

　ファーストオーダーを終えると、さっきからずっと黙っている優月に、進藤さんが肩を揺すって笑いながら声をかける。

「なに？　優月。庶民的な居酒屋で、不満か？」

　茶化すように言われて、優月は無言で進藤さんを睨む。

「それとも、綾乃ちゃんをこんなところにしか連れてこれないのか、って怒ってる？」

「別に。進藤は綾乃の恋人じゃないんだから。今から無理する必要ないだろ」

「……優月ってば」

　突っかかって失礼な言い方をする優月を咎めるつもりで、私は彼のスーツの袖をちょいっと引っ張った。

　優月は私の指に視線を落とし、一度大きく深呼吸をしてから、しっかりと進藤さんに向き合う。

「進藤。俺は本心では、婚約解消に納得していない」

「えっ……？」

　優月が静かに進藤さんに向けた言葉に、私が先に反応した。

　進藤さんは特に表情も変えずに頷き返している。

「だろうね。わかってたよ」

「今まで俺になんの我わが儘ままも言ったことのない綾乃の申し出だったから、聞き入れた。それだけ」

「ゆ……優月？」

　ふたりの間で淡々と交わされる会話に戸惑い、私は優月の横顔を見つめた。

　そのタイミングで、ファーストドリンクが運ばれてくる。

　店員さんが格子戸を閉めて出ていくのを見て、私たちはビールの中ジョッキを手にした。なんとなく乾杯するような空気じゃなく、それぞれ黙ってジョッキを口に運ぶ。

　私がひと口飲む間に、優月と進藤さんはゴクゴクと何口か進めていた。ふたり同時にジョッキをテーブルに置き、「はあっ」と息を吐くのを、私は黙って見守る。

「俺が優月の立場だったら、確かに納得いかないね。優月が綾乃ちゃんをずっと大事にしてたのは、俺もよくわかってたから」

　進藤さんが静かに紡いだ言葉に、優月はジョッキの把とっ手てにかけた指をピクッと震わせる。

　私は優月と進藤さんに交互に視線を向けた。

「許嫁って紹介されたけど……。兄妹みたいで、将来ふたりが結婚するなんて信じられないほど」

　進藤さんは優月から目を逸らして、再びジョッキをグッとあおる。

　優月は黙ったまま、進藤さんをジッと見据えていた。

　そんな優月に、進藤さんはニコッと笑う。

「幼い頃から一緒に育ったようなもんだし、年も離れてる。だから、兄妹みたいにしかなれなかったんだろうね。……でも、優月。綾乃ちゃんはお前が思ってるほど子供じゃない。もう十分……立派な大人の女だ」

　それを聞いて、優月がハッと小さな息を吐いた。

「そんなこと、お前に言われなくてもわかってる」

「わかってるかな。俺が見る限り、お前の頭の中の綾乃ちゃんは、高校生くらいで成長が止まってる。だから、成人しても庇ひ護ごの対象として大事にするだけで、恋の相手は綾乃ちゃん以外の女になる」

　間髪入れずに畳みかける進藤さんに、優月がムッと口を閉ざした。

　私を話題にするふたりを前に、私は、両手で支えるように持ったジョッキの中の琥こ珀はく色の液体を見つめる。

「優月がそんなんだから、綾乃ちゃんにとっても、お前はいつまでも過保護な兄貴だ。だから優月が他の女と付き合ってたことを知っても傷つかないし、怒らない。実態の伴わない約束でも、いずれは結婚する関係だってのにさ」

　進藤さんの言葉を静かに聞いていた優月が、無言で眉を寄せる。

「優月。許嫁って関係から解放されたってのに、綾乃ちゃんが恋に消極的で、二の足を踏むのは全部お前のせい。そのへん、わかってんのか」

　チラッと優月を窺うように、進藤さんが声を低めてそう言った。

「消極的？」

　優月は短く聞き返しながら、ピクッと眉尻を上げた。私が以前優月に言った『恋をする』という発言だけ聞いていたら、進藤さんの言葉には違和感があったからだろう。

「し、進藤さんっ」

　私は優月の探るような視線を感じて、進藤さんを止めようと腰を浮かせた。けれど進藤さんは、私に構わず優月に向かって答えてしまう。

「綾乃ちゃんには、可愛いのひと言も直接言ってやらないお前が、付き合ってた女。揃いも揃ってスタイル抜群の美人だったろ」

　困惑した表情を浮かべる優月に、彼は愉快そうにクックッと笑う。

「教えてやった時の綾乃ちゃんの顔、俺忘れないよ。自分の胸元見下ろして、でっかい溜め息ついてたなあ～」

「し、進藤さんっ……!!」

　進藤さんがサラッと暴露した言葉に、私は慌てて声をあげた。

「べ、別に私、そんなことしてな……!!」

「ああ。『私じゃいつまで経っても、優月にとっては子供ですよね』ってへこんだだけだったっけ」

「～進藤さんっ!!」

　次々に晒さらされる私の過去の言動に、私は顔を真っ赤にして声を張った。

「……胸がないだけで、そこまでへこんでたのか？」

　優月が探るように横から見ているのを感じて、私はプイッと顔を背けた。そのまま勢いよくジョッキを傾けて、優月への返答を拒否する。

　私と優月を向かい側から観察していた進藤さんが、声を噛み殺して笑っているのがわかる。私はあまりの恥ずかしさに、わなわなと身体を震わせた。

「ま、綾乃ちゃんをからかうのはここまでにして……。優月。お前がずっとないがしろにしてきたから、綾乃ちゃんは自信を失ってるんだと思うよ、俺は。でももう、綾乃ちゃんも大人の女性だ。優月みたいな、過保護なだけの保護者は邪魔になる」

　進藤さんはスッと笑いを引っ込めて、声のトーンまで低くして真剣な様子でそう言った。

「……保護者？」

　優月が進藤さんの言葉を繰り返す。

　その不機嫌な声を聞いて、私はそっと優月に横目を向けた。

　進藤さんはテーブルに頬杖をつき、ニヤニヤしながら優月を上目遣いで見据えている。

「許嫁の立場で大事にできなくなったから、今度は保護者面。可愛くて仕方ないのはわかるけど、綾乃ちゃんは、兄貴にしかなれないお前を求めてない」

「っ……」

　優月は言葉に詰まって、進藤さんから顔を背けた。

「優月？」

　そのまま黙り込んでしまう優月に、私は恐る恐る顔を向けた。

　進藤さんは小さな声でボソッと言葉を重ねる。

「大事にしすぎたお前が悪い。そのせいで余計な理性が働いて、婚約解消なんてことになってもなにもできないんだろ。誰が見ても、自業自得だ」

「え？」

　私は、進藤さんの方に目を遣った。

「横から俺にかっさらわれるのが、おもしろくない。それで、過保護になってるだけ。わかってるだろ？」

　容赦なく言い捨てた進藤さんは、私と目が合うと、ひょいっと肩を竦める。

　聞き返したつもりだったのに彼はなにも言ってくれなくて、私は優月が返事をするのを待った。

　私の視線の先で、優月が肩を落として大きな溜め息をつく。

「……悪かった」

　優月は、誰に、なにに向けたのかわからない謝罪を口にした。

「えっ？」

　戸惑う私の前で、優月は勢いよくジョッキを傾ける。

　テーブルに戻されたジョッキの中身は、半分以下に目減りしていた。

　気付けばみんな飲み進めていて、進藤さんが壁のボタンを押して店員さんを呼んだ。

　三人分のビールとフードを何品かオーダーすると、進藤さんは明るく声をあげてジョッキを手に持った。

「なあ。真剣な話はここまでにしないか？　今夜はせっかく久しぶりに三人揃ったんだ。綾乃ちゃんの前だし、俺と優月も一時休戦。楽しく飲もう」

　そう言って、進藤さんは私のジョッキに「かんぱ～い」と軽くぶつけてきた。続けて、優月のジョッキにも同じ行為を仕掛ける。

　目の前で残りのビールをグイグイ飲み干す進藤さんに、私も優月もちょっと呆あっ気けに取られていた。

　隣で優月が呆れたような息を吐くのを聞いて、そっと彼の横顔を窺い見る。優月も私の視線に気付いたのか、チラッと私を見てから肩を竦めた。

「完全に進藤のペースにのまれた」

　どこか忌々しそうに言いながらも、その表情には苦笑が浮かんでいる。

「大事にしすぎて、今になっても余計な理性が働く。……確かに進藤の言う通りだな。だったら、俺は……」

「え？」

　なにか考え込むようにボソッと呟く優月に、私はただ聞き返す。けれど彼は目を伏せ、「いや」とはぐらかした。

　そんな優月を不可解に思いながらも、私は気を取り直して、自分のジョッキを彼のにコツンとぶつける。

「進藤さんの言う通り。楽しく飲もう。乾杯、優月」

「……ああ」

　優月が穏やかに微笑み返してくれて、私もホッと胸を撫で下ろした。

　進藤さんに恥ずかしいことを暴露されて、ちょっと落ち着かない気分もあったけれど、場の空気が和み始めたから、頭を切り替えることができた。




　その後――。

　もともとは私と進藤さんの約束だったのに、気付いたら優月と進藤さんふたりの間で会話が弾んでいた。

　なんだかんだいっても、ふたりは仲がいい。長年の親友の前にいる優月は、〝社長〟でも〝穂積グループの総領息子〟でもなく、進藤さんと同級生で、等身大の男の人でしかない。

　飲み始めて一時間ほど経ち、優月がお手洗いに立った時には、ふたりは日本酒にシフトしていた。

　週末金曜日の居酒屋は、満席でフル回転状態なのか、店員さんも忙しそうだ。手が回らず、テーブルにはすごい数の空グラスが並んでいる。

　気付くと、テーブルの向こう側で、進藤さんがうつらうつらと舟を漕いでいた。

　個室を出ていく優月を、『行ってらっしゃ～い』とご機嫌で見送っていたのに、今は壁に背を預け、完全にうたた寝モードに突入している。

「あ、進藤さん」

　このまま寝入ってしまったら大変だ。

　私は畳の上を這って、テーブルを回り込んだ。進藤さんの隣でちょこんと正座して、その頬を軽くピタピタと叩いてみる。

「んっ」と短い反応が返ってくる。とりあえず意識はあるようでホッとした。

「進藤さん。優月が戻ってきたら、今日はお開きにしましょう」

　軽く揺さぶりながら、そう続ける。

　進藤さんからは、「ん～」と唸り声が返ってきた。

「綾乃ちゃん……？」

　ぼんやりと、その目が開く。

　私のことは認識できているみたいだけど、かなり呂ろ律れつが怪しい。

　私はほんのちょっと苦笑して、「はい」と答えた。

「ひとりで帰れそうですか？　無理そうだったらタクシーの手配を……」

「ん～……大丈夫」

　言葉とは裏腹に、あんまり大丈夫じゃなさそうな声が返ってくる。

　私はさらに苦笑を重ねながら、なんとなく格子戸に目を遣った。

　出ていった時の足取りはしっかりしていたけれど、優月は大丈夫だろうか。

　ちょっと心配になり、外に出てみようかと腰を浮かせる。

　その時。

「綾乃ちゃん」

　進藤さんが、私の名前を先ほどよりもしっかりした声で呼んだ。

　無意識に振り返った途端、腕を強く引っ張られる。

「えっ……」

　酩めい酊てい状態の進藤さんの思いがけない力に、一瞬私の反応も遅れた。そして次の瞬間、中途半端に腰を浮かせていた私は、身体のバランスを大きく崩してしまった。

「ひゃっ……」

　小さな悲鳴が漏れるのと同時に、私の視界いっぱいに、進藤さんの顔が映り込む。

　なにかが、唇にぶつかった。

　微かな衝撃に、私は反射的に目を閉じていた。

　唇に触れた、知らない温もり。

　ハッとして、大きく目を見開く。視界には、再び進藤さんの顔が映った。

　さっきよりもぼやけて見えるのが、近すぎて視界の焦点が合わないからだと気付いた時、唇に触れているものが進藤さんの唇だと認識した。

　私はひゅっと音を立てて息を吸い込んだ。頭の中は真っ白になり、身体は凍りつく。

　それと同時に、進藤さんが私の後頭部に手を回す。まるで『逃がさない』というように、その手に力がこもるのを感じた時。

「っ……綾乃っ……!?」

　格子戸が開く音の後、叫ぶような声が聞こえた。振り返る間もなく後ろから強く肩を掴まれ、勢いよく引き寄せられる。

「あ……」

　短い声を発しながら、私は背後を振り返った。

　さっきまでとは全然違う険しい表情をした優月が、私を見下ろしている。

　私は呆然としたまま、彼を仰ぎ見た。

　優月は畳にぺったりと座り込む私を押しのけると、固く握った拳を躊躇もせずに進藤さんに振り下ろした。

「あっ……!!」

　私が発した小さな悲鳴は、バキッという痛そうな破壊音にかき消された。

　優月の足元に、進藤さんが左の頬を押さえて崩れ込む。

「優月……？」

　いきなり殴られる格好になった進藤さんは、そのおかげでだいぶ覚かく醒せいしたようだ。それでもなにが起きたかわからないのか、何度も瞬きを繰り返している。

「お前、綾乃になにをっ……!!」

　殴られた頬に手を当て、困惑している進藤さんに、優月は激しい怒声を放った。けれど、進藤さんが呆けているのを見て、グッと声をのむ。

　優月は彼に踵を返すと、私の腕を強引に掴み上げた。

「帰るぞ、綾乃」

「あっ、ま、待って……」

　ほとんど引きずられる格好で、私は優月の後から格子戸の外に転がり出た。

「ゆ、優月っ……！」

　歩幅の差をまったく考えてくれない優月に、グイグイと手を引かれて店を出る。

　そのまま、夜のオフィス街に連れ出された。










上書きキスに秘めた決意




　居酒屋を出てから優月にずっと手を引かれたまま、オフィス街らしく区画整理された通りを、ひたすら一直線に歩き続けている。

　いや、歩いているのは優月だけで、私は彼の速度についていけず、ずっと小走りだ。

　まさに引っ張り回されている私を、行き交う人たちが興味津々に振り返っている。

　金曜日のこの時間は、普段の平日の夜に比べて、通行人も多い。

　好奇に満ちた視線を気にしていられたのは、最初だけだ。こうもペースを乱して歩き続けていたら、さすがに息が上がる。呼吸が乱れ、胸が苦しい。

「ゆ、づ……きっ……！」

　何度か呼びかけたけど、優月の耳には届いていないのか。それとも、無視されているのか。彼は足を止めるどころか、振り返りもしてくれない。

「ゆづ……苦し……。ね、えっ……！」

　とにかく足を止めるか手を離すかしてほしくて、私は声を絞り出した。

　掴まれたままの手を、力任せにブンと振り上げる。

「あ」

　私の行動で、やっと優月が短い反応を見せた。

　不意を衝けたのか、彼の手を振り解くことに成功する。けれど、勢い余って足がもつれ、そのまま無様にもアスファルトの地面にぺたんと座り込んでしまった。

「っ、綾乃っ……」

　優月が私の前にしゃがみ込む。

「すまなかった。大丈夫か？　綾乃」

　彼は、乱れた呼吸を整えようとする私の顔を覗き込んだ。

「だ、いじょ、ぶ……」

　カラカラに渇いた喉に声が引っかかって、返事は途切れ途切れになる。

　乱れているのは呼吸だけじゃない。心臓も、フル稼働していた。

　私はすぐには立ち上がれず、ギュッと胸元を握りしめた。「はーっ」と一度大きな息を吐いてみると、通りの真ん中で座り込む私と優月を遠巻きに追い越していく人々の足音が、やけに近く大きく聞こえた。

　すっかりオフィスアワーは過ぎたとはいえ、広い通りは、私たちと同じ飲み会帰りらしいサラリーマンやＯＬの姿で溢れ返っている。チラチラと向けられる視線に気付き、私は慌てて立ち上がろうとした。

　けれどその前に優月の手が伸びてきて、反射的にビクッと肩を竦めてしまう。

　彼は大きな手の平で、私の唇をいきなりグイッと強く拭った。

「ん、んぐっ……？」

　一瞬、なにをされているのかと思った。

　続けて二度、優月が私の唇をゴシゴシと擦る。

「優月っ？　い、痛い。乱暴だよっ……」

　手を捕まえて抗議したのに、優月はやめてくれない。

　咎めるつもりで睨みつけた途端、優月の手が止まった。それでも私の唇を手で押さえたまま、目の前でがっくりとこうべを垂れる。

「……綾乃、ごめん」

　小さな小さな消え入るような謝罪を聞いて、私は何度も瞬きをした。

　優月は乱れた前髪をかき上げ、大きく「はあっ」と声に出して息を吐く。

「こうなることを恐れてわざわざ邪魔したのに、最後の最後で油断した」

「え？」

「……ちくしょう」

　彼が顔を伏せたまま発した掠れた声が、私の思考回路を再び活性化させる。

　そのせいで、ついさっき自分の身に起きた出来事が、今になってクリアに蘇よみがえった。

「っ……」

　優月の呟きに導かれ、進藤さんとキスしてしまったことを思い出す。

　思わず息をのんだ気配が伝わったのか、優月は私から手を離し、ゆっくりと顔を上げた。

　唇に視線を感じて、私は反射的に指を当てて彼から隠した。優月が眉を寄せるのを見て、そっと目を伏せる。

「わ、私……」

「綾乃、進藤にされたことは忘れろ。あんなのただの事故だ。躾しつけの悪い犬に舐なめられたとでも思え。……あんなの。キスじゃない」

　自分でもなにを言おうと思ったかわからないまま、勢いよく優月に遮られた。

　両脇を支えてひょいっと抱き上げられ、私は自分の力を必要とせず立ち上がっていた。アスファルトにトンとついた足にしっかりと力を入れてから、私はおずおずと目線を上げる。

「……優月？」

　優月は私の肩に両手を置いて、背を屈かがめている。真正面から顔を見合わせ、初めて気付いた。私よりも優月の方が傷ついた目をしている。

「ちくしょう……絶対許さねえ……進藤のヤツ……」

　震える声で続ける優月に、私の戸惑いが大きくなる。

「どうして……優月がそんなに怒るの？」

　優月がどう慰めてくれても、あの事故みたいなキスが私のファーストキスだということに変わりはない。ショックを受けるのは私の方なのに、優月の方がもっと強く拒んでいるのが不思議だった。

　私の問いかけに、優月がピクッと身体を震わせる。きゅっと唇を噛むのを、私は目の前で見つめていた。

「ねえ、ゆづ……」

「ガキみたいだと思いながら、デートの邪魔してよかった。俺がいなかったら、お前あのまま進藤にっ……」

「え？」

「……ダメだ。やっぱり、頭が想像を拒否する」

　呼びかけながら伸ばした手を、私は宙でピタリと止めた。優月がどうして言葉をのんだのかわからないけど、再び私に視界の照準を合わせた彼に戸惑う。

「優月？」

　さっきまで傷ついているように見えた優月の瞳が、なにかを葛藤するように揺れている。

　それがなんなのか見つけられずにいる間に、優月が瞳に力を込めた。

「これ以上は絶対に奪わせない」

　短い言葉にも力が漲みなぎっていて、私の胸がドキッと跳ねた。

「う、奪う……？」

　どこか暴力的な響きに怯む。

　優月は私が聞き返したことは無視して、中途半端に宙で止まった私の手をギュッと掴み、指を絡めるようにして組み合わせる。

「……奪われたものも、奪い返す。いいか、綾乃。お前の初めてのキスの相手は進藤じゃない」

　優月は物騒な言葉を言い捨て、繋ぐ手に力を込めた。組み合わせたままの手を引っ張られ、私の身体も前に引き寄せられる。

「ゆづ……」

　驚いて大きく見開いた私の瞳に、優月の薄い唇が映り込んだ。

「俺だ。綾乃」

　そういう形に動くのを見たのが、最後――その唇が、私の唇に重なった。

「っ、ん……」

　私は無意識に息をのんだ。

　さっき進藤さんと掠めるように触れた時とは全然違い、確かな質感を持って強く押し当てられる。

　とっさに背を仰け反らせて逃げようとすると、優月はもう片方の腕を私の肩に回した。強引に抱き寄せながら、私との隙間を埋めてくる。

　優月の唇が、私の唇の上で小さく動く。押し当てるだけでなく下唇を食はまれ、キスに彼の確かな意思が加わったのがわかる。

　強引に与えられる感触はとてもリアルで、進藤さんの唇の淡い不確かな感触は薄れていく。

　甘い甘い温もりに吸い込まれそうで、私は思わず目を閉じた。

　まるで、私のファーストキスの記憶を、自分で上書きしようとしてるみたいだ。優月は触れる角度を何度も変えて、私の唇を離そうとしない。

　目を閉じていると、彼の温かい唇以外のものが、意識から遮断されていく。

　のまれていく――。

　そんな感覚に、私はブルッと身体を震わせた。そうしてみると、通りの人の足音が再びはっきりと聞こえてきて、私はハッと目を開けた。

「優月っ……ひ、人が見てるっ……！」

　必死の思いで掠れた声をあげ、私は優月の胸を両手で強く押しのけた。

　唇が離れ、私の身体を包み込んでいた生温かい熱も遠のく。

　長いキスから解放されてホッとしながら、私は反射的に両手で自分の唇を覆い隠した。

『いきなりなにするの』と咎めるつもりで優月に視線を向け直し、その唇が濡れているのを見つけた。妙に艶なまめかしく見えて、私の胸がドキンと大きく飛び跳ねる。

　いや、ずっとドキドキと高鳴っていたことを、私は今さら自覚していた。

　再び呼吸が苦しくなる。秋の夜風はひんやりと冷たいのに、身体中火ほ照てって、すごく熱い。

　気付けば、行き交う人たちが振り返って私たちを見ている。すごく注目を浴びているのを肌で感じた。

　あまりの恥ずかしさでいたたまれず、優月に背を向けた。

　そのまま全力疾走で逃げ出したかったのに。

「待て」

　すぐに優月に肘を取られてしまった。

　強く引っぱられ、私の身体はバランスを崩して後ろに傾く。

「綾乃」

　優月が私を支えるように、後ろからギュッと抱きしめた。再び肌で優月の体温を感じて、私の全身が反射的に強張る。

「ゆ、づきっ、見られてる、ってば!!」

　肩口に回された優月の腕に両手を置いて、私は肩を強張らせる。

　なのに優月は一層力を込めて、「見せとけ」と素っ気なく呟くだけだ。

「奪われるって、こういうことか……」

　優月は低い声で言って、言葉を止めた。

　彼がなにを思ってそう言ったのか気になったけど、いつまで経っても離してくれないから、速すぎる鼓動がただ苦しくて……。

　私は、周りの視線を気にする余裕も失ってしまった。




　なんだかフワフワした気分のまま、週末の二日間を過ごした。日曜日の夜はなかなか寝つけなくて、翌朝目覚めた途端、ドッと降ってくるような疲れを感じた。

　寝不足で頭の中がボーッとしたまま、身支度を整えていつも通り家を出る。

　週初めの月曜日は、他の曜日に比べて電車が混む。吊革に掴まることもできず、四方から襲いかかる容赦ない電車の揺れと、遠慮なくのしかかってくる周りの乗客の体重に、私は足がつりそうになりながら必死に耐えた。

　東京駅に着くと、後ろから押されるがまま、ほとんど転がるように電車を降りた。

　疲労困こん憊ぱいで丸の内方面に向かい、地上に出ると、今度はせかせかと早歩きのビジネスマンの群れにのまれる。通りを横断するにも苦労して、なんとか本社ビルに辿り着いた。

　総合エントランスでＩＤを掲示して、セキュリティを通過する。そのまま一般用エレベーターに乗り込み、役員の執務室と秘書室のオフィスがある十五階で降りた。

　先週末と変わらないオフィスの空気に、なぜだか心が和む。

　同僚や上司とすれ違うたびに朝の挨拶を交わしながら、私は社長室の前に立った。いつも通り二回ノックをして、ドアを開ける。

「おはようございます……」

　いつもと同じ挨拶をしながら中に足を踏み入れると、窓辺に立っていた優月の姿が一番に視界に飛び込んできた。

「おはよう」

　彼が私の方に顔を向けて、挨拶を返してくれた。

　その声を聞いた途端、ドクッと胸の鼓動が騒ぎ出す。

「っ……」

　私は思わず言葉をのみ、その場に立ち尽くしてしまう。向けられる視線から逃げるように、反射的に目を逸らしていた。

　視覚と聴覚で優月を認識した瞬間、金曜日の夜、唇に触れた感触まで、一気に蘇る。

　その反応で、優月にも伝わったんだろう。彼の方も一瞬言葉に詰まって、勢いよく私に背を向けた。

「金曜日……いきなり悪かった」

　意識的なのか、そうじゃないのか。優月は口元を大きな手で隠し、ちょっとくぐもった声で謝罪を口にして、壁一面の窓から、朝のオフィス街の景色を見つめる。

　急に体温が二度くらい上昇したように、身体が熱い。頬が火照る。

　バクバクとうるさい胸の鼓動が、社長室に響き渡ってしまう気がして、私は気の利いた返事も思いつかない。

「い、いえ」

　結局私は短い返事をしただけで、そそくさと自分のデスクに向かった。

　椅子に座り、パソコンを起動させる。

　毎週月曜日の朝は、いつもより少しだけ忙しい。週末のうちにスケジュールの変更が必要な連絡が入っていたら、すぐに対処しなければいけないからだ。

　まずはそれに集中しなければいけないのに、優月が椅子に腰を下ろすのが視界の端っこに映る。

　結局彼に意識が向いてしまい、思考を切り替えられない。

「……綾乃」

　窺うように静かに呼ばれて、キーボードに走らせた私の指がピクッと震えて止まった。無意識にゴクッと唾を飲むだけで、『はい』と返事をすることもできない。

　返事がないことに痺れを切らしたのか、ほんの少しの間の後、優月が椅子をギシッと軋ませて立ち上がった。そして黙ったまま、ゆっくり私の方に歩いてくる。

　彼の気配を、すぐ左側に感じた。

　彼の人差し指が、私のデスクをトンと叩くのを見た瞬間。

「い、いいの！　気にしないで」

　私はそんな声を発していた。

「え？」

　短く聞き返してくる優月から、椅子を回転させて逃げる。

「わ、私がショック受けてるって思って、慰めてくれたんでしょ？」

「慰める？」

　優月の怪訝そうな声が聞こえて、私は全身に無駄に力を込めながら、何度も首を縦に振ってみせた。

「もうっ！　優月、ほんと私に過保護だよ。進藤さんにも言われたじゃない。兄妹みたい、まるで保護者だって……」

　無理矢理明るく笑い飛ばそうとした私を、優月が小さな呟きで遮る。

「〝兄貴〟が〝妹〟にキスなんかするか、バカ」

「っ、え……？」

　どこか不機嫌な声にドキッとして、私はそっと優月を振り仰いだ。

　彼はやっぱり口元を手で隠しながら、私から目を逸らす。

　優月がどういうつもりで言ってるのか探って、私はちょっと緊張しながら彼の次の言葉を待った。

　けれど優月は口元から手を離し、なんだか深い溜め息をついた。

　なにか言いかけたのか、その唇が小さく動く。

　私の視線の先で晒された唇をばっちり意識してしまい、心臓が猛烈に打ち鳴り始めるのを自覚した。

『だったら、どういうつもりで私にキスなんかしたの』

　そう口走りそうになるのを、私は必死にこらえた。

　私の本当のファーストキスは、優月が『事故だ』と言い張って上書きした。

　進藤さんに対しては事故だと思えても、優月とのキスはそう簡単に片付けられない。

　今まで、優月の唇を見たってなんの反応も示したことのない私の胸が、破裂しそうなくらい高鳴っている。耳元にまで脈動の音が聞こえる気がする。

　社長室にも響き渡っているように思えてしまい、私は慌てて優月から大きく顔を背けた。

「綾乃？」

　私の一連の行動が怪しかったのか、私を呼ぶ優月の声もどこか訝しげだ。

「な、なんでもない」

　心臓がフル稼働しているせいか、顔が熱い。きっと耳まで真っ赤になっているだろう。

　それを気付かれたくなくて、私はしっかりとデスクの正面に身体を向けて、顔を俯かせた。

　そのタイミングで、メールソフトが起動した。金曜日に退社してからの未開封のメールが、いくつか表示されている。

　そこに早速、リスケが必要な件名を見つけた。会話を切り上げる口実にできることにホッとしながら、私は右手でマウスを操作した。

「ご、ごめんなさい。私、朝一番の予定変更の対応しないと」

　モニターを見つめたままそれだけ言うと、私の視界の端で優月はひょいっと肩を竦め、軽く頭をかきながら自分の執務机に戻っていく。

　彼の気配が遠のいていくのを肌で感じてようやく安堵して、私はリスケ対応に集中した。




　優月のスケジュール管理には、いつも細心の注意を払う。

　年末近くなると分刻みのスケジュールになるし、ほんの少しでも時間が被ったりしたら、先方との信頼関係の悪化に繋がってしまうからだ。

　私の管理ミスは、優月の……穂積グループ全体の信用に直結する。だから、それほど難しくないリスケでも、無事終了した時は、いつも肩の荷が下りたように安心する。

　電話でのやり取りを終えてチラッと優月を見遣った時、彼は山積みの決裁ボックスから分厚い英文契約書を手に取り、真剣に目を通しているところだった。

　私もすぐにパソコンに目線を戻し、残りの未開封メールをクリックする。そして、つい今受信したメールを開いて、思わずハッと息をのんだ。

　社内メールで、進藤さんからだった。

　優月は契約書に集中していて、私の反応に気付いていない。

　それを確認して、私はウィンドウサイズを小さくして、コソコソと本文に目を通した。

　そこにあったのは、金曜日の夜の件の謝罪だ。

【ちゃんと顔を見て謝罪したい。仕事の合間にちょっとだけ、社内で立ち話程度の時間でいいから、会ってくれないかな】

　この間、お酒に誘ってくれた時のように、『業務後にふたりで』と言わないのは、私が警戒すると思ったからだろう。

　警戒したわけじゃないけど、私はやっぱり躊躇した。

　優月が言ってくれたように、あれは確かに事故だったんだから、進藤さんが謝る必要はない。そう言って断ればいい。

　だけど、このままにするのは気まずい。今話をしておかなければ、私だけでなく、優月と進藤さんの関係も悪くなってしまいそうだ。私のせいでふたりを仲違いさせたくない。

　私は意を決して、進藤さんのメールに返信した。




　私のスケジュールの大半は、優月と連動する。外出や来客対応の時はそれに縛られるけれど、社内での会議出席の時は、社長室に残って雑務にあたることが多い。

　その間なら、進藤さんと会うことも可能だ。

　私が返したメールに、進藤さんから【午後三時、エントランスフロアのアトリウムで】と返事が来た。

　三階まで吹き抜けの、天井の高いアトリウムは、社食とは別に簡単な軽食がとれる場所だ。お昼時は、お弁当持参の女子社員たちでいつも賑わっている。進藤さんが指定した午後三時頃だと、コーヒーブレイクに訪れる社員も多い。

　人目のない場所じゃないことに安心して、優月が取締役会で離席中に、私はエントランスフロアに下りた。

　私の予想通り、アトリウムではわりと多くの社員が、コーヒー片手にちょっとした息抜きをしている。

　進藤さんの姿を探して奥に進んでいくと、背の高い丸テーブルの横で、立ったまま紙コップを手にしている彼を見つけた。

「し、進藤さんっ……!?」

　金曜日の夜以来初めて顔を合わせることへの緊張より先に、私はひっくり返った声をあげて駆け寄ってしまった。

「綾乃ちゃん」

　私に気付いた進藤さんがほんの少し苦笑するのを見て、「大丈夫ですか!?」と畳みかける。

　彼の青く腫れた頬に、大きな湿布が貼ってある。それを見て、進藤さんが優月に殴られたことを思い出した。あの痛そうな破壊音まで蘇ってくる。

「すみません、すみません！」

　テーブルの前で足を止めて、深く頭を下げて何度も謝る。

　顔を上げると、進藤さんは驚いたように大きく目を見開いていた。そして、ブブッと声を漏らして笑う。

「俺が謝りたいって呼び出したのに。なんで綾乃ちゃんが謝るの」

　湿布が気になるのか、進藤さんは軽く頬をさすりながらそう言った。

「だって、その顔！　優月が殴った痕ですよね!?」

　叫んだ途端、進藤さんは唇の前で人差し指を立てて「しーっ」と私を制した。

　私もハッと我に返り、慌てて辺りを窺う。

　周りにも何人かの社員がいたけど、私たちの会話を気にして振り返る人はいなかった。それを見て、小さくホッと息をつく。

「ご、ごめんなさい……」

　肩を落とし、顔を伏せ、消え入るような声でもう一度繰り返した。

　進藤さんは相変わらず苦笑している。

「だから。綾乃ちゃんが謝ることじゃない。……殴られて当然のことをしたんだから、俺は」

　そう言われて、私はおずおずと顔を上げる。

　私の前で進藤さんはコーヒーの紙コップを口に運んだ。

「俺は優月の目の前で、優月が死ぬほど大事にしてたもの、奪ったんだから」

　続く彼の言葉に、私の胸がドキッと跳ねる。返す言葉を探して目線を彷徨わせると、進藤さんの方が先に口を開いた。

「綾乃ちゃん、ごめんね。……このくらい、当然の報いだよ」

　頬に手を当てて謝罪する進藤さんに、私は小さく首を横に振った。

「でも、あれは事故だから」

「え？」

「わざとじゃないのに、謝らないでください。その……私の方も、気が緩んでたところがあると思います」

　目を伏せて返しながら、意味もなく両手の指を組み合わせた。そのまま口ごもる私に、進藤さんはほんのちょっと沈黙してから、「はあっ」と大きな息を吐いた。

「純真って、いいな」

「え？」

「いや……綾乃ちゃんは人の悪意ってものは感じないのかな」

「……？」

　なんだか心にザラッとする単語を聞いて、私はそっと目を上げた。

　進藤さんは私の視線を受けて、ひょいっと肩を竦める。

「たとえば……俺が酔ってるふりして、君の隙をついてつけ込んだとしたら」

　その言葉に聞き返したつもりが、私の声は喉で引っかかり、ひゅっと変な音を立てただけだった。

　一瞬沈黙がよぎったせいか、アトリウムのざわめきが一際大きく耳につく。

「多分優月はね、俺がそういう汚い真似して、優月の大事なものを奪ったって気付いてるから、俺を殴ったんだよ。じゃなきゃ、酒の席とはいえあんなに激高しない」

　進藤さんが、自嘲気味に呟いて目を伏せる。

　嫌なリズムで胸が騒ぐのを感じながら、私は身体の脇に垂らした手をギュッと握りしめた。

「そ……」

「進藤。俺はそこまで清せい廉れん潔けっ白ぱくじゃない。本当に事故だったとしても、問答無用で殴ってたよ」

　背後からコツコツと足音が近付いてきて、私は言いかけた言葉を止めて反射的に振り返った。

　スラックスのポケットに両手を突っ込んだ優月が、私たちの方へ歩いてくる。

　社長の姿に気付いた社員たちが、脇に寄って道を開けていて、まるで花道のよう。その間を優月は威厳たっぷりに進んできた。

「ただ、お前がわざとしたかどうかは、この際どうでもいい。……綾乃の記憶も、俺が上書きしたから」

「え？」

　コツッと踵かかとを鳴らして足を止めた優月に、進藤さんが訝しげに眉を寄せる。

「綾乃はお前に悪意があったと思わないんだ。だから、そういうことにしておいてくれよ。余計なことは、綾乃の耳に入れたくない」

「……へえ」

　淡々とした表情で、静かに言い放つ優月に、進藤さんがわずかに唇を横に開いてそう呟いた。

「さすが社長。カッコいいな、優月。……でも俺は、お前が言った〝上書き〟の意味が気になるんだけど？」

「っ……」

　進藤さんが優月をからかうように放った言葉に反応したのは、私の方だった。

　今日だけで何度思い出したか。何度目でも顔が熱くなって、赤面してしまう。

　それを真正面から進藤さんにも見咎められ、彼は本当に驚いたように目を丸くした。そして、ニヤリと意地悪に笑う。

「は～ん……そっか。優月、二十五年目にしてやっと綾乃ちゃんに手出したのか」

　そう言って茶化す進藤さんに、優月がグッと言葉をのむ。

　私はなぜだかムキになって、ふたりの間に割って入った。

「ち、違います！　優月はただ、私がショックを受けてるって思ってただけで……！」

　まるで、進藤さんの攻撃から、身体を張って優月を守るような格好になる。

　まさにそう思ったのか、進藤さんはきょとんとして、何度も瞬きをした。

「進藤さんがこの間言った通り、優月は私に過保護だから、それでっ……」

「あのなあ、綾乃。今朝も言ったろ。ただ過保護なだけだったら、いくら初めてだろうが、二十五の大人の女がキス奪われたくらいであんなに激高しない。相手の男、本気で殴ったりしないよ」

「えっ……」

　優月をかばって口走った私を、彼がちょっと呆れたような声で遮る。

　思わず背後を振り仰ぐと、優月はふてくされた表情で、前髪をかき上げていた。

「奪われるって、初めて本気で実感した。今までにないくらい激情に駆られた。その上での行動だよ」

　優月のその言葉に、私の心は激しく揺さぶられた。

　金曜日、優月にされた、私の記憶を書き換えるためのキス。

　あれは私のためだと思っていたけど、優月は優月でちゃんとそこに想いがあった。

　初めてそれを知って、私の胸は猛烈な勢いで加速し始めていた。

「長年の理性が崩壊したってか。やっとタガが外れたか？」

　胸の前で腕組みをして、ニヤニヤする進藤さんに、優月が不快げに眉を寄せる。

「俗物っぽい言い方するな。自分でも、あの時の衝動に戸惑ってる。……結構ビビってるんだよ」

「は？」

　優月が口元に手を当て、さらに眉間の皺を刻むのを見て、進藤さんも不可解そうに首を傾げた。

「……とにかく。少なくとも、綾乃をお前に譲る気は毛頭ない。というか、お前に焚きつけられたおかげで、誰にも渡さないって心が決まった。その点は、お前にも一応感謝しておく」

　優月は気を取り直したように早口でそう言いのけ、呆気に取られている私の腕をグイッと掴み上げた。

「痛っ……」

「綾乃、戻るぞ。この後外出の予定があるだろ」

「あっ」

　シレッと指摘されて、私は慌てて左手首の時計に視線を落とした。

　ほんの十分のつもりだったのに、気付けば思いのほか時間が経ってしまっていた。

「ご、ごめんなさい！」

「一度社長室戻るぞ。進藤、お前もさっさと仕事に戻れ。油売ってる時間が長くなるようなら、給料一割カットするよう、人事に言いつけておく」

「ぐっ……なんて横暴な」

　現実的なお咎めを聞いて、進藤さんもさすがに頬を引きつらせた。

「お前には容赦なくやるぞ。……ああ、それから。その頬の痣、あまり引かないようだったら治療費くらい払ってやる。遠慮なく請求してこい」

　優月は太々しく言いのけて、私の腕を引っ張って歩き始めた。

「……まあ、これはおあいこだろ」

　進藤さんの小さな返事が耳に届いて、私は少しだけ振り返った。

　彼は私の視線に気付き、『Good　Luck!』とでも言うように、指を二本立てて眉尻近くに掲げていた。




　優月に腕を引かれ、私は役員用のエレベーターホールに辿り着いた。

　彼は左手首の腕時計に視線を落としながら、エレベーターのボタンを押す。四台あるエレベーターの一番奥に、到着表示のランプが灯った。

「あの、優月」

　ここに来てやっと、私は呼びかけることができた。

「なに」

　優月は私に横顔を向けたまま返事をしてくれるけれど、その声は思いのほか素っ気ない。おかげで私は一瞬怯んでしまった。

　進藤さんが私にしたことがわざとだったとか、優月が言った『誰にも渡さない』って言葉のこととか。聞きたいこと、質ただしたいことはたくさんあるのに、そのどれも声にならない。

　結局なにも言えずに俯いた時、エレベーターが到着してドアが開いた。優月が先に中に入り、ドアを開けて待っていてくれる。

「綾乃」

　名前を呼んで促され、私も静かに歩を進めた。

　優月は私が乗り込むのを待って、ボタンを操作した。ふわっと浮かび上がるような感覚を覚えた後、優月は軽く壁に背を預け、低い天井を見上げてふうっと息を吹いた。

「……言いたいことも聞きたいこともたくさんあるだろうってことは、俺もわかってる」

　優月は私の心を見透かして、先回りするようにそう言った。

　それを聞いて、一瞬緊張が走り、私の身体が強張ってしまう。

「だが、ちょっと待ってくれないか。正直なところ、俺自身が、まだ自分の行動に動揺してる」

「……動揺？」

　額に手を当て目を伏せる優月に、私は戸惑いながら訊ねた。

「進藤をぶっ殺したいくらい腹が立ったのも、誰にもやらないと思ったのも、全部本心だ。金曜日の夜はそういう感情がグチャグチャになって、冷静に考える前に、衝動で身体が動いた。……お前が進藤にキスされたこと、俺が認めたくなかった」

　優月は目線を落としたまま、ちょっと早口で続けた。

　彼がなにを言おうとしているのか想像もつかなくて、緊張感ばかりが高まっていく。

　私は無意識に胸元で手を握りしめていた。

「……だけど」

　優月はそのひと言でつい今の言葉を打ち消し、肩を落として大きな息を吐いた。

　鼓動をかき乱されていた私は、彼の逆接の言葉をどう捉えていいかわからず、心に不安がよぎる。

「激情に駆られて綾乃にキスしたが……今まで聖域だと思って守り抜いてきたものを、自ら汚した罪悪感に、苛まれてもいる」

「ざ、罪悪感？」

　優月の言葉に身構えていた私は、そのひと言が引っかかり、少し強張った声で聞き返した。

「そう」と、優月が短く頷く。

「……後悔してるってこと？」

　私なりに優月の心中を読み解いて、思いついた考えを口にした。

「私にキスなんかしなきゃよかったって」

　自分で言っておきながら傷ついて、気持ちがズンと沈んでいく。優月から目を逸らして大きく俯き、私は靴の爪先に目線を落とした。

　優月は慌てたように、「違う！」と叫んだ。

「そうじゃない。そうじゃないんだ、綾乃。ああ～……この際だ、恥を忍んで言うが、俺はお前が女になっていくのが怖かった」

「えっ？」

　私はそっと顔を上げて聞き返した。

「言ったろ？　聖域なんだよ。お前は俺にとって」

　優月は、私の視線が居心地悪そうに、わずかに身じろぎをする。

「絶対的な不可侵領域……。年の差があるし、俺にとっては可愛い妹みたいなもので、お前も言った通り、恋愛対象として見たことはなかった。だけど、誰よりも大事に思ってた。それは、本当」

「う、うん……？」

　心臓がドキドキと加速し始め、頬が火照って赤くなっているのが自分でもわかる。

　優月は言葉を考えるように口を噤んでしまった。私たちの間に、探り合うような空気が漂う。

　妙にくすぐったい沈黙を破って、チンと呑気な電子音が狭い箱の中に響いた。一瞬の浮遊感の後、十五階に到着しドアが開く。

　両側に開いたドアの向こうに、エレベーターを待っていたのか、秘書室の五つ年上の先輩、聡さと子こさんが立っていた。

「あら、社長、お疲れ様です」

　このタイミングでいきなり声をかけられ、私も優月もハッと彼女に顔を向けた。

　勢いがつきすぎたのか、笑顔だった聡子さんが一瞬怯む。

「あ、あの。綾乃ちゃん、見つかってよかったですね……？」

　聡子さんが優月に視線を向けながら、ちょっと遠慮がちにそう言った。彼女の声かけで、会議を終えた優月が、わざわざ私を探してアトリウムに来たことを察した。

　優月は「ああ」と素っ気なく答えただけで、エレベーターから降りた。

　聡子さんは、無言で横をすり抜けていく彼を振り返って、ますます不思議そうに首を傾げる。

「綾乃ちゃん？　社長、どうかした？　なんか顔が赤かったみたいだけど……」

　そう言いながら、私に視線を向けてくる。そして、私の顔も赤いのを見て、きょとんと目を丸くした。

「……なあに？　ふたりして……」

　彼女の瞳に確かな好奇心が浮かび上がるのを遮って、私は勢いよく頭を下げた。

「す、すみません。失礼します！」

「あ、綾乃ちゃ……」

　呼び止めようとする聡子さんの横を、優月と同じようにすり抜ける。

　廊下に踏み出すと、優月はもう半分以上先に進んでいた。その後を、私は小走りで追う。

　私が追いつくのと同時に、優月が社長室のドアを開けた。肩越しに振り返った彼が、私の頭を突然小脇に抱え込む。

「ひゃっ」

　そのまま社長室に押し込まれ、身体を強引に回転させられた。視界が回る感覚に慌てて、反射的に目を閉じた次の瞬間、小さな音を立てて閉まったドアに押さえつけられる。

　驚いて顔を上げると、優月がドアに両腕を突っ張り、その狭い空間に私を囲い込んでいた。状況を把握して、私の胸の鼓動が再び大きく跳ね上がった。

「……ほらな、やっぱり」

　優月は私の目の前で俯き、「はあっ」と声に出して溜め息をついた。

「この程度のことで、俺、めちゃくちゃ葛藤してる」

「か、葛藤？」

「……触れたい欲望と、こらえろと命令する理性の狭間で」

　視界の真ん中で、優月の髪がサラリと揺れるのを見つめながら、私はドキドキと高鳴る胸に無意識に手を当てていた。

「ゆ、づき」

　ゴクンと唾を飲んで喉を潤したつもりだったのに、名前を呼んだ声は引っかかって、たどたどしくなってしまう。

「綾乃」と、優月が私の呼びかけを制した。私は、彼の言葉の続きを待ち、きゅっと唇を結んだ。

「俺は結婚と恋愛は別次元で考えていたから、お前という許嫁がいながら、今まで何人か、女と付き合ってきた」

「……うん」

「綾乃の就職と同時に、結婚の準備に本腰を入れるつもりだったから、そういう女は清算した。結婚となれば、妹じゃない、女の綾乃と向き合うことになる。いつもそばにいれば、自然と意識も変わるだろうと思い、俺の秘書にした。けど……この三年、綾乃を意識はしても、肝心な関係を変えられなかったのは、ちゃんと理由があって」

　そこで決意を固めるかのように、優月は一度口を噤んだ。大きく息を吸っているのか、その肩が上下する。

「お前があんまり可愛いくて。……大事にしすぎたのが祟たたって、今さら手が出せない」

「……っ、え？」

　ふてくされたように呟く優月に虚を衝かれて、私は目を丸くして聞き返した。

「お前の方も……俺が散々遊んできたこと知って、今さら俺と恋もないだろうって痛感したから、婚約解消ものんだ。その方が綾乃のためになる。そう思ったからだ」

　優月は床に顔を伏せたまま、早口で言葉を重ねる。

　彼が、ドアについた手を固く握るのが、私の視界の端に映り込んだ。

「なのに」と、絞り出すような声が続く。

「お前はどこまでも純粋無垢なまま、他の男の目を惹きつける大人の女に成長していて。早速進藤に言い寄られて、疑いもせず無防備に誘いに乗っかるし。見てるこっちは気が気じゃない。……って」

　優月はマシンガンのように次から次へと捲まくし立てたかと思うと、ドアから離した右手の甲で口元を隠して言葉を切った。そして、「はーっ」と大きな溜め息を漏らす。

「綾乃が他の男と恋しようとするのが、これほどまでおもしろくないのは、俺が〝過保護な兄貴〟のせいなのか。それとも、やっぱりお前は俺の婚約者だって意識が捨て切れないのか。判断がつかず、俺は思考の端と端を行ったり来たりして葛藤した」

「優月……」

　私は戸惑いを強めて、目の前で揺れるちょっと乱れた優月の前髪を見つめた。

　私の視線を感じているのか、優月は「でも」と少し低い声で呟いた。そしてわずかに顔を上げ、私を上目遣いで正面から見つめてくる。

　彼の茶色い瞳に、私が大きく映っている。

　それを意識して、静かな淡い鼓動が、胸に波紋のように広がるのを感じた時。

「奪われる危険に晒されて、はっきりわかった。俺は綾乃を、手放してやれない」

　優月の瞳に、確かな力が宿った。

「この先ずっと、お前が本気で愛していいのは俺だけだ。……そうであってほしいと願う気持ちを、抑え切れない」

　淡い鼓動を打っていた心臓が、大きくドクッと跳ねた。すぐに、きゅうっと胸が締めつけられるような感覚に襲われる。

　保護者としてのものでしかなかった優月の過保護が、ひとりの男として向ける独占欲に変化する瞬間を見た気がした。

　今まで私を、ただの許嫁としか見ていなかった優月が、見方を変えた。

　その表れのような気がして、私はどう答えていいのかわからない。

「……困った顔してる。綾乃は俺のこと、どう思ってる？」

　優月はわずかに苦笑して、探るようにそう訊ねてきた。

「これっぽっちも……意識できない？」

　そんなこと、心を裸にしなきゃわからない。

　らしくなく土足で踏み込んでくる優月に、私はやっぱり戸惑う。

「いきなり言われても、わからない」

　だから私は正直にそう答えた。

　私の返事は、きっと予想通りだったのだろう。優月は小さく「ああ」とだけ返してくる。

「優月は今までずっと、私にとって世界でたったひとりの男の人だったけど……。特別な存在だけど、そこにそういう想いがあったか、私も意識したことがないの」

『私にとっての優月って？』と問いかけ、自分に答えているつもりでそう呟いた。

　優月はやっぱり、さっきと同じ短い反応を返してくる。

「好きだけど、恋じゃない。それは私も優月と同じ。でも……」

　言ってるうちに〝優月を愛する〟ことを否定するように聞こえる気がして、そうじゃないんだ、と言葉を繋ぐ。

　上手く気持ちを表す言葉が見つからず、じれったい思いに駆られながら、私は優月の瞳を上目遣いに見つめ返した。

「優月にキスされたの、嫌じゃなかった。ううん。ドキドキしたし、ただ慰めてくれただけじゃないって知って、嬉しかった。だから私……」

　言い募ろうとして一度口を閉じ、それが正しいかどうかを、自分の胸に確かめる。

「優月がそう言ってくれるなら、全部優月に教えてほしい」

　言い切った途端、胸がバクバクと爆音を立て始めた。

　優月は大きく目を見開いて、一瞬息をのんだ。そして、なぜだか、がっくりとこうべを垂れる。

「……お前、ほんと……」

　そんな優月に、私は焦った。

　正直に言っただけなのに、言葉の選び方を間違えてしまったんだろうか。

「わ、私。変なこと言った……!?」

　それならすぐに訂正しなければ。

　不安が胸に広がる。

　優月は目を伏せ、小さな苦笑をこぼした。

「半端ないプレッシャー……」

　優月はボソッとひと言ボヤくと、前髪を右手で生え際からかき上げ、私をまっすぐ見つめてくる。

「でも、手が出せないなんて言い訳して、ためらってる場合じゃない」

　そう呟く口角が、強気に上がるのを見た。

　優月は左腕もドアから離し、私の前でしっかりと姿勢を正した。

「約束する。俺が全部責任持って教えてやる。だから」

　優月は言葉を切って、右手を私の方に伸ばした。肩に下りた私の髪を、軽く揺らす仕草に、心臓が騒ぎ出す。

「許嫁なんて関係に戻らなくていい。ちゃんと最初から……綾乃。俺と恋をしよう」

「ゆづ……」

　優月が背を屈めたせいで、私に彼の影が色濃く落ちてくる。

　次の瞬間、彼は私の額に優しく唇を触れた。

　まるで、根っこから揺さぶられたみたいに、胸が震えた。ぎゅんと締めつけられる感覚が苦しいのに、鼓動は限界を超えてドッドッと激しい音を打ち鳴らす。

「……業務中だから、今はこれだけ」

　額から柔らかい感触が離れていき、ちょっと掠れた声が降ってきた。

　そこに感じた温もりを逃がすまいとするように、私は無意識に優月の唇が落ちた場所を手で押さえた。

「ゆ、優月……」

　戸惑って見上げた優月も、私と同じように頬を染めて、照れくさそうにはにかんでいた。

　そんな笑顔に、どうしようもなくきゅんとした。










好きだけど、恋じゃない？




『恋をしよう』と宣言されて、〝恋人〟になって一日目。

　私は優月と、一緒に会社に行く約束をしていた。

　普段優月は、穂積家の敷地内の離れにある別邸で生活している。別邸といっても、一般的な住宅の軽く三軒分の大きさで立派なお屋敷だ。私の家から徒歩でほんの十分足らずの位置にあり、彼はいつもそこから運転手付きの車で出勤している。

　昨日の帰りに優月が『朝、うちにおいで。一緒に出勤しよう』と言ってくれたから、私は駅には向かわずにまっすぐ穂積家を訪ねた。

　ところが、私を出迎えてくれた本邸のお手伝いさんが、ちょっと困った顔で「優月様、ご朝食にまだいらっしゃらないんです」と言う。

　それを聞いて、私は本気で呆気に取られた。

　一緒に出勤しようと誘ってきたのは優月の方なのに。いや、それは百歩譲って大目に見ても、一企業を牽引する社長ともあろう人が、堂々と寝坊なんて、情けない！

　私はお手伝いさんから朝食のトレーを預かり、ためらうことなく別邸の二階にある優月の寝室に足を運んだ。

「優月！　私。綾乃！」

　重厚感溢れる装飾が施されたドアをノックしながら、私は声を張った。けれど随分と寝入っているのか、室内から反応はない。

　私は優月の返事は待たずに、寝室のドアを開けた。

　優月の寝室は、本当に寝るためだけの空間。広い部屋の真ん中で、圧倒的な存在感を放つキングサイズのベッドの上で、人型に膨らんでいる布団を見て、私は『やっぱり』とがっくりした。

　朝食のトレーを窓際の小さな丸テーブルに置き、溜め息をついてベッドに近寄る。

　十月も中旬を迎え、朝はだいぶ冷え込む。そのせいか、優月はベッドの真ん中でまるで蓑みの虫むしみたいに布団にくるまり、身体を丸くしてスヤスヤと眠っていた。

　寝乱れた焦げ茶色の髪と、端整な目元が見えなかったら、優月かどうか判断できないくらい。いつも姿勢よく堂々とした居佇まいの彼からは想像がつかない、コンパクトに丸まった寝姿に、私はドキッとするより笑ってしまった。

　せっかく広いベッドの大半が、完全に無駄なスペースと化している。

「もう」

　仕方ないなあ、とばかり、私はベッドの端に膝をついて乗り上げた。ベッドサイドからでは、優月の身体に手が届かないからだ。

　この上質な羽布団の中は、きっと温かくてぬくぬくだろう。それを引っ剥がすのはちょっとかわいそうだけど、これで遅刻されたらたまったもんじゃない。

　私は心を鬼にして、優月の布団を『えいっ』と勢いよく剥ぎ取った。

「優月、起きて!!　朝だってば……」

　しっかり張ったつもりの声は、途中で尻すぼみになり、消え入ってしまう。

「っ……!?」

　布団を両手で剥がしたまま、私は膝立ちの状態でピキッと凍りついた。

　だってだって、だって……!!

　優月が完全蓑虫状態で眠っていた理由が、ここにあった。

　彼は裸だったのだ。

　身につけているのは、黒いボクサーパンツだけ。

　そんなあられもない姿を、なんの心の準備もないまま目にした私の反応は、絶対間違ってないと思う。

「わ、わわわ……」

　慌てて布団を放り投げようとした途端、優月が「ん」と小さく唸った。

「寒……」

　まだ目は開かず、眉間に皺を刻んでいる。寝言の通り寒いのか、彼はさらに身体を丸め込んだ。そして、おそらく無意識に腰元……お尻に手を遣った。

　そこをかくように、手を上下にボリボリと動かす。そのせいで、優月が唯一身につけているパンツが、ずりっと下がった。

「え、なっ……!?」

　私はギョッとして、大きく目を見開いた。

　優月のぷりっと引きしまったお尻の上半分が、私の瞳にバッチリ映り込む。

　途端に、ものすごい音を立てて心臓が跳ね上がり……。

「きゃ、きゃあああっ!!」

　優月に思いっきり布団を投げつけ、家中の空気が震えるほど、大絶叫したのだった。




　それから三十分後――。

　別邸の玄関先につけてもらった黒いベンツの後部座席に、私と優月は並んで乗り込んだ。

　優月はしっかりと身だしなみを整え、どこから見ても完璧な〝社長〟の姿になった。

　寝過ごした時間を巻くために、もちろん朝食は抜き。

　とはいえ、優月が不機嫌全開なのは、そのせいではない。

「いくらなんでも、気持ちよく寝てただけの人間に、朝っぱらからいきなり変態呼ばわりはないだろ」

　窓枠に肘をのせて頬杖をつき、窓の外の車道に目を遣って、優月はボソッと呟く。

　そう、屋敷中を震わせた絶叫の後、私が彼に浴びせたその罵ば声せいのせいだった。

　けれど私は、顔を真っ赤にして抗議する。

「あ、朝からあんなもの見せられた身にもなってくださいっ。っていうか、なんで服着て寝ないのよ！」

「寝る時どんな格好しようが、俺の勝手だろうが。第一、パンツは穿いてたんだからいいだろ」

「っ！　よくないっ！　破は廉れん恥ちよっ」

「生まれたまま、人間の一番自然な姿を破廉恥とは何事だ。それに、あんなものとは心外だな。ケツがチラ見えしたくらいで、そこまで大騒ぎするか、普通」

　優月は太々しく言い返し、ハッと短い息を吐いた。

「それに……いつ見られても恥ずかしくない程度に、鍛えてるつもりだけど」

　優月はチラリと私に視線を流してきて、ズケズケと言い放つ。

「鍛えてるからって、私に軽々しく見せないで！」

「俺だって、まだ綾乃に見せるつもりはなかったよ。仕方ないだろ、布団いきなり引っ剥がしたのはお前だ。痒きゃ、俺だって無意識にケツくらいかくわ」

　これ見よがしな溜め息をつく優月に、私は真っ赤な顔のまま、プルプルと震えた。

「ゆ、優月のバカ！　デリカシーなさすぎ！」

　私は頬を膨らませて優月を罵ののしり、クルッと背を向けた。

　背中に優月が視線を向けているのが感じられるから、振り返ることもできない。

　彼は呆れたように、「あのなあ、綾乃」と吐息交じりに呟いた。

「俺たち、恋することにしたんだぞ。全部俺に教えてほしいって、素で煽ってきたのはお前だろうが、綾乃」

「っ……！　優月っ！　運転手さんが聞いてるのにそういうことっ……」

　あまりにサラッと口にする優月にギョッとして、私は大きく彼を振り返ってしまった。けれど優月は悪びれる様子もなく、ちょっと窮屈そうに長い足を組み上げる。

「大丈夫だよ、聞いてない。なあ？　佐さ藤とうさん」

「はい、優月様」

　笑いを噛み殺しながら、即答された。

「聞いてるじゃない……!!」

「聞き流してくれてるから、心配するな。それより綾乃。大事なとこはぐらかすなよ」

　優月は真面目な顔してそう言って、胸の前で腕組みをした。その姿勢から、チラリと私に横目を向けてくる。

「綾乃が言った『全部』って、キス以上のことは含まれてないのか？」

「えっ？」

「……それ以上のことする時、どうするの？　俺は綾乃も全部脱がせて、裸でしたいんだけど？」

「っ!!」

　さらに強烈なひと言を畳みかけられ、私は一瞬呼吸の仕方も忘れた。変な音を立てて吸い込んだっきり、私は息を止めてしまう。

　激しく高鳴る心臓の音が、狭い車内に響き渡ってしまいそう。

　私は『もう相手にしない』という意志表示のつもりで、勢いよく優月に背を向けた。そのままシートに身を預け、優月がベッドにいた時と同じように、コンパクトに身体を縮こめる。

「……しばらくは、そんな機会も来なそうだな」

　優月のボヤきを背中で聞いて、固く握った手をギュッと胸に押しつける。

「優月には大したことじゃなくたってっ……」

　彼に聞こえないように、小さく泣き言みたいな独り言を吐いた。

　まだ〝恋人〟初日。優月を想って胸が疼く感覚も、きゅんとときめいて鼓動がドキドキと高鳴る感覚も、まだまだ私には未知に近い新鮮なものだ。

　優月と私の明らかな温度差は、男女の違いか年の差のせいか。

　前に進む速度の差は、恋を知る者と知らない者の、余裕の違いからくるものなのか――。

　私も優月も、恋をしようと同時にスタートしたのに。

　今じゃ優月の背中は先に進んでいて、この距離を縮められるかどうか不安になる。

〝恋人同士〟になったはずなのに……私はまだ、頭も身体も心も全然準備できていない。それを、初日にして思い知らされてしまった。




　その日の午後、私は秘書室の定例ミーティングに出席した。

　ミーティングは週に一度、それぞれの担当役員の予定や情報交換を目的に行われているけど、実際のところ毎週きちんと出席するのは難しい。それは他の同僚たちにとっても同じ。みんな、自分が担当する役員の予定が最優先だからだ。おかげで、十人の秘書全員が集まることは本当に稀まれ。

　私も、今日は優月がランチ会合で、その時間がぽっかりと空いたから、二週間ぶりに出席できた。

　とはいえ、この後すぐにエントランスで優月と合流しなければいけない。

　会議は小一時間ほどで終わり、腕時計で時間を確認すると、優月との待ち合わせまで十分ほど時間があった。

　今のうちに、メイクを直しておこう。

　私は会議室を出て、フロアの端っこにある女子トイレに向かった。

　午後二時半。比較的中途半端な時間だからか、この時間はトイレも空いている。

　私は化粧台の前にポーチをのせて、顔を鏡に映しながらファンデーションを手に取った。

　パウダーを頬に叩いて軽く整えていると、後ろから「お疲れ様」と声をかけられた。

「あ、お疲れ様です」

　振り返って確認するまでもなく、鏡越しに目が合った。

　秘書室の先輩、聡子さんだった。

　ニッコリする彼女に笑い返しながら、ほんの少し頬が引きつるのを自覚した。

　考えてみれば、私と優月の微妙な様子を見られたのはつい昨日のこと。あの後、ふたりして真っ赤な顔でエレベーターから降りてきた理由を興味津々に探りかけられて、不自然だとわかっていながらかわして逃げ出したけど、ニコニコしながら近寄ってくるあたり、一日経った今でも聞く気満々なのが感じられる。

「ねえ綾乃ちゃん。……もしかして、社長と婚約解消したって嘘だったの？」

　だけど、聞かれたのは、予測して身構えたことではなかった。

「え？」

　私はファンデーションを手にしたまま、顔を横に向ける。

「いえ……嘘じゃないんですけど……」

　自分でもどう説明すればいいのか判断しかねて、口ごもりながらぎこちない笑みを浮かべた。

「でも今朝、社長の車で一緒に出勤してたじゃない」

「はあ、まあ……」

　そこは隠すつもりもない。

　というのも、仕事の都合で一緒に出勤したことくらい、今までもあったからだ。

　それを噂されたこともなかったし、私にとってはごく普通のこと。

　なのに彼女は、私の反応を確認して、呆れたような視線を向けてくる。

「あのね、綾乃ちゃん。今までは社内外でも公認の許嫁だったから、誰も野暮なことは言わなかっただろうけど。本当に婚約解消したなら、誤解を招くような行動は控えた方がいいわよ」

　隣で鏡を覗き込み、聡子さんはバッグから化粧ポーチを取り出す。

「えっ？」

　メイクを直し始めた彼女の言葉に戸惑い、私は顔を向けながら聞き返した。

　私の反応を横目で確認して、聡子さんは大きな溜め息をついた。

「婚約解消したのに、仲睦まじく〝同伴出勤〟。水面下では、関係が続いているようにも受け取れる。プライベートなこととはいえ、社長の女性関係が乱れてるとでも噂になれば厄介だし、綾乃ちゃんも……嫁入り前の女性として、悪く言われかねないわよ」

「っ」

　聡子さんがなにを意味して言っているか、私もちゃんと理解できた。

　優月は穂積コーポレーションの社長だもの。いくらプライベートといっても、些細な噂が彼の名に傷をつける。社員からの信頼を失うようなことになっては、これまでの彼の功績も全部全部水の泡だ。

　婚約を解消した今、これまでなんの疑問もなく当たり前にしてきたことも、好奇の的になってしまう。私はともかく、優月には間違いなくマイナスにしかならない。

「聡子さん、ありがとうございます。誤解を受けることのないよう、気をつけます……」

　殊しゅ勝しょうな気分で肩を竦めると、聡子さんはクスッと笑った。

「まあ……一応、秘書室の先輩として忠言したけど、実際は女子社員による嫉妬だし、そこまで真剣に反省しなくても大丈夫よ」

「え？」

「婚約解消した元許嫁に対しても、スマートにエスコートできるなんて。女子社員たちが社長に向ける目、まるで王子様でも見てるように、うっとりしてたわ」

　再び鏡の方を向き、メイクを直し始める聡子さんの呟きに、私の胸もドキッと跳ね上がった。

「社長って、全身から気品が溢れ返ってるのよね……育ちのよさが表れるというか。仕草や目線、笑顔のどれをとっても、洗練された美しさが漂うのよね」

「はは……」

　私は短い苦笑だけを返し、急いでメイク直しを再開した。

　聡子さんの言う通り、優月は仕草のひとつひとつ、どれもとても上品で優雅だ。女子社員たちを虜とりこにしたという、私へのエスコートも、流れるように自然に繰り出す。

　なんでもスマートにこなす優月は、まさに王子様そのものだろう。私も、お姫様にでもなったみたいで、気分がいいのは間違いない。

　だけど本当のところ、それに一番戸惑っているのは私だ。

　優月の許嫁として、成人した頃から会社絡みのパーティーに出席していたけれど、これまで彼の優美な所作やエスコートに、いちいちドキドキしたことはなかった。

　だけど、今朝は確かに違った。私の手を引いてくれるソフトな力も、さりげなく腰に添える手の置き方さえ、今までの〝妹のような許嫁〟に対するものではなかった。

　大事にされているという感覚は、もちろん変わらない。けれど、そこにいつもと違うくすぐったさを感じて、胸が高鳴るのを抑えられなかった。

　こういうのも、〝恋人同士〟になったからこそ意識して、感じる変化なのかな……。

　なんだか、未知の世界に迷い込んでいくみたいな、覚束ない気分。一歩二歩どころか、もう何メートルも前を行く優月のペースに、否応なく巻き込まれる。

　追いつけなくて、焦る。それが今、嘘偽りない私の感覚だ。

「まったく……。綾乃ちゃん、なんであんなパーフェクトな男と、婚約解消したりしたの」

　まるで自分のことのようにボヤきながら、聡子さんはリップグロスを塗っている。

「え？」

「もったいないって言ってるの。綾乃ちゃん可愛いし、社長が相手じゃなくても引く手数あま多ただろうけど。社長を超える王子様は、そうそういないわよ？」

　聡子さんを横目に、私はひょいっと肩を竦めた。

「女性の前でお尻半分出しておいて、『ケツくらいかくわ』って開き直るような王子様ですけどね……」

　一般の女性社員だけでなく、いくらか近い関係の秘書室の先輩、聡子さんまでもが、優月を相当美化している。

　彼に向けられる手放しの高評価を覆したくて、ボソッと小声でボヤき返す。

「え？」

　はっきり聞き取れなかったのだろう。聡子さんはグロスをポーチにしまいながら、首を傾げて聞き返してきた。

　もちろん、伝えるつもりで言ったのではない、独り言だ。

　私は大きく首を横に振ってごまかした。

「なんでもないです。こっちの話」

　そう言いながら、私はハッと我に返った。慌てて左手首の時計に視線を落とす。

　いけない。つい、話し込んでしまった。もう行かなければ、優月を待たせてしまう。

「すみません。社長と合流する時間なので、失礼します」

　急いでポーチをバッグにしまうと鏡に向かって身を乗り出し、顔をはっきり映して確認した。

「行ってらっしゃい」

　聡子さんは私がごまかした独り言が気になっているのか、狐につままれたような顔をしながらも、そう言って送り出してくれた。

「はい、行ってきます！」

　私も元気に挨拶して、急いで女子トイレから出る。

　エレベーターホールに急ぐ私の頭の中で、聡子さんの言葉がグルグル回っていた。

『もったいないって言ってるの』

　わかってる。そういう見方が普通だ。

　私だって、婚約解消を申し出る前は、このまま波風立てずに結婚すれば、私の一生の幸せは保障されると思っていたんだから。

　だけど、あのまま結婚してたら、私たちは、一生でたったひとりの大切な相手に特別な感情を抱くこともなく、惰性で寄り添うだけだったんじゃないだろうか――。

　今胸に広がる、淡く甘酸っぱいくすぐったさを、この先一生知ることはなかったと思う。

〝恋人同士〟からやり直して、再び〝結婚〟を意識するまでは大きな回り道だけど、こうして辿り着く方がきっと幸せだと、私は信じる。

　確信にも近い期待を胸に、私はその日が来ることを心から願った。




　その日一日、いつも通りの業務を終えた後、優月は私を家の前まで送ってくれた。

「ありがとう、優月」

　門に手をかけてお礼を言うと、優月も「ん」と短く頷いてくれる。

　こういう時、いつもはそれで、手を振るだけ。さっさと門を開けて中に入っていた。

　だけど今、門を押し開けようとして、私は逡巡した。

　思い切って、優月を振り仰ぐ。

「どうした？　綾乃」

　彼は訝しげに首を傾げている。

　私は返す言葉を探して、目線を地面に彷徨わせた。

　優月との恋人同士一日目。朝のひと騒動の後は仕事に追われて、代わり映えなくいつも通りに過ごしてしまった。

　左手首につけた腕時計の針は、まだ午後九時を指したところ。

　恋人同士なら、もうちょっとくらい一緒に過ごしてもおかしくないはずだ。

「あの……寄ってって」

　大人の恋人同士なのに、こんな時間にさよならは早い。普通ならどうするもの？と考えて、私は優月を部屋に誘った。

「え？」

　けれど優月は短く聞き返して、パチパチと目を瞬かせる。

「いや、やめとく」

　ちょっと苦笑気味に断られて、ズキッと胸が痛んだ。

「か、帰っちゃうの？」

　食い下がるように問いかける私の前で、優月は腕を上げて自分の腕時計に視線を落とした。

「ああ。もう九時過ぎるし」

「もう、って……！　私たち、恋人同士になったんだから。もうちょっとくらい一緒に過ごすのが、普通でしょ？」

　思わずそう言い募ると、優月は驚いたように目を丸くした。

「普通、って……。いったいなにと比べて普通なんだ？」

「それは……」

　優月に指摘されて、自分でも戸惑う。彼を引き留めた心の動きをどう説明していいかわからず、私は目を泳がせて声を尻すぼみにした。

　なんだろう。言葉も心も噛み合わず、かけ違っているような変な感覚に陥る。

　優月はジッと私を見つめて答えを待っていたけれど、きゅっと唇を引き結び、さらりと前髪をかき上げた。

「あのなあ……。綾乃。恋人になることばかり、焦る必要ないんだぞ」

「焦る……？」

　優月の言葉に戸惑い、聞き返した。

　今朝、確かに、私は優月との速度の違いや温度差を感じたばかりだ。優月を恋人として意識し始めただけで、今まで当たり前だった接し方や距離感が上手く測れない。早く優月の〝恋人〟に慣れなきゃ、急いで追いつかなきゃと焦っていた。

　私の心を言い当てて、優月は小さく何度か頷き返した。

「今……俺を引き止めてくれたのも、〝恋人だから誘うのが普通〟とでも思ったんだろ？」

　探るように訊ねられる。

「え、っと……あの」

　優月が見透かした通りだから、私は口ごもった。

　私の反応を確認して、優月は少し困ったように笑う。

「焦らせたのは、俺のせいでもあるか。……今朝、ごめんな」

「え？」

「俺には大したことなくても、綾乃にとっては……男のあんな格好見たら、衝撃だったよな、きっと」

　繰り返し「ごめん」と謝られ、私はなんて返事をしていいのか困った。

「しかも、感覚の違いも考えないで、意地悪なこと言ったりして」

　私は黙ったまま、優月を上目遣いに窺った。

　彼はちょっとバツが悪そうに、肩を竦める。

「綾乃のペース考えて、俺も気をつける。だから、変な気遣いは不要。……その代わり！」

　優月は言葉の終わりで、鋭く細めた目でジロッと私を睨んだ。長い人差し指をビシッと伸ばし、私の眉間をトンと押す。

「っ！」

　私は反射的にギュッと目を閉じ、優月の指先を感じながら、恐る恐る目を開けた。

「か、代わり……？」

　彼の言葉尻を拾って、私は怯みながら聞き返した。

　優月は指を引っ込めて、小さな溜め息をつく。

「俺のこと、ちゃんと男として意識しろ。まずは、そこから」

「……え？」

「進藤にもウブって言わせる綾乃が、俺の寝室に入ってきて、ベッドに乗っかれるって……。無防備なのかと思いたいけど、違う。まだ俺を男として、恋の相手だと意識してないからだ」

　優月は素っ気なく言って、胸の前で腕組みをした。

　まるで諭すような優月の言葉に、私は何度も瞬きを返す。

　そんな私に、彼は深い溜め息をついた。

「全然警戒してないだろ、って意味。まあ、今まで平気でお前の部屋に入ってた俺も悪いけど。……今の俺たちは、幼い頃からの許嫁じゃない。恋を始めようとした、大人の男と女」

「だから、恋人同士でしょ？」

　私が間髪入れずに問いかけると、優月はちょっと困ったように眉尻を下げた。

「綾乃が〝恋人同士だから普通〟って一般論に囚われて焦ってるうちは、そうとは言えないんじゃないかな」

「え？」

　思いがけず否定されて、私は大きく目を見開いた。

　優月は腕を解いて、やれやれとでも言いたげに、私の頭を軽くポンと叩く。

「綾乃に一番意識してほしいのは、俺の恋人になったことじゃなく、俺自身のこと。綾乃、言ったろ？　好きだけど恋じゃないって」

「……うん」

「だったら、恋になる前から、俺を恋人だと思い込むな。それより先に、〝好き〟を恋にしてほしい」

　そう言って私を見つめる優月の瞳が、どこか寂しげだったから、胸がきゅっと締めつけられて、私はそっと目を伏せた。

　今日一日を省みる。

　優月がなんと言っても、私は彼からいつもと違うドキドキをもらった。

　そんな自分に戸惑ったのは確か。

　私は〝恋人〟という新しい関係に囚われて、意識しすぎていたんだろうか。

　だから、追いつけないことに焦ったのかな。

「私……」

「俺も」

　無意識に呟いた私を遮り、優月は言葉を考えるように口を閉じた。

　私は視線を上に向け、優月に先を促す。

「〝過保護な兄貴〟から脱却して〝男〟になれるように、頑張るから」

　優月はちょっと照れくさそうにはにかみ、私の肩にかかった髪に指を通した。

　肩口で髪をそっと揺らす優月の手を意識しながら、私は彼を見上げる。

「……なんで優月が頑張るの？」

「え？」

　ふと胸をよぎったそんな疑問が、無意識に口をついて出ていた。

　優月も私がなにを不思議に思っているかわからないのか、虚を衝かれたように目を丸くしている。

「頑張るのは、私だけ。私は優月に〝絶対的な不可侵領域〟なんて言わせるほど、恋の相手にはならなかったんでしょう？」

　自分の記憶に答えを見つけて、私はちょっとムキになってそう畳みかけていた。

　優月がわずかに息をのんだのが、その気配からも伝わってくる。

「聖域だから、過保護に大事にしすぎたって。それで手が出せなかった、なんて。……それって、やっぱり〝妹〟だからじゃない」

「……あ」

　私の記憶違いではないことを証明するかのように、優月が口に手を当てて短い声を放った。

「私もちゃんと、優月に好きになってもらわなきゃ。『手放せない』って言葉、保護者としてじゃなくて、ちゃんと恋人として言ってもらうために……」

「俺の方は、もうとっくに葛藤は治まってるよ。理性は弾け飛んだ」

　優月は口を手で隠したまま、私からわずかに視線を逸らしてそう言った。

「っ……え？」

　優月の言葉に、私の反応は一瞬遅れた。

　そんな私に、彼はちょっと照れくさそうにはにかむ。

「進藤の暴挙のおかげで、誰にもやりたくない、俺のものにしたいって欲望に、完全に火がついた。綾乃、俺は今、間違いなくお前に恋してる」

　優月の言葉に、私の胸の鼓動は大きく高鳴った。彼が『恋してる』と言ってくれるだけで、私の心は強烈に揺さぶられる。

　私にとって優月は、世界でたったひとりの男の人。生まれた時から、私は彼のお嫁さんになると決まっていた。ううん、エデンの園のアダムとイブみたいに、私は優月と結ばれるために、神様に創り出されたと言っても過言ではない。

　そして今、私は彼との運命の恋を始めるために、スタートラインに立っている。

　嬉しいし、胸はドキドキと高鳴っているのに――。

「綾乃」

　なにも言えずにいる私の方に、優月が足を踏み出して距離を縮める。

「っ……あ」

　頬に触れた彼の手に、力がこもるのを感じた。優月が私の顔を覗き込んできて、お互いの前髪が掠め合う。

　私は反射的に身を竦ませた。次に降りてくるだろう感触に身構えて、ぎゅうっと固く固く目を閉じる。

　だけど……鼻先が触れた瞬間、私は無意識に顎を引いてしまった。

　少しの間の後、唇に来ると予想していた温もりは、左の頬に落とされた。

「……え？」

　私は驚いて、拍子抜けした声が漏れた。

　ゆっくりと離れていく優月の唇を追いかけ、大きく目を開ける。

　私と目が合い、彼は困ったような笑みを浮かべた。

「……バーカ。男の前で、簡単に目閉じるなって言ったろ」

　私の頬から手を離した優月が、私の髪をグシャグシャとかき回した。

「やっ……優月っ!?」

　ちょっと乱暴な行為に抗議するように、私は再び優月の手を捕まえる。

　優月は私の頭に手をのせたまま、目を伏せて大きな息を吐いた。

「綾乃、やっぱり頑張るのは俺の方なんだよ。お前は俺を『世界でたったひとりの男の人』って言い方をするけど、それは……綾乃の意志が伴わない許嫁だったからだ」

「っ……」

「俺は、名実ともに、綾乃のたったひとりの男にならなきゃいけない。一度は綾乃から三行半食らってる俺の方が、必死だ」

　優月は背を屈めて私と目線を合わせ、まっすぐ射貫いてくる。

「俺はちゃんと綾乃のこと好きだし、恋人だって思ってる。でも、綾乃を急かしたくない。とにかく、俺が想う半分でいいから、綾乃も俺を好きになって」

　優月の瞳の奥の光が、どこか切なげに揺れるのがわかった。

　彼が私に向けた『好き』という言葉に、いつもと違うニュアンスを感じて、私の胸がドクッと大きく拍動する。

「っ……ごめん、なさいっ……」

　バクバクと爆音を立てて高鳴る胸が苦しい。

　たった今、私は優月からのキスを拒んでしまった。無意識に怯んで逃げてしまったことを、はっきりと自覚する。

「わ、私」

「いいよ、綾乃。わかってる」

　優月は静かな声で遮り、私の頭から手を引っ込めた。まるで挑むような目をして、小首を傾げる。

「でも……三度目はない。次、俺の前で目を閉じたら、その時は遠慮しない。覚えとけ」

「っ……！」

　猛烈に揺さぶられた胸の鼓動が、際限なく高鳴っていく。

　声が喉に張りつく。なにも言えない私に、優月は優しく微笑んだ。

「お休み、綾乃」

　私の返事を待たずに、クルッと背を向けてしまう。

「あ、優月……！」

　慌てて呼びかけた時には、優月は駆け出していた。ゆっくりと大きな歩幅で弾むように、私から遠ざかっていく。

　その背が見えなくなるまで見送って、私は頭を抱えてしゃがみ込んだ。

「……はあああ」

　自分が嫌すぎて、太く長い溜め息がこぼれる。

　心と身体の足並みが揃わないことに、どうしようもないジレンマを感じる。

　どうにもならないくらいチグハグな自分に、さらに嫌悪感が増す。

　だけど……。

「もうちょっと一緒にいたい……は、間違ってないんだよ」

　今、ここにはいない優月を思い描き、私は無意識にそんな独り言を口にした。

　ほんの一瞬前にその背を見送ったばかりなのに、今すぐ会いたいと思う自分がいる。

　こんな風に思うのに、これもまだ恋ではなく、ただの焦りなんだろうか。

「優月……」

　答えてほしくて名前を呼んだだけで、胸がきゅんと疼いた。

　この、胸が疼いてときめく感覚を、誰かに〝恋〟だと断言してほしい。

　だけどそうやって導かれて辿り着くことを、優月は望んでいないと、思い知ってしまった。

　優月への恋心は、私が自分で見つけ出さないと。










煽られる劣情に背を押され




　その翌週、水曜日から金曜日にかけて、穂積グループ企業の決算報告会が開催された。

　決算期に合わせて年二回行われるグループ最大規模の会議で、国内外すべての傘下企業のトップが、一堂に東京に集結する。グループの中核である穂積コーポレーションの本社大会議室を使用するため、株主総会に準ずる厳重警備体制が敷かれ、エントランスフロアはちょっと物々しい空気が漂う。

　今回は初日に国内、二日目に海外企業の報告会というスケジュールだった。

　最終日の金曜日は、午前中に前年度業績における表彰式、お昼過ぎから親睦パーティーが執り行われる。世界各国から集まったトップたちが、その日の羽はね田だ発の夜便で帰国できるよう配慮されたスケジュールだ。

　会議期間、優月は一日中大会議室に詰めることになる。お昼休憩時も、社長室には戻ってこない。

　この決算報告会の一連のイベントの中で、私にも関係するのは、金曜日の親睦パーティーだけ。私は成人した時から、毎回穂積家嫡男の許嫁として出席していたけど、今年は初めて、ただの秘書として就くことになる。

　金曜日。表彰式を終えて社長室に戻ってきた優月は、奥のプライベートルームで、わずかに光沢のあるブラックスーツに着替えて出てきた。銀色のシックなネクタイを結びながら、執務机の方に回り込んでくる。

　窓の外に目を向けてパールのカフスボタンを留める優月に、私はそっと視線を向けた。

　普段のオフィスとは違う、華やかなパーティー仕様のスーツ。わりと見慣れた姿だけど、いつものことながら決まっている。

「綾乃。出発まで何分？」

　優月が目を上げてそう訊ねてきた時、私は彼を眺めてボーッとしていて、反応が遅れてしまった。「綾乃？」と怪訝そうに呼ばれて、やっと我に返る。

「あっ……！　す、すみません。えっと……」

　慌てて返事をして、自分の左手首の腕時計に視線を落とす。

　パーティーは十二時半開始予定。私の腕時計の針は、十一時四十五分を指していた。

　パーティー会場は、オフィスビルから徒歩二分の距離にある、高級ホテルの宴会場だ。そこまで急ぐ必要はない。

　とはいえ、優月は穂積グループの後継者として、傘下企業トップたちをアテンドする役割を担う。会場には早めに到着していた方がいい。

「二十分前には会場入りした方がいいと思います。でももう少しゆっくりしても大丈夫です。紅茶、淹れましょうか？」

　優月はたった今会議から戻ったばかりだ。

　私が仕事モードの口調で気遣うと、優月はスーツの上着の襟元をビシッと引いて直しながら、「いや」と答えた。そして、チラリと私に目を向ける。

　観察するような視線に、私は少し及び腰で首を傾げた。

「な、なに……？」

「綾乃、ちょっと地味じゃないか？」

「えっ……？　そ、そうですか……？」

　優月の指摘に、私は自分の服を見下ろして確認した。

　業務とはいえパーティーだから、ややフォーマルを意識して、スクエアネックにレースが施されている紺色の膝丈ワンピースを着ていた。ちょっと大人っぽく見せたくて、いつもは履かない八センチのハイヒール。華やかさも出そうとして、髪はハーフアップでシニヨンにまとめた。肩下まで下りた毛先も、軽く巻いている。

　トータルしたら大人しめかもしれないけど、それほど地味ではないはず。

　優月はクスッと笑って、少し困惑した私に歩み寄ってくる。

「ごめん。首元が寂しいねって、これを渡す口実にしたかっただけ」

　彼は、上着の胸ポケットからノーブルな雰囲気漂う紫色の細長い箱を取り出し、私の胸元に突き出すように差し出した。

　反射的に両手で受け取ってしまったけれど。

「え？　なに？」

　私は手元の箱と優月に、交互に目を向ける。

「開けてみて。多分、綾乃の今日の服装にも合うと思う」

　ニッコリ笑って促され、私はほんの少し躊躇してから箱を開けた。そして室内の照明を浴びて、キラッと光った中身に目を眩くらませ、何度も瞬きをする。

「わあ……」

　バラの花をモチーフにした、一粒ダイヤのペンダントだった。控え目な可愛らしいデザインで、決して華美なものではない。だけど確かに、今日の私の紺色のワンピースに、十分花を添えてくれるアクセサリーだ。

「で、でもなんで？　今日のパーティーのためだけに、わざわざ？」

　ペンダントから顔を上げた私に、優月はふふっと目を細めて笑う。

「まさか。恋人にプレゼントするのに、誕生日やクリスマスを待たなくてもいいだろう？」

「え。えっと……」

　サラッと〝恋人〟と口にする優月にドキッとして、胸が加速し始める。

　彼は私の反応を気にする様子もなく、長い指で箱からペンダントを摘まみ上げた。

「つけてあげるよ」

　楽しげに声を弾ませて私の後ろに回り、ペンダントを首にかけてくれる。

　私は、ちょうど喉元に下りるペンダントトップをそっと手で押さえ、背後に立つ優月を振り返った。

　彼は肩越しにひょいと覗き込んできて、「うん」と満足げに頷く。

「やっぱり、よく似合う」

「……ありがとう、優月」

　優月が嬉しそうだから、私も素直にお礼を言って笑顔を見せた。

　彼も小さく頷いて応えてくれる。

「綾乃。ちょっと髪押さえて」

「うん」

　私は背中に半分垂らした髪を、後ろ手でひとつにまとめ、右肩に寄せた。

　チェーンを繋いでくれる優月の指先が、襟足あたりを掠めてちょっとくすぐったい。

「……んっ」

　こらえていたのに、一瞬小さな声が漏れ、同時にピクッと肩を震わせてしまった。

　反応はわずかだったと思うのに、後ろで優月が吐息交じりに笑うのが聞こえる。

「俺の指、くすぐったい？」

　少し低めた声で聞かれて、私は慌てて首を横に振った。

「ご、ごめん。大丈夫」

　そう返事をして、意識的に胸を張り、背筋を伸ばす。

　優月の指が止まった気配を感じて、私はもう一度彼を振り返ろうとした。

　それより早く、優月が私の肩に両手をのせた。ちょうどチェーンの繋ぎ目が来るうなじのあたりに温かいものが触れる。

「……っ！」

　後ろで優月がなにをしているか瞬時に察して、私はビクンと大きく肩を震わせた。背筋にゾクッとした刺激が走り、そのまま身体を硬直させてしまう。

　ほんのわずかに吸いつくような感触を残し、温もりはすぐに遠ざかった。

　優月の手が肩から離れると同時に、反射的に首の後ろに手を遣り、クルッと回れ右をして、真正面から向き合う。

「なっ、ゆづ、今っ……！」

　私の反応に、優月はちょっと意地悪に口角を上げる。

　してやったりとでも言いたげなその表情を見て、私は頬に熱が帯びるのを感じた。

「優月っ！」

　顔が真っ赤になっているのを自覚しながらも、抗議しようと呼びかける。

　けれど優月は悪びれる様子もなく、「ごめんね」とシレッと短い謝罪を口にした。

「綺麗なうなじだったから、つい」

「つい、って……！」

　された私の方は、咎める言葉も見つからずに口をパクパクと開くだけ。

　優月は小さくプッと吹き出した。

「ごめんごめん。……でも、寂しかった喉元、華やいだ」

「え？　あ……」

　目を細めて私の喉元を見つめる優月につられて、私も顎を引いて見下ろした。

　バラのモチーフのペンダントトップが、辛うじて視界に映り込む。

「あ、ありがと……」

　あんな意地悪な悪戯をされた後じゃ、素直にお礼を言いづらい。

　頬を赤く染めて目を泳がせる私の肩を、優月がポンと叩いた。

「さて。そろそろ行こうか」

「っ、は、はい」

　背筋を伸ばしてスーツの襟を直す優月に促され、私もなんとか思考を切り替えた。

　火照った頬を冷ましたくて、一度スーハーと息を吸って吐く。

　優月は私にチラッと横目を向けて微笑むと、ドアに向かって社長室を横切った。

　私も急いでその後を追う。

　それでも、胸のドキドキは治まってくれない。

　私は首の後ろを気にして、そっと手を遣り、目を伏せた。




　十五階からエレベーターでグランドフロアに降りる。そこからさらに、長いエスカレーターで地下一階のフロアまで行き、ホテルの地下入口に直結している通路に出ると、社長室を出てからほんの五分でホテルに着いた。

　パーティーの会場は、三階にある宴会場だ。

　優月は宴会場に入るなり、準備に当たっていた経営統括部の社員たちを労って回った。彼が行く先々で、その姿を目にした社員は皆、ビシッと背筋を伸ばす。

　やがて開場時間となり、傘下企業のトップたちがゾロゾロと入場し始めた。

　会場を埋める日本人と外国人の比率は、ちょうど半々といったところ。海外企業のトップは日本に比べて若い世代のセレブが多く、企業間同士の業務連携、交流が目的のこのパーティーはいつも明るく華やかだ。国内企業のトップの中では圧倒的に若い優月も、それほど違和感がない。

　彼はドア口に歩を進め、入ってくるトップたちのアテンドを始めた。その姿はいつものことながら堂々としていて、若くても貫禄は十分だ。

　優月の姿を少し離れて見守っているうちに、宴会場内の立食カウンターに、冷菜、温菜、デザートまで、すべての食事が並べられていた。

　穂積グループ傘下の海外企業のトップは、ほとんどが現地の外国人だ。宗教や生活習慣の違いに配慮して、提供する食事や飲み物には細心の注意が払われている。

　ホテル側のスタッフが、丸いトレーに飲み物の入ったグラスをのせて、宴会場の奥に進んでくる各国トップたちの間を練り歩く。

　このパーティーは特に式次第などを設けたものではない上、開始は昼食時だから、まっすぐに食事の並んだカウンターへ歩いていくトップも多い。

　お皿を手にするトップの間では、「Wow!」という歓声があがっていた。

　どうやら今回の食事も、高評価らしい。

　そんな様子を眺めてホッとして、私は優月を探して会場に視線を走らせた。

　彼はさっきまでと同じ場所に立っていて、海外トップのひとりと握手を交わしている。

　優月と今会話をしているのは、三年前に傘下に入ったオランダ商社の社長だ。海外セレブの中でも、優月に次いで若い三十六歳の男性。ウマが合うのか、優月が特に親しくしている人物で、遠目にも楽しげだ。

　私はなんとなく会場全体を見渡した。

　圧倒的に男性が多いのは、今のところトップに立つ女性が少ないせい。国内トップに女性がいないため、日本人女性の大半は秘書……私と同じ立場にある人たちだ。

　彼女たちが自分の上司から少し距離を置いて付き従う様に倣ならって、私も優月のやや後方まで進んで足を止めた。

　パーティー中、優月から離れて立つのは初めてで、ちょっと心細い。

　許嫁だろうが秘書だろうが、私がこの場にいられるのは、優月の存在あってのこと。祖父が大事にしてきた家名なんて、社会的にはなんの効力もない。もちろん私の能力じゃ、穂積コーポレーションで働くことはおろか、社長秘書なんて職に就くこともなかっただろう。

　それでも、私の隣にはいつも優月がいたから、こんな分不相応のハイソサエティなパーティーの真ん中でも、私は立っていられた。

　だけど今回は勝手が違う。

　優月の隣で、彼のエスコートに身を任せていればよかったのは、前回までのこと。優月に甘えて寄りかかって立つんじゃなく、私自身がしっかりしないと。

　そういう気持ちで気を引きしめ、床を踏む足に意識して力を込めた時、背後から「アヤノ」と私を呼ぶ声が聞こえた。

　ハッとして振り返ると、ゴージャスなブロンド巻き髪の女性が、高いピンヒールをカツカツ鳴らして近寄ってくるのが目に映る。

「あ……マリーさん……」

　私はきちんと身体の向きを変え、頭を下げた。

　ゆっくり上げた時には、彼女は私の目の前で足を止めていた。

「半年ぶりね、アヤノ」

　彼女はそう言って、目を細める。

　青い瞳が、私の全身を観察するように上下した。

　彼女はマリー・穂積・オズワルドという名で、日本人とアメリカ人のハーフだ。穂積を名乗っているのは、彼女の母親が穂積家の血を引く女性だから。

　かなり遠縁ながら優月の親戚にあたり、彼のひとつ年下で三十一歳。生まれも育ちもアメリカだけど、日本語もとても流暢に操る。現在、『ホヅミ・インターナショナルＵＳＡ』というアメリカ現地法人の会社で、社長秘書を務めている。私がこのパーティーに初めて出席した時からの顔見知りだ。

「お久しぶりです、マリーさん。お元気そうでなによりです」

　マリーさんから向けられる視線を意識しないように畏かしこまって挨拶すると、彼女は背を反らして胸を張った。

　きちんとしたスーツ姿だけど、グラマラスな彼女の胸元は、ボタンホールがピンと広がっている。全体的に身体のラインがはっきりわかるタイトな服装で、胸を張ると突き出しているみたい。業務上のパーティーなのに、どこか妖艶な空気を漂わせる。

「アヤノは相変わらず堅苦しいわね。若いんだから、もっとオシャレを楽しんだら？　せめて明るい色合いの服、着ればいいのに」

　マリーさんはそう言いながら、ふと眉尻を上げた。そして私の喉元に長い指を伸ばし、ダイヤのペンダントトップを揺らす。

「ほら。せっかくのダイヤが、埋もれてるわよ」

　私は反射的に一歩後退して逃げた。

　マリーさんは、私の反応に「ふん」と鼻で笑う。

「まあいいわ。そんなことより……」

　私が身体を強張らせるのには気付かず、彼女は怪訝そうに辺りを見回した。

「ユヅキはどこ？　あなたがひとりなんて珍しい」

「あ、えっと……」

　私が返事をする前に、彼女はそれほど離れていない場所で談話中の彼を見つけた。

「なんだ、いるじゃない。なあに？　今日は金魚のフンみたいにくっついて歩かなくていいの？」

　マリーさんが形のいい眉を寄せながら、私をチラッと見下ろした。

　それに私はただ肩を竦める。

　マリーさんが揶や揄ゆするように、これまでは私が彼女と会話をする時、いつも隣に優月がいた。

　遠縁で年が近いせいか、彼女は優月とも対等に会話をする。なんでもズバズバと臆せず口にする、強い大人の女という印象で、私とはまるで正反対。私はちょっと苦手なタイプだった。

「私は、ただの秘書なので……」

　とりあえず聞かれたことに答えると、彼女はさらに不思議そうに眉間の皺を深めた。

「今までも秘書には違いないじゃない」

「あ……。婚約は、解消したんです」

「……What!?」

　よほど驚いたのか、マリーさんの日本語が英語に変わり、ひっくり返った。

　その声は周りのざわめきにのまれ、目立つほど響かなかったけれど、私は慌てて「しーっ」と唇の前で人差し指を立てる。

　マリーさんはきょとんとしながらも、私の仕草に二度大きく頷いてくれた。

「だから……今は業務中だし、優月にエスコートされるわけにも……」

　説明する言葉を考えながらそう伝えると、彼女は「Uhm……」と日本語とも英語とも取れない相槌を返してきた。

「アヤノは、慎ましい日本人の中でも、特に群を抜いてるからね。奥ゆかしいって言い方で合ってる？」

　マリーさんは私に日本語の意味を確かめてくるけれど、私が奥ゆかしいかどうかは微妙なところ。

　結局返事ができないまま曖昧に濁すと、マリーさんはふっと声を漏らして口角を上げた。

「まあいいわ。でも、なんで今頃、婚約解消なんてことになったの？」

「Why?」と首を傾げるマリーさんに、私はちょっと困って目線を逸らした。

　なんて返事をしようと思っただけで、ごまかしたつもりはなかったけれど、マリーさんは私の返事を待たずに、きゅっと唇を引きしめる。

「ま、理由なんかどうでもいいわ。ということはユヅキ、今は正真正銘フリーってことよね」

　私が無言のうちにひとりで解釈を進めて、マリーさんは再び優月に視線を向けた。

　まっすぐブレない瞳を、私は横から眺める。その視線を受けた優月本人が、彼女に気付いてこちらに顔を向けた。

「……マリー」

　彼の唇が、そう動いた。

　ちょうど会話の切れ目だったようで、オランダ商社の社長が優月の肩をポンと叩いた。『またな』とでも言われたのか、優月もそれに短く返してから、私たちの方に歩いてくる。

「How have you been?　ユヅキ」

　マリーさんは英語で優月に声をかけた。彼に両腕を広げて、ハグを求める。

　優月はそれに応えて、彼女の背を軽くポンと叩き、すぐに身体を離した。そして、辺りにさっと視線を走らせる。

「マリー、君のボスはどこ？」

　マリーさんが、日本語よりも英語が得意だと知っているから、優月は英語で訊ねている。

　彼女は軽く首を捻り、顎先で会場の奥を示してみせた。その仕草につられて、優月が同じ方向に目を向ける。

「ねえ、ユヅキ。今アヤノから聞いたけど、婚約解消したんですって？」

　マリーさんも、ちょっと早口な英語で質問を向ける。

「え？　ああ、うん。まあ……」

『話したの？』というような視線を優月から感じて、私は無意識に肩を竦めて俯いた。

　あくまでも業務上のパーティーの場で、細かい事情の説明は不要と判断したのか、優月は軽く受け流すような返事をする。

「……へえ」

　マリーさんは私と優月を窺うように、交互に視線を向けてくる。

　彼女の青い瞳に観察されると、やっぱり居心地悪い。

　肩を縮める私に気付いたのか、優月が一歩私の前に出た。

「そんなことより、マリー……」

「プレジデントのスティーブに挨拶する？　いいわ。行きましょう」

　マリーさんは優月の呼びかけをあっさりと遮ると、いきなり彼の腕を取って胸元に抱え込んだ。彼女の弾けそうな胸が、ギュッと押しつけられる様を目の前にして、私は思わず息をのむ。

「……マリー」

　優月は彼女を咎めるように、目を伏せ気味にして睨んだ。

　彼がその腕を引き抜こうと努力しているのは、私にもわかる。

　けれど、そんなことより。

　マリーさんが、優月の耳元で内緒話のようにコソッと告げた言葉を聞き拾って、私は一瞬動けなくなった。

「もうアヤノに気兼ねする必要がなくなったのよね。それなら今夜、いいでしょう？　久しぶりに。私、帰国便明日に変更するわ」

　英語は得意じゃないけど、聞き取ることはできる。だからマリーさんの言葉の意味もちゃんとわかってしまって、私はグッと唇を噛んだ。

　優月は無言のまま少し乱暴に自分の腕を引き抜き、マリーさんと一緒に彼女のボスのいる方向に足を進める。私もその少し後をついて歩きながら、視線はずっと自分のハイヒールの爪先に向けていた。

　スタイル抜群の美人。

　進藤さんに教えてもらった、これまで優月が付き合ってきた女性のタイプ。その中にマリーさんが含まれていても、なにもおかしいことはない。

　進藤さんから優月の女性遍歴を聞いても、私が心を乱すことはなかった。許嫁の私とは今まで恋ができなかったのだから、彼が他の女性とそういう行為をしていたとしても、それが普通。そう納得していたつもりだった。

　なのに今、目の前で誘われる優月を見て、私は動揺している。

　苦手だけど、私も顔見知りのマリーさん。

　私が知っている女性の中にも、優月と関係を持った人がいたなんて……。

　マリーさんの背中を見つめる私の胸の鼓動は煽られ、否応なく不快な速度で打ち鳴り始める。

　優月がこれまで付き合ってきた女性たちのことを聞いた時も、大丈夫だったのに。

　実際に〝相手〟の存在を目にしただけで、私の心はかき乱されている。

　今までにない嫌な動悸が治まらなかった。




　パーティーも半ばを過ぎ、化粧室に立ったタイミングで、私はホテルの十階フロアにある空中展望台に向かった。

　オープン当初から、このホテルが売りのひとつにしている屋外の展望台。コンクリートの上に作られた人工的なものではあるけれど、庭園もある。優しい緑と癒しの空間は、まるで都会のオアシスのようだ。

　オフィス街ど真ん中という立地ならではの、迫力あるビル群の景色も堪能できる。夜は綺麗にライトアップされ、近隣の企業に勤務するカップルや観光客で賑わうけれど、今は夕景を望めない中途半端な時間のせいか、人の姿も疎まばらだ。

　展望台を囲むように、四方に張り巡らされた柵のギリギリまで歩いていって、私は溜め息をついた。胸の高さの柵に両腕をのせて、そこに右の頬を預ける。

　パーティーは三時間の予定で、あと三十分もしたらお開きになる。戻らなきゃいけないのに、私の胸はずっとモヤモヤしたままで、どうにか少しでも晴らしたかった。

　優月の女性遍歴を、マリーさんという実在する女性に、具現化された気分だった。耳で聞いていただけの情報が、自分の視覚で確認した情報で肉付けされたのかもしれない。進藤さんが指折り数え上げた〝彼女たち〟が、脳裏に浮かび上がってくるようだった。

　優月の初めての彼女は中学時代の同級生で、学校一の美女だったそうだ。ファーストキスの相手も初体験の相手も、進藤さん曰く『男なら誰でも憧れるマドンナ的な存在』。大学、社会人時代の相手はきっと、そこに大人っぽさや色気も加わって、魅力たっぷりの人ばかりだろう。

　そして私といえば、優月が中学生の時は小学生になったばかり。高校生の時でやっと高学年。彼が社会人になっても高校生で、いつの時代でも、優月の恋の相手として釣り合わない。

　私たちの間には、年齢差という抗いようのない壁があるんだから、仕方がない。

　仕方ないけど……。

　今まで気にしたこともなかったのに、私は今さらなにを落ち込んでいるんだろう。

　優月は私に『焦るな』と言ってくれたけれど、焦ってるわけじゃない。

　ただただ、気が急いている。

　逸っている。

　ここでもなお、心と身体が噛み合わない。頭の中でガンガンする不協和音が、なんともいえず耳障りだ。

　説明のつかない感覚にじりじりして、私は無意識に喉元を飾るペンダントに手を遣った。指先でなぞって感触を確かめてから、ギュッと手の平に握りしめた、その時。

「アヤノ」

　なにかを憚はばかるように、声を潜めて呼ばれて、私はビクッと肩を強張らせた。

　足元に敷き詰められた人工芝を、サクッと踏みしめる足音が近付いてくる。

「ユヅキを放ったらかしにして、いいの？　アヤノ」

　次の声は最初のものより近くから聞こえた。クスクスとからかうような笑い声が続く。

　その言葉が、今のこの状況だけを指しているわけじゃないことは、感じ取れる。

　思わず勢いよく振り返ってしまった。

　私の背後すぐそばまで来ていたマリーさんが、ちょっと驚いたように目を丸くして、その場で一度ピタッと足を止めた。けれど私の強張った顔を見て、おもしろそうに笑いながら踏み出してくる。

「ユヅキが探してたわよ。ただの秘書相手に、心配しすぎよね。さすがにユヅキが場を空けるわけにいかないから、私が代わりに来てあげたけど」

「す、すみません。すぐ戻ります」

　隣に並んで足を止めたマリーさんに、私は反射的に頭を下げた。

　彼女と入れ替わりで展望台の出入口に向かおうとして、後ろ手を取られてしまう。

「待ちなさい。アヤノ」

　続けてそう言われては、私も足を止めざるを得ない。

「私の質問の返事、してほしいわね」

「質問？」

　怪訝な気持ちが顔に出てしまったようだ。

　マリーさんは「そう」と、ちょっと意地悪に微笑む。

　その笑顔で、やっぱりそういうニュアンスを含ませていたことがわかる。

　私は彼女から逃げ出すのを諦めて、肩を竦めて再び柵の方に向き合った。

「婚約は解消したけど、関係が終わったわけじゃありません」

　さっきは私も優月も説明を濁したけど、今はパーティー会場にいるわけじゃないから、私はきっぱりとそう言った。

　それでも声を潜めたのは、展望台に人がいないわけではないからだ。

　私の返事が曖昧すぎて意味が伝わらなかったのか、マリーさんは不審げに眉をひそめる。「What?」と先を促されて、私は向かいのビルの窓を見つめながら口を開いた。

「ちゃんと、恋から始めたんです。私と優月」

　横顔にマリーさんの視線を感じながら、私は意識的に声のトーンを落とし、声に抑揚が表れないよう、淡々と言って目を伏せる。

　優月の力を貸してもらおうと、喉元のペンダントをギュッと握りしめた。

「恋？」

　マリーさんの声には、どこか小バカにしたような軽い響きを感じる。

　それでも私は気にせず、大きく頷いた。

「今までは、祖父が勝手に決めた許嫁というだけだったけど、ちゃんと……恋人として」

　私が強気でそう説明した途端、マリーさんは口元に手を当てて、ブブッと豪快に吹き出して笑った。やっぱり、バカにされてると思ったのは気のせいじゃなかった。

　私の胸に、言いようのない不快感がじわじわと広がっていく。

「恋、ねえ……。アヤノ、何歳だっけ？」

　クスクス笑いながら、チラッと横目を向けられる。

　さっきまでまさに気にしていたことをサラッと問われて、私は思わず口ごもった。

「……二十五歳、ですけど」

「若いわね～。腹立たしいくらい」

　茶化してるだけじゃない、どこか辛しん辣らつな言い方に、私はムッと口を噤んだ。

「婚約解消を言い渡したのは、アヤノの方かしら？　そうでしょうねえ。だって、ユヅキの方は、あなたが社会人になるのを待って、結婚の準備を始めるつもりだったんだもの。……遊びの女もせっせと清算して」

　私は黙っていた。マリーさんの次の言葉を警戒して、無意識にきゅっと唇を噛む。

　私が無言でいるのを見て、彼女は不可解そうに眉をひそめた。

「まさか……知ってたの？　ユヅキの女遊びのこと」

「……マリーさんも、そのひとりですよね？」

　警戒していたおかげで、眩め暈まいがしそうになるのをやり過ごすことができた。

　冷静に問いかける私に、マリーさんが一瞬きょとんと目を丸くした。

「私？」

「ごまかさないでください。さっき……優月に『久しぶりに』って誘ってたじゃないですか」

　ムキになって言い募ると、マリーさんは記憶を辿るように目線を宙に彷徨わせてから、「ああ！」とポンと手を打った。

「なんだ。アヤノ、英語わかるのね」

「話すのは苦手ですけど、聞き取るくらいなら、なんとか」

「そう……じゃあ話は早いわ」

　マリーさんはそう言って、私の方に体を向けた。グンと胸を突き出され、不覚にも怯んでしまう。

「アヤノ、ユヅキがどういう人間か、わかってる？　三十二歳。一般的には、そろそろ腰を落ち着ける時期。恋愛願望も薄れてくる頃よ」

　私は眉を寄せながら、マリーさんに向き合った。彼女の前に立つと、どこまでも私は貧弱だけど、気持ちまで怯むわけにはいかない。

「ホヅミを背負って立つ人間としても、優月は〝結婚〟しなきゃいけない年齢なのよ。だから、この数年は女遊びも随分と大人しくなったわ。誘いにものらなくなったしね」

　マリーさんはギリッと奥歯を噛みしめて呟いた。

　言葉を重ねるごとに、彼女の表情が険しくなっていくのがわかる。

「なのに……ここに来て婚約解消なんて子供みたいな我儘言われちゃ、ユヅキだって困るでしょう。今になって、アヤノのご機嫌取りしなきゃならないユヅキが、気の毒だわ」

　蔑さげすむように言われて、私は無意識にゴクッと喉を鳴らした。

　十月も後半のこの季節、時折吹きつける風は結構冷たいのに、私の身体はカッとして熱い。背筋に嫌な汗が伝うのを感じた。

「ご機嫌取り……？」

　マリーさんの言葉を聞き続けていたら、胸の鼓動が嫌なリズムで打ち始めた。

　そんな私に、マリーさんがスッと手を伸ばしてきた。私が反射的に身を竦めると、彼女は綺麗にネイルを施した指先で、私のペンダントを摘まみ上げる。

「こういうのよ」

「あっ……！」

「これ……ユヅキからのプレゼントでしょ」

　マリーさんはペンダントのチェーンに人差し指を通して、その指をグッと曲げた。チェーンが引っ張られて、首の後ろに食い込む。

　私は一歩踏み出してしまい、マリーさんとの距離を自ら縮めてしまった。

「パーティーで見かけるたびに腹が立ったわ。ホヅミの後継者ともあろう男に、いつまで子供のお守りさせるつもり？　アヤノ」

「は、離してください！」

　思わず首の後ろに手を遣り、声を張り上げた。ペンダントにかかるマリーさんの手を振り解こうとして、その手を逆に掴み上げられてしまう。

「恋愛ごっこなら、アヤノと年の近い適当な男を捕まえることね。ユヅキとは、大人しく結婚だけすればいいの」

「え？」

　大きく顔を覗き込まれ、私は顎を引いて逃げながら聞き返した。マリーさんに言われると、結婚という幸せなはずの言葉が、とても無意味なものに聞こえる。

　心に広がる不快な感情が、顔にも思いっきり表れてしまったようだ。私の顔が歪むのを見て、マリーさんはとっても愉快げに肩を揺らす。

「ユヅキの〝妻〟は、あなたのような〝人形〟で十分だもの」

「に、人形……？」

「これまで通り、口出しすることなく従順でさえあれば。〝女〟は他で済むんだから」

「っ……」

「アヤノにとっても、ユヅキはただの〝結婚相手〟だったんじゃないの？　まあ、婚約を解消したっていうなら、恋だなんだって子供っぽく振り回してないで、ユヅキは私に任せときなさい、アヤノ」

　私だけじゃなく、優月のことも蔑む言葉だった。

　心臓がドクンと大きく拍動したかと思うと、一気に全身に血が巡っていく。耳のすぐそばで、脈動の音を感じる。

　気付いたら、一瞬にして頭に血が上っていた。

「ふざけないで……離してください!!」

　お腹の底から声を吐き出し、掴まれた腕を力いっぱい払う。だけど彼女の手は離れなくて、私はもう片方の空いた手を、無意識に振り回していた。

「キャッ……」

　私の反撃をよけようとしたマリーさんは、人工芝にヒールを取られ、バランスを崩して大きく後ろによろけた。

「……あっ!!」

　私は慌てて、彼女に向かって手を伸ばした。けれど間に合わず、マリーさんはその場にドスンと尻もちをついてしまう。

「いったあ……」

「ご、ごめんなさい、マリーさん！　大丈夫ですか!?」

　マリーさんは痛そうに顔をしかめ、足首をさすっている。足を取られた時に強く捻ったのか、ストッキングの上からでも、赤く腫れているのが確認できた。

「大変……」

　怪我をさせてしまったことに焦り、目の前が真っ暗になる。それでも辺りを大きく見渡すと、私たちの不穏なやり取りを遠巻きに見ていた数人の人影を見つけた。

「すみません！　手を……手を貸してください！」

　私はマリーさんの肩を支えながら、助けを求めて展望台に声を響かせた。
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「全治二週間の捻ねん挫ざというところですね」

　展望台にいた観光客の手を借りて、ホテルの医務室にマリーさんを運んだ後、診察してくれたドクターがそう診断を下した。

「腫れが引くまでは痛むと思いますので、あまり動かさないように。二、三日もすれば、治まると思いますよ」

　包帯を巻くドクターの手が触れるだけで痛むのか、マリーさんはずっと眉間に皺を寄せている。

　マリーさんのボスのスティーブさんと優月が、診察台の上でまっすぐ足を投げ出して座っている彼女の横に立ち、診察の様子を見つめていた。

　ドクターの診断を聞いて、スティーブさんが眉を曇らせた。

「ごめんなさい。本当に、申し訳ありません……」

　私は彼らの一歩後ろで、これ以上無理というくらい小さく身体を縮こめ、深く深く頭を下げた。私の謝罪は彼らの背に阻まれ、マリーさんには届かずに消え入った。

　私が頭を上げる前に、スティーブさんが小さな溜め息を漏らすのが聞こえる。

「参ったな。私は日曜日に商談の予定がある。帰国便を遅らせることはできないが……マリーは無理そうか」

「介助人がいないと厳しいでしょう。マリーのチケットはキャンセルの手続きをさせます。帰国便のフライトは週明けにでも……マリーの怪我の状況を見て、こちらで手配します。……すまない、スティーブ」

　優月のキビキビした謝罪に、マリーさんが「そうね」と相槌を打った。

「このまま乗ったら、飛行機の中で座りっ放しだわ。窮屈だし、勘弁して」

　彼女がボスに言い捨てるのを聞いてから、私はおずおずと頭を上げた。

　パーティーはすでにお開きになっていた。

　私の前で帰国便の相談をするふたりは、パーティー会場で報告を受けて、事故や怪我の程度もわからないまま医務室に駆け込んできたばかり。

　ドクターの診断を聞いて、大きな怪我ではないことにホッと胸を撫で下ろした今、プレジデントのスティーブさんが気にするのは、やっぱり仕事のことだ。

「そうするしかないな。……仕方ない。私だけ先に帰国させてもらおう。マリーのことは君に任せていいか？　ユヅキ」

　そう言いながら飛行機の時間を気にして、左手首につけた腕時計に目を落としていた。

　優月が「もちろん」と答えるのを聞いて、スティーブさんがマリーさんに声をかける。ふたりがひと言ふた言仕事の会話をするのが、私の耳にも届いた。

　会話が終わると、スティーブさんがクルッと身体の向きを変えた。身を縮めていた私と真正面から向かい合う格好になり、私は反射的にシャキッと背筋を伸ばす。

「アヤノも、すまない。マリーのことをよろしく」

「あ、はい。あの本当に……」

「君の責任ではない。マリーの不注意にも原因がある。気にするな」

　スティーブさんは、私の謝罪をあっさりと遮り、スッと横を通り過ぎた。

　慌てて振り返った時には、医務室のドアに手をかけていて、結局私がちゃんと謝罪し終える前に出ていってしまった。

　スティーブさんの背を見送った後、医務室には沈黙が流れた。マリーさんの手当てを終えたドクターも、診察台から離れて奥のデスクに向かっていった。

「……とりあえず、週明けまでの宿、取らないといけないか」

　ドクターの白衣の背中を見遣り、優月が大きな溜め息をついた。

「今日までのホテルはチェックアウト済みだろ？　あまり動かすなっていうし、このホテルで空きを確認するのが一番だな。……綾乃」

　マリーさんに確認していた優月が、私に視線を向ける。

　部屋の手配を任されることは予測していたから、私も足を揃えて姿勢を正した。

　ところが。

「あら、ユヅキ。ホテルに部屋を取ってもらっても困るわ。この足じゃ、週明けまでベッドから起き上がれるかわからないもの。お手洗いもままならないじゃない」

　真っ白い包帯が巻かれた足をさすりながら、マリーさんが優月を遮った。

　彼女の主張はごもっともで、優月もグッと口を噤む。

「せっかくだし、久々にホヅミ邸にお邪魔したいわ。いいでしょう？　ユヅキ」

　それを聞いて、私は反射的に息をのんだ。

　頭では、彼女の要求は至極当然なものだとわかっている。そして、怪我をさせてしまった張本人の私が、そこに異議を唱えることはもちろんできない。

　――でも、嫌だ……。

　心によぎったのはそんな感情で、私は思わず縋すがるような目を優月に向けてしまった。

　だけど彼は私の視線には気付かず、溜め息交じりに前髪をかき上げ、何度か頷いた。

「ま、そうくるよな。うちなら使用人の手もあるし……」

　マリーさんの要求に返事をしながら、優月はスーツの上着からスマホを取り出していた。診察台から離れ、電話をかけ始める。

　家のお手伝いさんに、部屋を準備するよう指示を出すのだろう。

　間を隔てるように立っていた優月がいなくなり、私はマリーさんと真正面から向き合ってしまった。

　診察台の上で膝を曲げて三角の形で座ったマリーさんが、私を上目遣いに見遣る。

「そういうことだから、私の怪我のことはそこまで心配しなくていいわよ、アヤノ」

　口角を上げて挑むように言われ、私はゴクッと喉を鳴らすだけで、なにも言い返せない。

　少し離れた場所から、優月の低い話し声が断片的に聞こえてくる。最後に「よろしく」と言って電話を切った。

　彼は「ふうっ」と肩で息をしてから、私たちの方に向き直った。マリーさんにはひと言、「ＯＫ」とだけ告げて、私に軽く手招きをする。

　私はマリーさんの視線を気にしながら、目を伏せて優月の隣に近寄った。

　目の前で俯く私を見下ろして、優月は一度マリーさんをチラッと見遣る。

「綾乃、どうしてこんなことになったんだ？」

　私を隠すように、彼女との間に割って入りながら、優月はこそっと訊ねてきた。

「……ごめんなさい」

　私は肩も首も縮めて、顔を伏せたまま謝罪を繰り返す。

　優月には、マリーさんの怪我の経緯がまだ伝わっていない。もちろん当事者の私が説明しなければいけないところだけど、なんと言えばいいのか自分でもわからなかった。

　優月に説明するには、私がどうして彼女の言葉に冷静になれなかったのか、その理由も伝える必要がある。

　自分でも理解しがたい突然沸騰したような激情を、なんと言葉にしていいのか。

　優月が「綾乃」と呼んで返事を促す。

　それでも黙ったままの私に代わって、マリーさんが背後から呼びかけてきた。

「ユヅキ。アヤノを責めることないわ。ただの捻挫で、骨に異常はないんだから」

　優月が、ゆっくり彼女を振り返る。

「それより、疲れたわ。早くホヅミ邸に連れていって」

　マリーさんが優月を急かすのを聞いて、私の胸に刺すような痛みが走る。よくわからない痛みに胸を押さえ、私はそっと目線を上げた。

　優月の向こう側に、マリーさんが見える。彼女は診察台の上で、両腕で膝を抱え込んでいる。

　優月も黙って溜め息をついた。

「……綾乃。俺、このまま直帰する。悪いが、マリーの荷物、頼んでいいか？」

「は、はい」

　それには私も、しっかり顔を上げて返事をした。

　優月は私の返事を聞くと、ゆっくりマリーさんに歩み寄っていく。そして診察台の前で足を止め、ためらうことなく彼女を両腕で抱え上げた。

「っ……」

　私は思わず息をのんだ。同時に、胸がドクンと嫌な拍動を繰り出す。

　後ろから見ている私と、彼の肩越しにこっちを見つめるマリーさんの視線が宙でぶつかった。彼女はふふっと口角を上げて、優月の首に両腕を回し、抱きつくように掴まっている。

　私はとっさに顔を背けた。身体の脇で無意識に握りしめた拳が、カタカタと震える。

　それをもう片方の手で押さえ込みながら、私はグッと歯を食いしばっていた。




　私は一度本社ビルに戻り、優月の指示通り、マリーさんの荷物を穂積家本邸に届けてもらうよう手配をした。

　秘書室長にパーティーでのことを報告して、優月の直帰を伝える。マリーさんを怪我させてしまったことに、たっぷりお咎めを受けてから、デスクに戻って残務に当たった。

　優月がいつも背にしている大きな窓の外で、夕日が傾き、薄暮が迫ってくるのを時折ぼんやりと眺める。

　午後六時を回ると、外はすっかり薄暗くなった。

　私はまったく進まない仕事を切り上げ、帰り支度をして社長室を後にした。

　このまま、まっすぐ帰ることもできる。だけどやっぱり、もう一度ちゃんとマリーさんに謝罪すべきだろう。

　私のしでかした失態の後始末を、全部優月に被ってもらうわけにはいかない。

　そうわかっていても、気持ちが沈んでいて、尻込みしてしまう。

　私は一度頭を切り替えようと、アトリウムに向かった。

　終業時刻を過ぎたこの時間は利用者が少なく、奥の照明は落とされている。数人の社員が佇む出入口付近の照明と、上階から漏れる明かりだけが光源で、ぼんやり浮かび上がっているみたいで幻想的だ。

　私は明かりが届くギリギリまで奥に進んでいった。丸いハイテーブルに両肘をつき、両手の指を組み合わせる。「はーっ」とお腹の底から深い溜め息をつきながら、その上に額をのせた。

　ぼんやりと開けた目に、テーブルの木目模様が映り込む。

　自分でもどうにもできない激しい自己嫌悪が、頭の中でグルグル渦を巻いていた。

　なにやってるんだろう、私。いくらモヤモヤしてたからって。マリーさんのひと言ひと言に心を逆撫でされたからって、なんで冷静さを保てなかったんだろう――。

　額の下で組み合わせた指に、ギュッと力を込める。

　少し目線を動かしてみると、優月がつけてくれたペンダントが弱い光源の中でも光を反射して、私の瞳の中でキラリと光った。

　一瞬目が眩んだ後、鼻の奥の方がツーンとするのを感じた。

　胸の奥底からせり上がってくるなにかに煽られ、喉がヒクッと音を立てる。

　瞳に映るものすべてが、もとの輪郭がわからないくらい、ぐにゃりと歪んだ。

　視界を確保しようと大きく見開いた目から、なにかがポタッとテーブルに落ちた。それを合図に、ポタポタと水滴が続く。

　頬を伝うことなくダイレクトに落ち、それがなにか瞬時に判別できなかった。

「ふ、っ……」

　喉の奥から漏れた嗚お咽えつで、私は泣いていることを自覚した。

　途端に、全身が小刻みに震え出し、私は握りしめた両拳をテーブルに置いた。そこに体重を預けて前に屈み、肩を力ませる。そうやって、なんとか涙を止めようとした。

　だって、私、なんで泣いてるの……。

　自分で自分に問いかけながら、脳裏をよぎるのは、優月に抱え上げられたマリーさんの勝ち誇ったような微笑みだった。

　消しても消しても消えてくれない彼女の笑い声が、今でも鼓膜を震わせる。

　展望台で言われた、胸を抉えぐるようないくつもの言葉が、とぐろを巻いて湧き上がってくる。

「ううっ……」

　どんなに身体に力を入れても、体幹から込み上げてくる震えが治まらない。

　それが不快で、無意識に小さな呻き声を漏らした時。

「あれ。綾乃ちゃん？」

　呑気な声が耳に届いて、私は一瞬ピクッと身を竦めた。名前を呼ばれたことに反応して、素直に顔を上げてしまう。

「こんな時間になにして……って、え？　なに？　泣いてるのか!?」

　私のグチャグチャな顔に気付いたのか、進藤さんが素っ頓狂な声をあげて、大きな歩幅で弾むように駆け寄ってきた。

「綾乃ちゃん」

「す、すみませんっ……。お見苦しい顔をお見せしちゃって……」

　私は慌てて謝りながら顔を背けた。そのまま、手の甲で乱暴に、グイグイと目元をこする。

「見苦しくはないけど……今日、決算報告会の最終日だったよね。……どうかした？」

　エントランスに物々しい警備態勢が敷かれていたこの数日、社内でなにが行われていたかは、社員ならもちろんわかっている。

　進藤さんの口から発せられたその言葉に、私はピクッと肩を震わせて反応してしまった。彼はそれを見逃さずに、「綾乃ちゃん？」と声を低めて呼びかけてくる。

「パーティーでなにかあったのか？　……優月は？」

　彼の声に、少しだけ険しさが増したのが感じられる。

　私は何度も首を横に振ってごまかそうとした。

「な、なんでもないです。ごめんなさい、すみませ……」

「なんでもなくないだろ。なにか嫌なことがあったんじゃないのか？　綾乃ちゃんが泣いてるのに、優月はどこに……」

　まだ瞳いっぱいに浮かんだ涙で歪む視界の中で、進藤さんが見たことないくらい厳しい表情をしている。

　彼はスーツのポケットからスマホを出して、手に取っていた。画面に指をスライドさせる仕草で、優月に連絡をしようとしているのがわかった。

「っ……ダメです、進藤さん！　優月には知らせないで!!」

　進藤さんの行動を先読みして、私は反射的に叫び、彼の手を両手で掴んだ。

　進藤さんは戸惑ったように、「え？」と聞き返してくる。

「私が悪いんです。私が冷静になれなくて、カッとしちゃったから。私がマリーさんに怪我させちゃったから……！」

「へ？　マリーさん？」

「ゆ、優月が今までどんな人と付き合ってたかなんて、今さら気にしなくていいのに。……私、彼女のひと言ひと言がいちいち気に障って、イライラして」

「……綾乃ちゃん？」

「怪我して、今夜の便で帰れなくなっちゃったから。優月が自分の家に部屋を準備してくれたのだって、私のしでかした失態の責任を取ってくれたんだって、わかってるのに。私、私……」

　進藤さんに言葉を挟ませる隙も与えず、私はただ早口で捲し立てた。そのうち自分の勢いについていけなくなり、声を詰まらせて俯く。目も口も丸くしている進藤さんの前で、再び込み上げてくる涙をのみ込もうと、一度大きく鼻を啜った。

　優月がマリーさんの要求を全部受け入れたのは、私のためだ。それはちゃんとわかってるのに、私は、優月が彼女を家に連れ帰るのがたまらなく嫌だった。マリーさんを運ぶためだと頭では理解してるのに、優月が彼女をお姫様抱っこするのを見て、胸が潰れそうだった。

「っ……」

　こらえたつもりの涙が、また溢れ返ってしまう。今度はツーッと頬に伝って、私は慌てて両手で顔を覆った。

「ええっと……綾乃ちゃん」

　泣き出した私の前に突っ立ったまま、進藤さんがちょっと困ったような声で、探るように呼びかけてくる。

「なんかよくわかんないんだけど……。要するに、パーティーで綾乃ちゃんがカッとして怪我させた女が、優月の家に泊まるってこと？」

　口をつくまま吐き出した私の言葉は、要領を得ないものだったと思う。なのに進藤さんは、簡潔にまとめてそう訊ねてきた。

　私は涙で声を喉に詰まらせたまま、小さく頷き返す。

「で……その女ってのは、もしかして優月とそういう関係にあった女？」

　直球で探られて、胸がズキッと抉られるように痛んだ。

「ふ、ううっ……」

　おかげで頷くこともできずに、私は涙混じりの呻くような返事しかできなかった。

「……なるほどねえ」

　それでも進藤さんは、事態をあっさり把握して、納得したように呟いた。

「でも綾乃ちゃん。泊めるって言っても、もちろん本邸の方だろ？　優月は別邸で生活してるんだし、まさかヤツが彼女の世話するわけじゃなかろうに」

「でも、嫌なんです！」

　進藤さんの言う通り。冷静になればなんてことないと思うのに、私は衝動に任せて、進藤さんにすら声をあげてしまう。

　彼が怯むのを気配で感じながら、私は何度も首を横に振った。

「優月に今でも好意を向ける人が、優月と同じ敷地内で、この週末過ごすなんて。じ、自分でも、なんでそのくらいのことが嫌なのかわかんないけど、嫌なものは嫌なんですっ」

「……綾乃ちゃん、どうして自分がそんなに荒れ狂ってるのか、無自覚？」

「え？」

　呆れたような口調で聞かれて、私はズッと鼻を啜ってから聞き返した。

　進藤さんはガシガシと頭をかいて、なんだかとても深い溜め息をつく。

「ヤキモチにも気付かないほど、ウブだったか……」

　そう言って苦笑する進藤さんに、私は何度も瞬きを返した。

「ヤキモチ？」

　まるでその言葉を聞くのも初めてというような、覚束ない聞き方になったのは自分でも感じていた。

　進藤さんは、「そう」と目を細めて頷く。

「でもそれよりもっと激しい熱情を孕はらんでるかな。今の綾乃ちゃんの荒れ方だと」

「熱情？」

　続いた言葉にも戸惑って聞き返す私に、進藤さんは根気よく頷いてくれた。

「ちょっと刺激が強い言い方するけど。相手は優月が抱いたことのある女だって、綾乃ちゃんはわかってる」

「だっ……」

　前置きされたとはいえ、その言葉は鋭いナイフのように胸にグサリと刺さった。

　けれど、進藤さんは先を続ける。

「そう。……要は、綾乃ちゃんが知らない優月の顔を知ってる女だ。……君が見てみたいって言ってた、優月の欲情した顔」

「っ!!」

　自分でも言った覚えのある言葉を、今進藤さんから向けられて、胸に激震が走ったような気がした。それが顔にも表れてしまったのか、彼はちょっと意地悪な目をして、私を覗き込んでくる。

「嫉妬してるんだよ。綾乃ちゃん」

「しっ、と」

　言われた言葉をそのまま繰り返したら、たどたどしい言い方になった。

　それを聞いて、進藤さんがブブッと吹き出して笑う。

「純朴な綾乃ちゃんは、恋愛絡みじゃなくても、他人に嫉妬したことないかな」

　自分でも記憶を辿ってみた。

　けれど、今のように荒れた醜い感情を抱いた記憶には、ぶち当たらない。

「……？」

　ズズッと鼻を啜りながら、私は首を傾げた。その様子がまた、進藤さんのツボに入ったらしい。

「くっくっ……。やっぱり可愛いなあ、綾乃ちゃんは」

「かわっ……!?　え、ええと……」

　何度聞いても慣れない言葉に虚を衝かれて、私はギョッとして口ごもった。

　進藤さんは口元を手で押さえ、クスクス笑っている。

「やっぱり、あっさり優月のものになるのを見てるのは、ちょっと惜しいかな……」

　その手の向こうでくぐもった声で呟くのを聞いて、私は頬に熱が上るのを感じた。

「えっと、あの。……ごめんなさい、進藤さん」

　彼の言葉に導かれ、今さら思い出した。

　考えてみたら、進藤さんとのお付き合いの返事を、私はちゃんとしていなかった。

　タイミングとしてはとてもマヌケだと思いながら、なんとなく目線を彷徨わせ、小さな声で謝罪をする。

「ふふっ。まあ、優月の過去の女に嫉妬して、激情に駆られる綾乃ちゃんを見せられちゃ、はっきり断られなくてもわかるけどね」

「激情……」

　またしても、いつもの私の辞書にはない言葉を耳にして、動揺が走る。

「それで綾乃ちゃんが大泣きするのも見たくないし……」

　進藤さんは一度大きな息を吐いてから、胸の前で腕組みをして私を優しく見下ろした。

「考えてみたら俺の方も謝ってなかった。……汚い手を使って、綾乃ちゃんのファーストキスいただいちゃったこと」

「っ……」

「綾乃ちゃんも、もうあれがわざとだって、わかってるよね？　だからこれは、罪滅ぼしのつもりで」

　思わず言葉に詰まる私の前で人差し指をかざし、進藤さんは悪戯っぽく微笑んだ。

「そのマリーさんに怪我させた経緯。俺の前で言ったこと、全部ちゃんと優月にも伝えること」

「えっ。で、でも……」

　自分でも理解不能で醜いと思うのに。

　躊躇する私に、進藤さんは眉間に皺を寄せた。

「でも、じゃない。その方が優月を喜ばせることができるはず。それと、ついでに……」

「ついでに？」

　首を傾げて聞き返す私に、進藤さんはそっと耳打ちしてくる。

「……優月の欲情した顔、見られるかもよ」

　その言葉に、私の胸がドキンと大きく跳ね上がった。




　涙を拭っただけで、私は本社ビルから穂積家に直行した。

　玄関先で出迎えてくれた顔見知りのお手伝いさんにマリーさんのことを訊ねると、彼女は私を一階の奥にある客室に案内してくれた。

「先ほど優月様もお通ししたところですので、ご在室かと思います」

　優月の所在についても、廊下を歩きながら先回りして教えてくれる。

　彼女が客室の前で一礼して、来たばかりの廊下を戻っていくのを見送ってから、私はじわじわと込み上げてくる緊張を抑えようと、一度大きく深呼吸をした。

　長い息を吐き切ってから、右の拳をドアに打ちつけようとして。

「ちょっとユヅキ」

　中から聞こえてきた声に、一瞬ピタッと手を止める。

「ユヅキの部屋は別邸にあるって、どうして先に教えてくれないのよ」

　さらに続く不満げな英語。私はその場で固まったまま、ゴクッと喉を鳴らした。

「それなら私の部屋もそっちにしてほしいわ」

　ふてくされたような声に、優月の返事が被せられる。

「うちの方に使用人はいない。こっちでなにが不満だよ」

「言っとくけど、私の怪我はアヤノに突き飛ばされたせいよ。あなた、今はただのボスなんだし。部下の不始末の責任取る気は、もちろんあるんでしょ」

　私の名前が出るのを聞いて、私はドアの外でハッと息をのんだ。

「もちろん取るよ」

「だったら、ユヅキと同じ別邸に泊めて。使用人なんかいらないわ。あなたが世話してくれれば済む話じゃない」

　優月の返事は聞こえてこないけれど、このまま頷かせてはいけない。私の名前が出されたこのタイミングで、ちゃんと踏み込まなければ。

「……しっ、失礼しま……」

「別邸に女は泊めない。……あれは、俺の新居にするつもりで建てたものだから」

　気が急いて、ノックという行為をすっ飛ばしてドアを開けた私の耳に、優月が彼女に放った返事が届いた。

「世話だけなら、いくらでもやってやるよ」

　部屋の真ん中で、優月がまっすぐ背筋を伸ばして、ベッドの上のマリーさんを見下ろしている。

「足の腫れが引くまでの二、三日だ。俺がこっちで過ごせば、マリーの要求に沿うことはできるだろ……」

「ダメ～っ!!」

　優月が腰に手を当ててそう言っている途中で、私は叫んでいた。それで初めて、私が入室したことに気付いたようだ。ふたり同時に、『え？』というような視線を向けてくる。

　散々泣いた後で真っ赤な目をした私を見て、優月がギョッとしたように目を見開いた。

「綾乃!?」

「ご、ごめんなさい。ノックし忘れて……」

「いや、別にいいけど。荷物ならちゃんと届いた。どうしてお前まで来たんだ？」

　歩み寄ってくる優月の向こうで、診察台の上にいた時と同じように、マリーさんが膝を抱えて座っている。私に向ける視線は不機嫌そのものだ。

「ほんとよ、アヤノ。なにしに来たの？　ダメってなによ？」

『邪魔よ』とばかりに、ハッと浅い息を吐くマリーさんに、私は一瞬逃げ腰になる。けれど、私を自分の背の後ろにやって、さっきと同じようにかばおうとしてくれる優月を押しのけ、ベッドの横まで歩を進めた。

　マリーさんは、いきなり距離を詰める私を見上げ、警戒するように身じろぎした。

「ごめんなさい、マリーさん。本当に、申し訳ありませんでした！」

　私は声を張って謝罪をして、腰を直角に曲げて頭を下げた。

　マリーさんは黙っているけれど、優月が私の肩に後ろから手をかける。

「綾乃。お前はもういい。あとは俺が……」

　そんな言葉が続くのを聞いて、私は勢いよく頭を上げる。そして背後を振り返り、「ダメ！」と繰り返して、彼を見据えた。

「私がいけないんだもの。優月はこれ以上なにもしなくていいの」

　こんなに強気でムキになる私が珍しいせいか、優月が戸惑った様子で私の肩から手を離した。

　私は一度大きく息を吸って、再びマリーさんに真正面から向かい合う。私の方が見下ろす姿勢のせいか、彼女がさっきより怯むのが窺える。

「マリーさん。優月は関係ありません。これ以上優月に要求するのはやめてください。足の腫れが引いて帰国できるようになるまで、私がマリーさんのお世話をしますから」

　胸を張ってそう言った途端、後ろから「えっ!?」とひっくり返った声が聞こえてきた。私の前では、マリーさんがどこか呆れたように眉間に皺を刻んでいる。

「ちょっ、綾乃、待て！　お前、なに言い出すんだ」

　優月が焦った様子で、私の肩を手で引いた。それにつられて、私は彼を肩越しに見上げる。

「私のせいだもの。当たり前のことでしょ」

「うちなら使用人の手もあるから連れてきたんだ。なにも綾乃がする必要は……」

「やるったらやるの！　私がしたことの責任くらい、自分で取る!!」

　優月に身体の正面を向けて、私はそう怒鳴った。

　私の勢いにのまれたように、彼がグッと言葉に詰まる。

「必要なのは移動する時の手助けでしょ？　私じゃ抱えられないけど、なんとかなる」

「バカか。お前がやったらほとんど介護じゃねえか。人の世話なんかしたこともないくせに……」

「優月がやるより、マシ！」

　私はこれ以上の反論を許さない意気込みで、目に力を込めた。

「……はあ」

　言い合って対峙する私と優月に痺れを切らしたのか、マリーさんが太い溜め息をついた。

「じゃあ、勝手にしたら？」

「なっ……」

　優月が目を剥いてマリーさんを振り返った。

　けれど彼女はその視線を無視して、私を見上げてくる。

「じゃ、アヤノ。早速だけど。疲れたから早く休みたいの。お風呂の準備して」

「え？　お風呂……？」

「そうよ。湯舟に入るのと出るの、手伝いなさい」

　マリーさんは三角座りを解き、お尻をずらしてベッドサイドに座り直した。床に足を垂らし、胸を張って私を見上げる。

　私に向かって胸を突き出す姿は、座っていても十分な貫禄がある。

　それでも私はどうしても疑問で、「あの」と言葉を挟んだ。

「足首の腫れが引かない状態で、湯舟に浸かって大丈夫ですか……？」

　多分、至極真っ当な質問だったはずだ。だけど、マリーさんには揚げ足を取ったように聞こえてしまったのか、とても不機嫌に私を睨んでくる。

「文句があるなら、全部ユヅキにお願いするからいいわ」

　そのひと言で、マリーさんが私に意地悪する気満々なのは感じ取れた。すぐに音を上げると思っているんだろう。だからこそ、私はここで屈するわけにいかない。

「っ……や、やります。お手伝いします!!」

「綾乃!?」

　優月は焦って私を止めようとするけど、これは私に与えられた試練。マリーさんのお風呂のお手伝いなんて、優月には絶対させられない!!










初めての嫉妬に男冥利




　とはいえ、怪我人のお風呂のお手伝いなんてしたことがない。

　親切にもマリーさんが寝間着用のＴシャツとハーフパンツを貸してくれて、それに着替えて浴槽への出入りを手伝ったのだけど……。

　入浴したのはマリーさんだけなのに、私までお湯を被ったように、全身びしょ濡れ。慣れない介助で普段使わない筋肉を使ったせいか、身体のあちこちがギシギシする。

　悠々とブロンドの長い髪を乾かすマリーさんが『もういいわよ』と言ったのは、完全に呆れ果てていたせいだろう。

　だけどそれをご慈悲と思えるくらい、彼女の客室を出た私は、疲労困憊だった。そして、体力的なものとは別に、どうでもいい劣等感に追い打ちされていた。

　お風呂のお手伝い。もちろん、入浴するマリーさんはバスタオル一枚の裸という状態で、私の目は彼女の豊満な胸元ばかりに向いていた。同じ女の私が見てもドキドキする成熟した身体は、悔しいくらい魅惑的で、すっかり脳裏に焼きついてしまった。

　ドッと降ってきた疲労に潰されそうになって目を閉じると、自然と網膜に浮かび上がってくる。私は勢いよく首を横に振って、彼女の姿を頭から消し去った。

　今日のところはこれで解放されたけれど、これはますます、明日以降も絶対私が頑張らないと。

　私の責任、というのはもちろんだけど。

「こんなこと、絶対優月にやらせたくない」

　それ以上に私の心を占めるのは、進藤さんから指摘された通り、嫉妬という醜く激しい負の感情。

　決意表明の独り言を口にして、ギュッと唇を噛んだ時、前方から足音が聞こえた。

「綾乃！」

　同時に名前を呼ばれて、私はハッと顔を上げて足を止める。

「優月」

　駆け寄ってくる優月を見て、一瞬顔が強張るのを自覚した。

　それに慌てて、ぎこちないとわかっていながら、すぐに笑みを浮かべてみせる。

「おま……なんて格好してんだ、バカ！」

　だけど、いきなり険しい口調で言われて、私はビクッと立ち竦んだ。

　彼は着ていたカーディガンを脱ぎながら、大きな歩幅で弾むように駆けてくる。私の前で足を止め、それを背中から巻きつけて羽織らせてくれた。

「あ、あったか……」

　無意識に、そう呟いてしまう。

　頭がカッカしていたせいか気にならなかったけれど、お風呂の介助でびしょ濡れになって湯冷めしていたのかもしれない。優月の温もりが残ったカーディガンが、とても温かい。

　だから私は優月を見上げて、ニッコリ笑ってお礼を言った。

「ありがと」

「ありがと、じゃねえよ！　気付いてないのか、お前」

　優月は生え際から前髪をかき上げ、「はーっ」と大きな息を吐く。

「え？」

　困惑して首を傾げると、優月はガシガシと頭をかいてから背を屈め、私に小声で耳打ちした。

「ブラジャー。……透けて丸見え」

「……っ!?　ええっ!!」

　優月の言葉にギョッとして、私は大きく目を見開いた。どんな状態なのか確かめようと、カーディガンの前を開き、自分を見下ろそうとする。

　途端に、「バカ」と、優月が私の両手を掴んだ。

「いいから着てろ。最初に見つけたのが俺でよかった。本邸には俺以外の男もいるんだから、もっと気をつけろよ……」

　優月はそう言って、再度太く深い溜め息をついた。そのまま私から目を背け、クルッと背を向けてしまう。

　そう咎められて、顔だけじゃなく、身体までカアッと火照るのを感じた。

「ごめん……」

　あまりの恥ずかしさに、消え入るような声で謝りながら、私はしっかりとカーディガンの前を合わせて、両手で握りしめた。

「いいから、ちゃんと着ろ」

　こっちに背を向けたまま素っ気なく続ける優月に、私はもう一度小さな声で謝り、カーディガンに袖を通そうとした。けれど、なんとなくその手を止めてしまう。

　視線を自分の足の爪先に落としてから、そっと目線を上げて優月の背中を見つめた。ただそれだけで、胸がドキドキと加速し始める。

　頭の中で、マリーさんの裸同然の姿がグルグルと蠢うごめき始めた。進藤さんに〝嫉妬〟と言われたあの荒れ狂った醜い感情が、再び胸にせり上がってくる。

「そうだ」

　その時優月が、私に背を向けたまま呟いた。

「綾乃、今夜……」

　なにか言いかける優月に、私は手を伸ばす。

「っ……？」

　彼が小さく息をのむ気配が、背中から振動で伝わってくる。

「優月、ごめんなさい」

　私は優月の背中に抱きつき、身体の正面に腕を回してそう言った。

　私の腕の中で優月がわずかに強張り、ゴクッと喉を鳴らす音が聞こえてくる。

「……謝らなくていいから、ちゃんと着ろって。俺のシャツにまで水染みてくる。冷たい」

　優月はそう言って、お腹の前に回した私の手に、自分の手を重ねてきた。

「今だけじゃなくて。……マリーさんの怪我」

　私はドキドキしながら、優月の背に額をコツンとぶつける。

　彼は私を宥なだめるように、私の両手をポンと叩いた。

「もう何度も謝るの聞いたよ。それはもういいから」

「よくない。優月、私ね。……マリーさんにヤキモチ焼いてたみたい」

「……え？」

　思い切って告白した私に、優月は一拍遅れて聞き返してきた。肩越しに見下ろされているのを感じて、腕に力を込める。

「だって、優月。マリーさんとそういう関係だったでしょ？」

「っ……綾乃!?」

「ごまかさないで。パーティーで、久しぶりに、って誘われてたの、聞こえた」

　私はできる限り気持ちを落ち着けて、優月を遮った。

　わずかの間、私への返事を探すように逡巡して、優月は肩を落として溜め息をついた。

「……ごめん。嫌な思いさせた」

　優月はそう言って、再び私の両手に手を重ねてくる。

　私は優月の背中で、小さく頷くだけ。

「けど……」

　彼の手に、きゅっと力がこもるのを感じる。

「お前、俺の過去のこと知っても平気な顔してたのに。ヤキモチって……どういうこと？」

　心を探るような、低い声。

　当然聞かれると予想していたから、私は込み上げる緊張を抑えようと、一度大きく息を吸った。

「嫌……だった」

「え？」

「私が知らない優月を、マリーさんは知ってる、から」

「……綾乃？」

　優月が私の手を解きにかかる。私は抗わずに手を解いて、優月の背から離れた。

　それを待って、優月がクルッと身体の向きを変えた。私と正面から向き合うと、羽織っただけのカーディガンを、前でしっかりと合わせてくれる。

「だって……マリーさんは知ってるでしょ？　……優月の、欲情した顔」

　頬が熱を帯びるのを感じながら、私は掠れる声で呟いた。

「欲、って……えっ!?」

　ギョッとしたように大きく目を見開いた優月が、声をひっくり返らせた。

「ちょっ……待て、綾乃。お前、なにを……」

　吸い込んだ酸素に噎せ込んで、優月がゴホッと咳き込む。

「私は見たことない。優月のそんな顔」

　彼の驚きようが想像以上だったから、私まで恥ずかしくなってしまい、拗ねた気分でそっぽを向いた。

　優月は呆然として、言葉に詰まっている。

「だから……マリーさんの怪我は私のせいだし、優月が家に泊めるように手配してくれたのは私のためってわかってても、嫌だったの！」

「綾乃……」

「優月が私を〝恋人〟って言ってくれても、マリーさんが、私よりも優月の近くにいるの、嫌なの！」

　自分でも醜いとわかっている嫌な感情を、優月の前で晒すのは恥ずかしい。

　それでも、全部思う存分吐き出してしまったら、胸につかえていたものが、ほんの少し軽くなった気がした。

　優月の視線が降ってくるのを感じる。私は顔を俯かせて、「はーっ」とお腹の底から深い息を吐いた。少し自分を落ち着かせると、優月が黙ったままなのが怖くなり、目線を上げて窺った。

「優月……？」

「……ったく、お前は、ほんと」

　私よりも赤い顔を大きな手で隠して、優月が溜め息交じりに呟いた。そしてもう片方の手で、どこか乱暴に私の頭をぐりぐりと撫で回す。

「っ、優月っ！」

「先に伝えようとしたんだけど、今夜、綾乃の部屋、うちに用意させたから」

「……え？」

「別邸の方に。綾乃のご両親にも連絡しておいた。どうせ明日も、朝からマリーの世話するつもりだろ？」

「う、うん……」

　髪をグチャグチャにする優月を止めようと、私は頭に手を遣った。私が捕まえる前に、優月は手を引っ込め、目を細めて私を見つめてくる。

「それなら、お前の方が俺の近くにいることになる。それでも嫌？」

「ううん。でも……」

　自分で『嫌だ』と言ったのに、それでいいのか迷って口ごもる。

　私の反応が怪訝だったのか、優月が「ん？」と聞き返してくる。

「別邸の方って。……いいの？」

　さっき私がここに着いた時、優月はマリーさんに、別邸には泊めないと拒んだのに。

「優月、新居のつもりだから、って……」

　優月は「ああ」と呟いて、軽く肩を竦めた。

「お前は別」

「え？」

「新居って、〝俺と綾乃の〟ってことなんだけど」

「……っ」

　根っこから揺さぶられるように、鼓動が跳ねた。そのままドクドクと速いリズムで打ち鳴る胸に、私は無意識に手を置いていた。

　優月は「ふふっ」と声を漏らして笑い、ちょっと恥ずかしそうに目を伏せる。

「悪い。この状況で不謹慎だってわかってるんだけど……嬉しい」

「え？」

「お前さ。〝狭い世界〟って言ってただろ？　それに、学生時代までなんの不満もなかったって」

「う、うん……？」

　優月がなにを言おうとしているのか、言葉の先を探って語尾が上がる。

「きっと、必要なものはものすべて揃っていて、自分で欲しいと思ったこともなかったはずだ。自分のものを奪われる危険もない。だから、人を羨ましいと思ったり、妬んだり、嫉妬したり……そういう醜い感情、知らずに育ってこれたんだよな」

　優月はとても穏やかな顔で、しみじみと言う。

　私は、彼が言うほんのちょっと前までの私の世界を、思い描いてみた。

　その言葉になんの異論も見つけられず、黙って目を伏せ、一度だけ頷き返した。

「まだ無自覚なんだろうけど。そんな綾乃が、俺のこと独占したくて、妬いてくれてるのかと思ったら。申し訳ないけど、男冥みょう利りに尽きる」

「独占……」

　優月の言葉を繰り返し、私はほんの少し戸惑った。

　初めてそれを優月から感じた時、ものすごくドキドキして、嬉しかったことを思い出す。そして今、優月もあの時の私と同じように喜んでるのを見て、胸がきゅんと疼いた。

「うん。……嬉しい」

　この気持ちを伝えるのに、どんな言葉を選べばいいかわからない。だから私は、心に浮かんだまま、素直に口にした。

「ヤキモチ、嬉しい。独り占めしたいって思えるほど欲しいものがあるって、幸せだね」

　そう言って、私は優月に微笑みかけた。

「っ……」

　彼は私をジッと見つめて、小さく息をのんだ。そして、大きな手を顔に当て、私から背けてしまう。

「ゆ、優月？」

　そんな反応は予想外で、私は何度も目を瞬かせた。

「……反則だろ……」

　私に顔を隠したまま、彼はボソッと呟く。

「え、っと」

　困惑して、かける言葉を探す私の前で、優月は「はーっ」と長い息を吐いた。

　やがて顔から手を離し、チラリと私に横目を向ける。

「綾乃は簡単に〝欲情〟なんて言うけど。俺のそんな顔を見たら……今はまだ、綾乃は怯えて怖がるだけだ」

　とても際どいことを言われた気がして、私の胸はドキッと跳ね上がった。

「それでも、見たいの？」

「え。あの……？」

「好きな女の前で欲情した男なんて、ただの獣だ」

　返事に困って優月を窺った私を、彼は早口で遮る。そしていきなり、大きな手で私の両目を覆って塞いだ。

「え、優月っ……」

「……やっぱり、ダメ。目、閉じてろ」

　有無を言わせない言葉と同時に、背中に優月の手を感じる。

　私の身体は、反射的にビクッと震えた。

　広い廊下に漂っていたひんやりとした空気が動き、ちょっと冷たい風が頬を掠めた、その時。

「っ……」

　唇に、なにか温かいものが押し当てられた。軽く吸い上げられる感覚で、キスをされてることに気付く。

　心臓がドクッと大きな音を立てて拍動した、次の瞬間――。

「綾乃。唇、開けて」

　重なる唇の隙間から、優月が掠れた声でそう呟いた。

「え……」

　聞き返そうとしてわずかに開いた唇の隙間に、優月が舌を割り込ませて、さらに大きくこじ開ける。

「ふ、あっ……」

　自分のものとは思えない、鼻から抜けるような声が漏れた。

　それを恥ずかしがってる余裕なんかない。

　さらに深く踏み込まれ、押されるままに後ずさり、廊下の壁に背がぶつかった。

　逃げ場を失った私に、優月は容赦なく攻め込んでくる。優月は強引に挿し込んだ舌で、私の口内をかき回していた。

　なにか狂暴で官能的な刺激が、ゾクゾクと断続的に上ってくる。背筋を貫き、脳天まで一気に駆け抜けるような甘く激しい痺れに、私は身を震わせた。

「んっ……は、あ、ゆづ……」

　呼吸もままならない激しく熱いキスに、頭が蕩とろけそうだった。

「……あんまり俺を煽るな、綾乃」

　そんな言葉と同時に、優月の唇が離れていった。

　私は目元を彼に押さえられたまま。乱れて荒い呼吸を整えようと、肩を大きく上下させる。

「ゆ、づき」

　私はまだドキドキと鼓動を高鳴らせ、掠れて途切れる声で彼を呼んだ。

「優月の顔……見たい」

　続けた呟きには、グッと言葉に詰まったような反応が返ってきた。

「手、離して」

　そう言いながら、私は目を覆う彼の手にそっと両手をかける。

　なのに。

「まだ、ダメ」

　つれない返事が続いたかと思うと、優月がもう片方の手を私の後頭部に回した。そのまま、力任せに彼の胸に押さえつけられる。

　目を開けても視界は真っ暗だから、これが〝絶対に顔は見せない〟という優月の意志表示だとわかる。

「……ズルい、優月」

　ちょっとふてくされて、私は拗ねた独り言を漏らした。それが聞こえたのか、頭上から大きな溜め息が降ってくる。

「こんな顔、見せられない。絶対怖がらせるし、綾乃、泣くかもしれない」

「獣の顔？」

　さっき優月が言っていたことを思い出し、想像しながら聞いてみた。

「……多分。ついでに、相当エロい顔」

　優月は諦めたように素っ気ない返事をするけれど、それがまた私の好奇心をくすぐり、妄想ばかりが膨らんでしまう。

「見せて」

「だから、ダメだって」

「……私にも、欲情した？」

　今度は、直球で聞いてみた。

　優月は無言で私の髪をサラッと指で梳いた。

　ごまかすつもりかと思ったけれど。

「してるよ」

　わずかな沈黙の後、吐息交じりの声が聞こえた。

「俺の理性、とっくに崩壊してるってこと、忘れるな」

「っ……」

　その言葉に心を鷲掴みにされて、胸がきゅんと疼いた。

　そのままドキドキと激しく高鳴り始めて、優月の胸に顔を擦りつけるように埋める。

　なんだろう……怖いと思う気持ちもあるのに、それ以上に嬉しい。

　優月の背中に手を回し、私のせいで湿ってしまった白いシャツを握りしめる。

　知らない感情。未知の感覚。

　淡く甘酸っぱい想いが込み上げてくる。

　優月がくれた、初めての時より深いキスはとても熱くて甘く、私は身も心も、頭の中まで蕩けてしまった。

　今までのようにただ大事にするだけなら、きっと優月は私にこんなキスをしてくれなかっただろう。だからこそ、顔を見せてくれない優月が、私をとても愛してくれていることを感じる。

　そこに、〝妹〟じゃなく〝女〟として愛される喜びを見つけた、その時――。

　私の中の未熟な恋の芽が、急速に育ち始めた。




　翌朝八時にマリーさんの客室を訪ねると、彼女はすでにベッドの上で身体を起こしていた。私が「おはようございます」と挨拶すると、彼女は『来たの』とでも言いたげな呆れた顔を浮かべた。

　昨夜のお風呂のお手伝いで懲りて、私が逃げ出すと思っていたのかもしれない。

　もしかしたら、代わりに優月が来ることを期待していたのか、私の背後に目を遣って、不満げに顔をしかめる。

　それを気にすることなく、私は必死にお手伝いに励んだ。

　支えようとしてちょっとよろけると「役立たず！」と舌打ちされ、力が入らず手間取ると「ノロマ！」と罵られる。さすがに何度も挫けそうになったけど、そのたびに「ユヅキが来てくれれば済むのに」と言われて逆に発奮した。

　私が音を上げて優月に替わってもらうなんて、絶対にダメ。正直、私の責任だからとか、マリーさんの思う壺になりたくないとかじゃなく、ここまで来たら完全に意地だ。

　そういうわけで、マリーさんの意地悪も嫌味も、すべて右から左へスルー。最後は彼女の方が根負けして、一日の活動時間が終わる頃には、文句も言わなくなっていた。

　朝からずっとマリーさんと一緒で、気を張り続けた私は、本邸を出た途端、ドッと降ってくるような疲れに押し潰された。

　肩を落とし、トボトボと別邸に戻る。昨夜以上にげっそりしている私を見て、優月も苦笑を隠せずにいた。

「明日は替わるか？」という提案は、無言で首を横に振って却下。

　最初から、私が絶対に首を縦に振らないことは見透かしていたのだろう。

「だったら、俺が労ってやる。マッサージしてやるから、こっち来い」

　クスクス笑いながら、優月は私に手招きをした。

　なんとも魅力的な申し出だけど、もう今夜は夕食を取る気力もない。とにかく早くベッドに横になりたくて、私はシャワーを浴びてすぐに部屋に戻った。

　ベッドに倒れ込むようにダイブして、ふかふかの布団に身を沈めた途端、睡魔が襲ってきた。うつ伏せで、まさにエステの施術を受けるような体勢で目を閉じながら、私は優月が申し出てくれたマッサージを思い描いてしまった。

　明日は日曜日だし、一週間の始まりに備えて、私からお願いしてみようかな……。

　そんなことを考えるうちに、私はいつしか眠りについていた。




　その翌朝も、私が部屋を訪れた時には、マリーさんはちゃんと起きていた。私が来るまでお手伝いさんを呼ばなかったようで、窓のカーテンは閉まったままだった。

「おはようございます」と元気に挨拶をする。

　私に向けられたマリーさんの瞳に、昨日ほど呆れた色はない。どちらかというと、諦めたという言葉がしっくりくるかもしれない。それは、めげずに私が手伝いに来ることに対してか、優月が来ないことに対してか、イマイチ判断はできないけれど。

　理由は聞かずに、私は一番最初にカーテンを開けた。その途端、窓から朝日が射し込んで、薄暗かった部屋が明るくなる。

　振り返ってみると、マリーさんは眩しそうに眉を寄せ、細めた目を私に向けていた。

「マリーさん、朝食まだですよね？　今、持ってきますね」

　彼女の視線を意識しながら、私は首を傾げてニッコリ笑ってみせた。

　返事は待たずにドア口に向かうと、「アヤノ」と呼び止められる。

「はい」

　ドアレバーに手をかけながら、振り返る。

「どうして、来るの？」

　静かに聞かれて、やっぱり私がめげないからこその表情なのか、と納得した。

「昨夜、また明日来ます、って言ったじゃないですか」

　私は苦笑しながら返事をして、そっと肩を竦めた。

「あ。優月にっていうなら、本当に今日はダメですよ。優月、穂積会長の補佐に呼ばれて外出で……」

「そういうことを言ってるんじゃないわよ。だいたい、この程度の捻挫なら、部屋の中くらい松葉杖を使えば自分で移動できる。なんであなたも優月も、バカ正直に私の言いたい放題を受け止めて、『自分でやれ』のひと言を言わないの」

　そう言い捨てて、マリーさんは呆れたというより蔑むような目を私に向けてくる。

　私は黙って口を閉じた。

　優月はどうだかわからないけど、私はもちろん『甘えすぎだ』と思っていた。優月と一緒にいたくて我儘を言っただけというのも、わかっている。

　だけど怪我をさせたのは私なんだから、マリーさんが手助けを求めるのなら、応えなきゃいけない。

　……もちろん、彼女は私にしてほしいわけじゃないのだけれど。

「本当に自分でできるくらいまで治ったら、もちろんそう言わせてもらいます」

　だからそれだけ言って、今日一日もお手伝いは続けるつもりだと主張する。

　マリーさんは眉間の皺を深めて、溜め息をついた。

「アヤノは腹立たしいくらいマジメないい子ちゃん。……アヤノのせいじゃないのは、あなたが一番わかってるじゃない」

　どこか投げやりな調子で言われ、私はゆっくり身体の向きを変えた。ドアに背を預けると、ベッドの上で膝を抱えているマリーさんに、まっすぐ視線を向ける。

「ユヅキにはアヤノに突き飛ばされたって言ったけど、どうして自分で説明しないの。私が先に意地悪して手を出したから、アヤノはそれを振り払っただけ。……第一、ユヅキだって、あなたがそんなことするはずないってわかってるわよ」

　ふてくされたようなマリーさんの言葉を胸に刻んで、私は一度大きく息を吸った。

「私だって、意地悪されたことはもちろんわかってます。……でも多分、ちょっと前までの私なら、あんなに感情的にならなかった。だから、やっぱりマリーさんの怪我は私のせいなんです」

　私の返事を聞いて、マリーさんは不審そうに首を傾ける。

　私はドアから背を離し、彼女に近付いていった。私から視線を離さずにいるマリーさんの顎が、徐々に上向く。

「それと……感謝です。マリーさんは、私に嫉妬させてくれたから」

「嫉妬？」

　マリーさんが、意味がわからないというように眉を曇らせる。

　私は彼女の傍らに立って、大きく頷いてみせた。

「マリーさん。私、パーティーの時も言いましたけど、優月とは許嫁というだけで、その……今までは恋という感情すら抱いてなかったんです」

　思い切って口を開き、ゆっくりはっきりした日本語でそう告げた。

「聞いたわよ」

　マリーさんは、シレッと素っ気ない返事をしてくる。

「だからユヅキは、私や他の女と遊んでたんだから」

「……それを知って、優月との関係を考えるようになりました。七つも年下で妹みたいにしか思われない私とじゃ、決して恋にはならない。もちろん、結婚しても気持ちは変わらず……私も優月も、きっと幸せじゃない」

　マリーさんが瞳に訝しげな光を滲ませるのを感じながら、私はそっと目を伏せた。身体の正面で組み合わせた手に視線を落とし、自分でも言葉を考えながら口を開く。

「マリーさん、言ったじゃないですか。優月の妻は私でいい。従順でさえあれば。女は他で、って。私も心のどこかで、結婚して優月が浮気しても、波風立てずに許すんだろうなって思ってました。でも……それじゃ嫌だと思った。だから婚約解消を申し出ました」

　一度言葉を切って、私はそっと目を伏せた。

　こうして自分で声に出してみると、今でもパーティーの時と同じ激情が沸々と湧き上がってくる。

　今、ベッドにうずくまるように座っているマリーさんに、私はやっぱり嫉妬してる。

　負けたくない、負けられない。

　今まで抱いたことのない、強く醜い感情が抑えられない。

「大人しく結婚しても、普通以上の幸せは保障されてました。でも、お飾りみたいな妻じゃ嫌。ちゃんと恋をして恋をしてもらって……そうやって結婚したい。それに優月も、我儘で婚約解消を申し入れた私に、恋をしようって言ってくれた」

　優月がそう言ってくれた時、ドキドキして、とても嬉しかったことを思い出す。あの時の鼓動を胸に蘇らせて、私はそっと手を置いた。

「だから……私じゃ優月に相応しくないなんて、卑屈なこと考えて身を引きたくない」

　今心にある感情を、包み隠さずに言葉にした。

「怪我をさせてしまい、申し訳ありません。でも、ヤキモチ焼かせてくれてありがとうございました」

　私は一度しっかりと背筋を伸ばし、マリーさんの前で深々と頭を下げた。

　返事がないから、彼女が私の謝辞をどう思っているのかわからない。けれど、頭を上げる前に、プッと吹き出して笑う声が私の耳に届いた。それに導かれるように、私はゆっくり頭を上げた。

「ヤキモチ焼かせてくれて、って。そんなお礼されたの、初めてだわ」

　私の前で、マリーさんは肩を揺すっておかしそうに笑っている。

　パーティーの時からずっと見ていなかった、彼女が明るく笑った顔。その表情に心のどこかでホッとして、私はマリーさんの次の言葉を待った。

「でも……なんでアヤノが私にヤキモチ焼くのよ。妬ましいと思ってたのは私の方よ。ずっと、ずっと」

「え？」

　いつもみたいに小バカにするか、皮肉るか、それとも呆れるか。どちらにしても、辛辣な言われ方を予想していたから、彼女が口にした言葉に、私は一瞬戸惑った。

「ユヅキにとって、アヤノはなによりも誰よりも最優先。……私はいつも、ユヅキがあなたをどれだけ大事にしてるか、見せつけられてたわ」

　マリーさんは、ゆっくりと自嘲気味に呟いた。

　彼女の青い瞳が、寂しげに揺れるのを見て、私の胸がズキッと痛む。

「私がユヅキに会うのは、パーティーで日本に来た時だけ。だから毎回楽しみにしてた。だけど……いつも必ず、彼にエスコートされるアヤノとも会うのよ」

　マリーさんはそう言って、顔を俯かせた。足元の毛布をギュッと握りしめている。

「初めて会った時、アヤノを子供っぽくてお人形みたいな子って思ったわ。こんな許嫁じゃ、ユヅキも物足りない。そりゃあ他の女に手出すわよ。……って負けてる気もしなかった。でも、ユヅキがあなたを見る目は、他の女に向けるものとは全然違った」

　長い綺麗なブロンドの髪が頬に落ち、私には彼女の表情が見えない。

「私が見たことないくらい優しくて、慈いつくしんで愛おしんで……。彼の目は、何年経っても変わらない。ユヅキとアヤノの間に、私には敵わない絆きずなみたいなものを感じ始めた頃、誘ってもユヅキがのってくれなくなって、『もう終わりだ』って言われたわ」

「……絆、ですか？」

　マリーさんの震える拳に視線を落としながら、私はそう繰り返していた。

　彼女は「そう」と言って、ハッと浅い息を吐く。

「私や他の女は、ユヅキにとってはただのアバンチュールよ。一度きりじゃなくもう一度って、次を期待してしまうほど、甘く幸せな遊び。だけど……アヤノは違う」

　マリーさんは一瞬ふっと表情を和らげたものの、顔にかかった長い髪をかき上げながら、笑みを引っ込めて唇を噛んでいた。

「あなたは私や他の女のように、女を武器にしてユヅキを繋ぎ止める必要はない。気負わず自然体のままで、ユヅキに大事に愛してもらえる。羨ましすぎて、憎かった」

　マリーさんは少しずつ早口になっていき、感情が昂り始めている。それを必死に抑えようとしているのか、彼女の拳により一層力がこもるのも見て取れる。

「あんなに大事に愛されてたのに、その上恋もなんて……。アヤノは贅沢よ。少しくらい痛い目見ればいい。バチが当たればいい。でも神様まで甘やかすから、私が代わりに罰を下してやったのよ」

「……マリーさん」

「ママゴトみたいな恋愛ごっこは早く終わらせて、さっさとユヅキのものになってあげなさい」

　マリーさんは小さな声で素っ気なく言って、私から逃げるように顔を窓の方に向けた。

　彼女の言葉が、私の胸にグッと沁み入ってくる。

　身体とか見た目とか年齢といった、わかりやすいものだけじゃない。疑いようもないくらい、私は子供だ。

　狭い鳥籠の世界に疑問も抱かず満足していた私が、いきなり大空を知っても、まだまだ全然高く飛べない。羽ばたけない。

　広い広い空は、見たくないものも知りたくないことも、全部容赦なく私に教えてくれた。今まで優月に守られるだけで、見ずに知らずに済んでいたことばかりだ。

　真綿の中で守られるのが当たり前で、それに慣れてしまったままじゃいけない。

　空を知ることを望んだのは私。だから全部受け止めて、乗り越えていく。

　そのために、私は羽に力をつけないと。

　自分の翼で、飛び立たないと。

　そんな自分になるための手段は、私の中に、まだぼんやりとしか浮かんでくれない。










くすぐる指の思惑と駆け引き




　昨日と同じ時間にマリーさんの客室から引き上げて、ゆっくりとお風呂に入ってから部屋に戻った。

　優月が用意してくれた私の部屋は、彼の寝室と同じ二階にある。

　階段から一番近い部屋のドアを開けようとして、その奥の優月の寝室にチラッと視線を向けた。ドアの隙間から明かりが漏れている。

　今日、優月は会長について外出していたけど、どうやらもう戻ってきているようだ。

　ドアレバーを押し下げて、私はすぐに手を止めた。一度躊躇してから、思い切って手を離す。

　乗り越えていかないと。

　マリーさんに焚きつけられて、そう考えたことを思い出す。

　それは今も同じように胸の奥底に刻まれていたから、衝動じゃなく、ちゃんと私の思いなんだとわかる。

　私は廊下の奥に向かって踏み出した。

　私と優月しかいないこの別邸では、どんなに足を忍ばせても、ヒタヒタと足音が響いて聞こえる。

　優月の寝室の前に立ち、重厚な造りのドアを一度見上げた。

　大きく深呼吸して意を決してから、ゆっくり二回、拳を打ちつけてノックをする。

　中から「どうぞ」と声が聞こえてくる。

　私はゴクッと唾を飲み、そおっとドアを押し開いた。

「お帰り、綾乃。お疲れ様」

　相変わらずベッドばかりが存在感のある寝室。優月はキングサイズのベッドの上で足を投げ出して座り、その上に分厚い本を広げている。

　そこからちょっと目線を上げて、チラリと私に視線を流してきた。

「もう風呂入ってきたのか？」

　タオルドライしただけで、頭の後ろでシニヨンにした私の髪を見て、優月はそう訊ねてきた。

　私は頷き返しながら、後ろ手でそっとドアを閉め、そこに軽く背を預ける。

「今日の午後診察に来てくれたドクターの話じゃ、マリーの足の腫れもだいぶ引いてきたみたいだな。明日は無理でも、明後日なら飛行機乗せられるかな」

　優月はそう言いながら足の上の本を閉じ、軽く脇にどけた。

「綾乃、疲れたろ？　ちゃんとゆっくり休めよ」

　当たり前のようにそう言われて、私は思い切って優月の方に近寄っていく。

　きっと優月は、この次私に『部屋に戻れ』って、そう言うに違いない。

　仕事帰りに送ってもらった時、部屋に誘って『恋人になることばかり焦るな』と返されたことを思い出す。

　あの時は確かにそうだった。でも今は違う。

　ちゃんと優月のそばにいたいと思ってる私がいて、だから今、部屋を訪ねた。

　このまま、『帰れ』と言われたくない――。

　ベッドサイドで足を止めると、彼は私を見上げ、ベッドに伸ばしていた足を床に下ろして私と向き合った。

「ん？　なに？」

　問われて、困る。

　追い返されずに済む方法……なんとか会話を引き伸ばそうとしたものの、その切り口が見つからない。

「あ、あの」

「なに？　あ。もしかして、今日はマッサージしてほしいんだろ？」

「へ？」

　言い淀む私に、優月がニヤッと笑った。

　マッサージという言葉に一瞬首を傾げてから、昨夜も同じことを言われて断っていたことを思い出した。

　これだ……！と思うと同時に。

「う、うん！　お願い！」

　即座に返事をして、私は優月のベッドに片膝を乗せた。

「えっ!?」とひっくり返った声をあげる彼に構わず、ベッドに乗り上げる。

「嬉しい！　もうね、肩も背中も腰もバッキバキなの」

「こ、腰……!?」

　途端に優月はギョッとした表情を浮かべた。それを気にせず、私はベッドの真ん中まで進んでいき、そこにうつ伏せで横たわった。

「はい。お願いします」

　ベッドの端に腰を下ろしている優月を、振り仰ぐ。

「お前な……。ちょっとばあちゃんの肩揉んで、くらいの感覚で言ってんだろ……」

　とても深い溜め息が聞こえてきた。それには、思わず顔をしかめてしまう。

「どうして。優月の方から言い出したくせに」

「それは……」

　優月はなにか言いかけて、結局言葉をのんだ。

「ったく……ちょっとだけだぞ」

　わずかに低い声でそう言って、優月が私を振り返った。

　彼がベッドに膝を乗せ、そこが軋む音を聞いて、私の胸もドキッと跳ねる。

「う、うん。ありがとう、優月」

　一瞬身が竦んでしまったのに気付かないふりをして、私は枕に顔を埋めた。

「社長に肩揉みさせる秘書なんか聞いたことねえぞ」

　優月がボヤきながら足を進めてくるのは、ベッドがギシッと鳴る音と、マットレスが沈む位置でわかる。

　彼が膝立ちの状態で私を跨またぐのが感じられた。ほんの少しの間を置いて、優月が私の肩に両手を置く。

「っ……」

「どこだっけ？　肩と背中と」

　反射的に息をのんだ音は、続いて問いかける優月の声にかき消された。

「こ、腰」

　枕に顔を埋めたまま返した返事は、くぐもったおかげで、声が上擦ったことは気付かれなかったみたいだ。

　優月が「ん」と言って、両手に力を込めた。強く押されて、私の身体がベッドに沈む。

「ん、んっ」

　優月が肩を押すたびに、無意識に唸るような声が漏れてしまう。

　最初はおっかなびっくりな触れ方だったのが、徐々に絶妙な力加減になり、

「ん……はあ、気持ちいい……」

　思わずそんな声が漏れてしまう。

　一瞬優月の手が止まった。けれど、彼は黙ったまま、マッサージを再開してくれる。

　彼の手は肩から下り、指が肩甲骨に沿うように押される。やがて背中へ、腰へと、ポイントが下に移動していく。

　心地よいマッサージに身を委ねているうちに、頭がボーッとしてきた。このまま眠ってしまいそうだと思った時。

「っ……」

　一瞬の感触に、私はビクッと身を震わせた。

「……なに？　くすぐったかった？」

　背後から降ってくる優月の声は、ちょっと素っ気なく淡々としている。

　私は慌てて首を横に振ってごまかした。

「ううん。大丈夫……」

「そ？　じゃあ続けるけど」

「うん。お願いします」

　再びマッサージが始まっても、私は目を閉じることができなかった。

　さっきまでと変わらず気持ちがいいのに、どことなく身体が強張ってしまう。

　それは、まさに私の筋肉を揉み解してくれている優月の手にも伝わったのだろう。

「綾乃、力抜いて。やりづらい」

「ご、ごめん……」

　そう言われて、私は一度大きく息を吸って、吐くのと同時に身体の力を抜いた。

　優月が移動したのか、私の腰骨のあたりでマットレスが沈む。ギシッと軋む音と同時に、彼の手が腰へと下りていくのがわかった。

「っ、んっ……」

　このあたりは力仕事をする時に一番負荷がかかると聞いたことがある。そこを親指二本で強く押してもらうと、足の爪先まで痺れて、凝りが軽くなるように感じる。

「ここ、気持ちいいの？」

　優月に再び確認されて、私は黙ったままコクコクと頷いて返事をした。

「ふ～ん」と鼻を鳴らすような声が返ってくる。そこを重点的にマッサージしようとしているようだ。腰椎を中心に、優月が両方の手の腹を当て、腰を揉んでくれている。

「ふう……気持ちい……」

　全身から脱力しながら、私は再び目を閉じようとした。

　その途端。

「っ……！」

　さっきよりもはっきりしたその感触に、私は再び身体を強張らせてしまう。

　気のせいじゃない。優月は私の背中や腰をマッサージしながら、時々脇に指を滑らせる。今確かにその指先を胸の膨らみで感じて、私は大きく身体を震わせた。

「ゆ、優月……？」

「……このまま続けていいのか？　綾乃」

　溜め息交じりの質問が浴びせられる。

「え？」

「え？じゃねえ。気付いてるだろ？　俺がさっきから、綾乃に触れてるってこと」

「っ、ひゃっ……！」

　優月の言葉に返事をするより早く、私は彼の手でゴロンと向きを変えられていた。

　優月は膝立ちになって私を跨いだまま。彼の頭の向こうに、煌こう々こうと部屋を照らしている天井の照明を目にした。

「続けていいなら、遠慮しない」

　私を見下ろしながらそう言った優月の瞳に、胸の鼓動が大きくリズムを狂わせた。

「優月……」

「マリーに嫉妬したなんて言われて、理性崩壊してるって言っただろ。なのに、そんな簡単に俺に触らせるな。……抑えるのも、限界だ」

　優月の茶色い瞳が、光の加減か少し潤んで見える。

　私は無意識にゴクッと喉を鳴らした。

「綾乃、俺、お前が好きだ」

　優月は目元を朱に染めている。見上げている私の心臓は臨界点を超えて高鳴っているのに、けぶって色っぽい彼の表情に惹きつけられて、目が離せない。

「意味、わかるだろ？　今までみたいに、妹みたいな許嫁を大事に思うのとは、全然違う。これ以上、綾乃が俺の前で無防備でいるなら、本気出してつけ込むぞ」

　細めた瞳で見下ろされ、私の心臓は、直に揺さぶられるような拍動を始めた。

　見上げる角度のせいだろうか。それとも、そんな熱情を語る唇のせいだろうか。

　初めて見る、男の表情。

　私は彼から、滲み出るような情欲を感じていた。

「～だから、もうマッサージ終了。いいか、俺はちゃんと警告したからな。次また無邪気にこんなこと頼んできたら……」

「あの……」

　ゴクッと唾を飲んでから発した声は、潤したはずの喉に引っかかって掠れた。

「続けて、って言ったら、ダメ？」

　心臓が爆音を打ち鳴らしているのを自覚しながら、私は優月にそう訊ねた。

　今度は掠れずにちゃんと声になったから、彼の耳にも届いたはずなのに。

「……はあ？」

　ベッドから下りようと身を捩っていた優月が、怪訝そうに眉を寄せた。匂い立つような色気を放つ表情が、わずかに曇る。

「なに言ってんだ？　お前」

　まるで異世界の言語を聞いたというように、優月は唖然としてポカンと口を開けた。

　私もしっかりと上体を起こし、優月のシャツの裾をきゅっと掴む。

「嫌じゃ、ない。優月に、触られるの」

「え？」

　優月は不自然な体勢で固まっている。

「普通の恋人同士なら、なんて、今は思ってない。もっともっと……優月と一緒にいたくて。優月が他の女の人としてきたこと、私にもしてほしいって。だから」

　言っているうちに恥ずかしくてたまらなくなり、言い終えると同時に彼を窺うようにそっと目線を上げた。

「こんな風に思うのは……優月のこと好きって気持ちが恋に変わったせい。ねえ、そうでしょ？」

　私の視線を受けた優月は、まるで金縛りから解けたように、お腹の底から太い溜め息をついた。そのままベッドにドスッとお尻をついて座り込む。

「ゆ、優月？」

　完全に脱力した優月の反応が怖くて、私は彼の前で両手をついてその顔を覗き込んだ。優月は真っ赤な顔を大きな手で隠してしまう。

「お前の純真さって、瞬殺される……」

「え？」

「ただでさえそうなのに、仕掛けてくるとかマジ反則。こんなんで、平常心保てるか。……俺今、お前と恋から始めようとしたこと、すげえ後悔してる」

「えっ!?　そ、そんなっ!!」

　深い溜め息を重ねる優月にショックを受けて、私は悲鳴のような声をあげた。

　優月は、指の隙間からチラッと私に目を向けてくる。さっきと変わらない、ちょっと潤んだ茶色い瞳に射貫かれて、心臓がドクッと抉るような音を立てた。

　全身に血が巡る、そんな感覚を覚えた時。

「きゃっ……」

　思わず声をあげ、とっさにギュッと目を閉じた。身体が反転した後、恐る恐る目を開けると、私は再び優月のベッドに仰向けで転がされていた。

　私を跨いだ優月が、その身体で天井の照明を遮って見下ろしている。

「嫌じゃないんだろ？　それなら俺も、遠慮しない。ここからは本気で仕掛けるぞ」

　優月は早口で言いのけて、勢いよく私に覆い被さってきた。

「ん……ふう……」

　ちょっと荒々しく唇を重ねられた瞬間、鼻から抜けるような声が漏れた。

　こんな私でも、三度目のキスともなると、多少は余裕が持てるらしい。優月の唇と舌の動きに必死に応えながら、彼の首に両腕を回していた。

　私の行動に気付いた優月が、一度唇を離してから、照れくさそうな苦笑を漏らす。

「綾乃、煽るなって。……優しく抱きたいのに、手加減してやれなくなる」

　そう言って、優月は私の首筋に唇を這わせてくる。

　唇にされるのとは違うキスの感触に、私の身体はビクンと小さく震えて仰け反った。

「ん、あっ……」

　同時に、さっきまでくすぐったい感触しか落ちなかった胸に、はっきりと温もりと力を感じる。私の胸を、優月がシャツの上から大きく撫で回している。

「ゆ、優月っ……」

　正真正銘初めての感触に、ビクビクと身体が震える。

　私の反応を見て、優月は私の首筋から顔を上げながらクスッと笑った。

「なに？　さすがに怖気づいたか？」

「ち、違うの。あの……」

「ん？」とわずかに眉を寄せて聞き返されて、私はそっと両方の胸を手で隠した。そして、優月をチラッと見上げる。

「マリーさんみたいに、大きくなくてごめんね」

「……はっ!?」

　ボソッと呟くと、優月は一瞬の間の後、ギョッとしたような声をあげた。

「その……私のじゃ物足りないでしょ？」

　おずおずと言葉を重ねると、優月は私の上でがっくりとこうべを垂れた。

「優月？　どうしたの？　あの……やっぱり満足できないとか……」

　隠すつもりで胸に回した手に、無意識にギュッと力を込める。

「ダメだ、俺、負けそう……」

　優月は顔を伏せたまま、小刻みに身体を震わせて、そんな言葉を漏らした。

　それがどういう意味かわからず、私は不安たっぷりの視線を返した。

　けれど、再び顔を上げた優月の瞳には、強い光と力が漲っていて、さっき感じた色気がさらに増している。

　私の胸が、ドキッと大きく飛び跳ねたその時。

「別に俺は胸の大きい女が好きなんじゃない……お前だから欲しいんだよ」

「ゆづ……」

「愛してる、綾乃」

　優月が、切羽詰まったような表情で、私を遮った。

「っ」

　初めて向けられた愛の言葉に、私の胸は際限なく高鳴る。

「これだけ煽っておいて……今さら嫌って言っても、やめてやれねえぞ」

　挑むような言葉と同時に、再びキスが落ちてくる。

　優月は啄ついばむようなキスをしながら私の胸をまさぐり、シャツのボタンに指をかけた。私は優月の首の後ろで両手の指を絡ませ、彼の耳元で囁いた。

「ねえ。ねえ、優月……」

「……なに？」

「今、優月……」

『獣の顔、してるの？』

　そう口にしかけた時、妙に現実的な電子音が耳に届いた。

　私も優月も、行動も息もピタッと止め、音がする方向に顔を向けた。

「……優月、電話」

　優月もわかってるはずと思いながら、そっと呟く。

　聞こえたのが、優月の社用のスマホの着信音だったから、こんな状況でも、私の頭は仕事モードにシフトされてしまったのかもしれない。

「放っとけ。日曜だ。夜だ。ここまできて、なんでお預け……」

「優月、仕事用のだってば！　あれは無視できないじゃない！」

　そう言いながら、私は優月を跳ねのけて身体を起こした。私の左側に転がった優月が、忌々しそうな舌打ちをする。

「あ～くっそ……。綾乃、ちょっと待ってろ」

　優月は私にクルッと背を向け、ガシガシと乱暴に頭をかきながらベッドの端っこに置かれていたスマホに手を伸ばした。そのままベッドサイドに座って、「もしもし」と応答を始める。

「あ？　なんだ、親父？」

　優月の声は不機嫌たらたらだったけど、私はその言葉にビクッと身体を震わせた。

　優月と電波で繋がっている先に、穂積グループの会長がいると知ってしまったら、見えないとわかっていても背筋を伸ばさずにはいられない。

　だけど、彼は私に背を向けたまま、遠慮なくボヤいた。

「急用じゃなきゃ明日にしてくれ。こっちは取り込み中……」

　次の瞬間。

「……え？」

　短く聞き返す声が、一瞬確かに強張った。

　それを聞いた私にも、彼と同じ緊張が伝でん播ぱする。

「わかった。すぐ行く」

　そう言った時、優月はすでにしっかりと床に足をつき、立ち上がっていた。

　通話を終えたその背に、私は顔を上げて呼びかける。

「優月、どうし……」

「金曜日。マリーが怪我した事故。週刊誌にスクープされた」

　私が訊ね終える前に、優月は短く淡々と答えてくれた。

　その言葉に、私の心臓が嫌な音で打ち鳴り始める。

「えっ……」

「明日発売の週刊誌に出るらしい。俺が対応に出ないと」

　優月は仕事中と同じ口調で、キビキビと簡潔に説明しながら、クローゼットに大股で歩いていく。着ていたシャツを脱ぎ捨て、糊のりの効いた白いワイシャツに腕を通している。

「ま、待って、優月！」

　私も急いでベッドから飛び降りた。てきぱきと着替えを進め、穂積グループの御曹司の姿を創り上げる優月の背に、慌てて声をかける。

「それって、私のせいだよね？　それなら私も……」

「綾乃はいい。今日はちゃんと休んで、明日いつも通り出勤してくれ」

　優月はそう言いながらシャツのボタンを嵌はめ、その指先で私の額をパチッと弾いた。

「っ……」

「場合によっては、俺は明日出勤できないかもしれない。綾乃、あとは任せる」

　優月は私に小さく微笑みかけ、私の返事も聞かずに寝室から飛び出した。

「あ……優月!!」

　私も慌ててドアに駆け寄り、優月に続いて廊下に走り出す。

　けれど彼の背は、螺ら旋せん状の階段に吸い込まれるように消えていった。




　それから、優月の寝室で彼を待った。

　飄ひょう々ひょうとした顔で、すぐに戻ってきてくれればいい。

　そう願っていたけれど、日付が変わる時間になっても優月は戻ってこない。

　どんなに疲れた顔をしていても、とにかく帰ってきて、と願ったけど、寝室のドアは一度も開かれないまま、カーテンの向こうの空が夜明けと共に白み始めた。

『あとは任せる』と優月に言われた。きっと、今日一日のスケジュールは全部キャンセルだろう。そう考え、いつもよりかなり早いとわかっていても、出勤支度を始めた。

　別邸を出たのは、午前七時を回った頃。

　一度門に向かって歩を進めてから、私は気になってＵターンする。

　もしかしたらこのまま私も仕事に追われて、マリーさんが帰国する前に会えないかもしれない、と思ったからだ。

　随分と早い時間の訪問。それでもマリーさんは、すでに起きていた。そして、どこか険しい表情で私を迎える。

「おはよう、アヤノ」

　私が挨拶するより先に、マリーさんの方からそう言ってくれる。それだけのことなのに、私はほんのちょっと怯んだ。

「おはようございます。……あの、マリーさん……」

「話はなんとなく聞いたわ。私とアヤノのやり取りを見ていた誰かが、週刊誌にネタを売ったみたいね」

「っ……え？」

　私よりずっと、マリーさんの方が事態に詳しいようだ。

　目を丸くして思わず聞き返すと、彼女は私から目を逸らし、顎をさすって逡巡した。

「優月は穂積グループの御曹司だもの。女絡みのスキャンダルは、格好のネタよね……私も油断したわ。ごめんなさい、アヤノ」

　軽く親指の爪を噛みながらサラッと謝罪をされ、私の方が驚いた。

　きょときょとと瞬きをしている私に、マリーさんは苛立つような視線を向けてくる。

「わかってないの？　あなたたち、婚約解消したってプレス発表してないでしょ？　その状況で、婚約者のアヤノと、ホヅミの遠縁の私が言い合いながら取っ組み合いしてたのよ。騒がれるのはユヅキの方だわ」

「っ、あ……！」

「ゲラ、入手できたわ。見て御覧なさい」

　話を聞いてから、夜中ずっと詳細な情報を集めていたのか、マリーさんは私にタブレット端末を突きつけてきた。

　ちょっと大きな画面に、彼女の言う週刊誌のゲラが映し出される。

　デカデカと踊る仰々しい見出しに、私も絶句した。

【白昼堂々、女セレブによる乱れた恋のバトル！　奪い合われる果報者は穂積グループの御曹司】

　タブレットを持つ手が震えるのを必死に抑えながら、私はその暴力的な記事を読み進めた。

　マリーさんの言う通り、そこに書かれていたのは優月に対する中傷としか思えない内容。婚約者がいる身でありながら二股をかけ、痴情のもつれから女同士のバトルに発展し、泥沼化したという書かれ方なのだ。

「多少は身から出た錆さびと言えなくもないけれど、それももう何年も前のこと。完全にひと昔前の内容だわ。ユヅキに関しては女にだらしない見境のない男って悪意が込められてるし、アヤノについてもひどい書き方」

　マリーさんは、記事に対する強い嫌悪感を憚らず、忌々しそうに舌打ちをした。

　私は記事を読み終えて、胸が煮えくり返りそうになるのをどうにかこらえた。

　確かに私も、『婚約者を寝取られるまで気付かない、呑気な旧華族令嬢』と揶揄されている。だけど記事全体を通して、バトルを繰り広げた女ふたりは被害者で、あくまでも加害者は性に奔放な御曹司という意味合いが強い。

　こんな記事が世間に出回ったら、優月だけじゃなく、穂積グループにとっても大きなイメージダウンだ。グループ全体にも、悪影響が及ぶことは間違いない。

「あ、でも」

　私は顔を上げて、マリーさんに声をかけた。

「真実を言えばいいんじゃないでしょうか。未発表だっただけで、私と優月の婚約は解消しているんだし。二股って捉え方をされずに済めば……」

「バカね、アヤノ。事が露見した後で、男の口から発表したって誰も相手にしないわよ。発刊差し止めができないなら、今優月にできるのは、これ以上のイメージダウンを回避すること。……潔く不貞を認めて謝罪するくらいしか方法がないわ」

　マリーさんは、私の浅い考えに呆れたように、腕組みをして大きな溜め息をついた。

　それを聞いて、私は両手でタブレットを握りしめた。心の中では、『どうしようどうしよう』と、答えを求める言葉だけがグルグルと渦巻いている。

　だってこんな騒ぎになったのは、私のせいなのに。マリーさんの言うように、私はここでも優月に任せるしかないんだろうか。

　穂積グループを守るために、優月は言葉の暴力でしかないこんな記事に屈してしまうの――？

　私はギュッと唇を噛んで、タブレットをベッドの上に置いた。そして、両手を脇に垂らし、グッと拳を握る。

「……いいえ。優月がこんな記事を認めなくても、企業イメージは守れるはず」

　頭の中で対策を考えながら口にした声は、自分でも聞いたことがないくらい低くなった。マリーさんも訝しげに私を見上げている。

　私は彼女の視線を感じながら、ショルダーバッグを肩にかけ直した。左手首の腕時計に視線を落とし、時間を確認して口を開く。

「ごめんなさい、マリーさん。私も仕事行きますね。もしなにか困ったことがあったら、携帯に電話ください。それじゃ……」

「私の心配なんかいいわよ。それよりアヤノ、あなたどうする気？　なにを考えてるの!?」

　マリーさんはそう言いながら、背を向けかけていた私の後ろ手を引いた。

　それにつられて、肩越しに彼女を見下ろしてから、肩を竦めて笑いかけた。

「穂積グループと優月の顔に泥を塗るような真似をしたのは私です。私も穂積コーポレーションの社員ですから。上司の優月に全責任を取らせるわけにいきません」

　私はきっぱりとそう言って、マリーさんの手を自分の手から離させた。

　もう一度ちゃんと彼女に向き合い、深く頭を下げる。

「私と優月だけじゃない。マリーさんにもご迷惑かけることになります。本当に申し訳ありません」

　そう言って頭を上げた時、私は決意を固めていた。

　今の私にできる唯一の対策。ベストではないかもしれないけど、私にはそれしか思いつかないから。

「私、社会人らしく、責任取ってきます。ごめんなさい、多分帰国のお見送りは、できないと思います」

「アヤノ！」

　マリーさんが呼ぶ声を背で聞きながら、私は大きく胸を張って、客室を後にした。

　今まで味わったことのない強い緊張感で、胸がドキドキしている。

　それでも、私はまっすぐ前を向いて歩き続けた。




　私が本社ビルに着いた時、ビルのエントランスは予想に反して静かだった。

　記事が載った週刊誌の発刊を差し止めることができたのか、それとも単に時間が早いせいか、この状況ではわからない。

　とにかく私は、オフィスのあるフロアに急いだ。

　役員室と秘書室のある十五階は、エントランスと違い、わかりやすく物々しい空気が流れている。秘書室長や課長のデスクの上には黒いカバンが乱雑に放置されていた。もう役員も全員出勤しているのか、社長室が近付くにつれて、人の声が大きくなってくる。

　いつもと違う空気が漂うオフィスに、私はほんのちょっと尻込みする。けれど自分に『逃げるな』と言い聞かせて、私は社長室のドアを開けた。

「おはようござ……」

　中途半端に挨拶の言葉を止めたのは、そこにいたのが優月ではなく、副社長と広報部長を務める執行役員、秘書室長と課長の四人だったからだ。

　彼らはドア口で立ち尽くした私に一斉に顔を向けてくる。四人の視線を一身に浴びて、私はとっさに身体を強張らせてから、直角に近い角度で頭を下げた。

「おはようございます。お騒がせして、本当に申し訳ございません」

　謝罪の言葉を述べてから、ゆっくりと顔を上げる。

　広報部長が、やれやれといった様子で「越川さん」と私を呼んだ。

「どうなってるんだ？　君は穂積社長と婚約を解消したんじゃなかったのか？」

「え？」

　私は短く聞き返した。社長室のドアをしっかりと閉め、中に一歩踏み出して足を止める。

「週刊誌の発刊は差し止めできなくてね。午前十時にマスコミ各社に向けて、穂積社長のコメントをＦＡＸ送信することになった。その草稿を練っているところなんだが……」

　秘書室課長がそう言ってソファから立ち上がり、私の方に歩み寄ってきた。Ａ４サイズの紙を一枚ヒラッと差し出され、無言で受け取る。

　草稿はまだしっかりと文章が固まっていないようで、ところどころ手書きの赤字が入っている状態だ。けれど、大枠はそれだけでわかる。

「これを機に、婚約解消の件もプレス発表してはどうかという意見が大半だ。二股ではないと主張して、逆に記事に対して名誉毀損の訴訟を起こすべきだと。しかし穂積社長がそれを固辞していてね。記事の内容については全面的に認め、君と相手の女性に対する謝罪のみに徹するお考えなんだ」

　広報部長が丁寧に説明してくれて、私はきゅっと唇を噛んだ。

　まさにマリーさんが言っていた通りだ。優月は事を荒立てずに自分ひとりを悪者にして、穂積グループ全体と、私とマリーさんを守ろうとしているのだ。

「いいえ」

　私は草稿を手にしたまま、短く答えた。

「社長に関する内容は、まったくもって事実無根です。私は社長と婚約解消してますから、社長が誰と付き合おうと、咎められる筋合いはありません。まさに社長に対する名誉毀損です」

　そう言いながら、私は大股でソファに歩いていった。

　奥に座った副社長が、胸の前で両手を組んで、私を見上げてくる。

「越川君。君が相手の女性に暴力を振るい、怪我をさせたというのは？」

　副社長は私にそう訊ねながら、秘書室長をチラッと窺い見る。

「その件については、君からも報告を受けたと聞いているが」

「はい。記事の中で事実はそれだけです。私は確かに、ホヅミ・インターナショナルＵＳＡの社長秘書、マリーさんに怪我を負わせました」

　私がきっぱりと言い切ると、男性四人が同時に深い溜め息を漏らした。

「越川さんともあろう人が……」

　課長の嘆くのを見て、私は身体の前で両手を重ねて目を伏せた。

「お騒がせして、申し訳ありません。私が彼女に暴力を振るった理由については、記事の内容とそれほど大差はありませんので、弁解もいたしません」

「それはつまり……その女性への嫉妬、ということか？」

　副社長が、ほんのわずかに好奇を漂わせる視線を私に向けてくる。

　私はグッと言葉をのんでから、一度頷き返した。

「そういうことと解釈していただいて、結構です」

　それ以上の詮索は拒むつもりで、私は少し早口に言い切った。そして、もう一度深々と頭を下げる。

「私が未熟なせいで、社長をはじめ穂積グループ全体に、多大なるご迷惑をおかけしてしまいました。本当に申し訳ありません」

　私の謝罪に、誰もがどう返すべきか逡巡しているようだ。

　私は返事を待たずに顔を上げて、自分の背を押すつもりで、大きく息を吸った。

「十時に一斉送信するコメントは、穂積社長秘書で元婚約者の私名義にしていただけないでしょうか。もちろん、これ以上のご迷惑はおかけしません」

「越川さん。君のコメントって……なにをどう発表するつもりだ？」

　広報部長が私にどこか警戒したような視線を向けてくる。

　私は一度俯いてから、再び大きく顔を上げた。

「今、申し上げたこと、すべてです。私はこの騒動の全責任を取って、穂積コーポレーションを退職いたします」

　静かにゆっくり宣言した私に、全員がギョッとしたように大きく目を剥いた。

「なっ……越川さん!?」

　秘書室長が、ひっくり返った声で呼びかけてくる。

　一度大きく息を吐いて自分を落ち着かせてから、私は室長に目を向けた。

「責任の取り方が、これしか考えつかなかったんです。……でも、少なくとも、これ以上私が社長のそばにいるべきではないと思います」

　誰もなにも言わないのは、私の意見が一番相応しい対応だと、全員が認めていたからだろう。

「……ＦＡＸの草稿を、練り直しましょうか」

　広報部長が静かにそう言うのを聞いて、私は目を伏せたまま、黙って頷いた。










熱愛前夜、募る恋慕




　始業時間を過ぎた頃から、秘書室には社内外から尋常ではないほどの電話がかかってきた。私がいる社長室に取り次がれる電話はほんの数本だけど、発売された週刊誌を目にした穂積グループの傘下企業から、問い合わせが殺到していた。

　午前十時に私のコメントが一斉送信された後は、私への取材依頼が急増した。

　もちろん秘書室や総合受付の方でシャットアウトしてくれたけれど、社長室に直通でかかってくる電話もあり、私はそのすべてに同じ言葉で丁重にお断りをした。

「コメントさせていただいた通りで、これ以上はなにもお答えできません。尊敬する穂積社長にご迷惑をおかけしてしまいましたこと、深く反省しております」

　そう言って電話を切った時、廊下の外に足音が近付いてきた。革靴の踵がカツカツと鳴る音。聞こえたと思うとすぐに大きくなったから、きっと走っているのだろう。

　そんな予想をした次の瞬間、ノックもなく、いきなり大きくドアが開かれた。

「綾乃!!」

　足音の主は、もちろん私の予想通り、優月だった。

　彼は昨夜寝室を出た時と同じ、シャツとスラックスというスタイルのまま、少し息を切らしてデスクの方に大股で歩いてくる。

　いつものパーフェクトな社長の姿は、見る影もなく、髪は乱れ、ネクタイもしていない。一睡もしていないのか、目の下にはうっすらとクマが浮かんでいる。

「社長、お疲れ様です」

　私は手にしていたＰＨＳを卓上ホルダに挿しながら、顔を上げて優月に笑いかけた。けれど彼の顔は強張ったまま、とても険しくて厳しい。

「悠長な挨拶してる場合じゃないだろ！　どういうことだ!?」

　優月は苛立ちを隠す様子もなく声を荒らげ、私のデスクに拳を打ちつけた。

　バンッという大きな音に反射的に肩を竦めながらも、私は優月をまっすぐ見つめる。

「俺にひと言の相談もなく、勝手にコメント内容変更して……しかもその責任を取って辞めるだと？　副社長も広報部長もいたのに、どうして誰も止めないんだ……！」

　彼は忌々しげに舌打ちして、乱れた髪をさらにグシャグシャとかき乱す。

「だって……記事で社長がひどい書かれ方したのだって、その結果穂積グループのイメージダウンを招くのだって、もとはと言えば私のせいです。だから皆さんご理解くださって……」

「俺についての内容は、あながち間違ったものでもない。企業イメージへの影響も、お前が気にすることじゃない。後継者として社長を辞任できない以上、俺が仕事で挽回すればいいだけだ」

「そうやって優月はいつも私を守るから！　相談したって、止めるだけだったでしょう!?」

　間髪入れずに言い放ち、私は勢いよくその場に立ち上がった。

　優月は虚を衝かれたかのように、一瞬黙り込む。

　私はデスクを回り込んで、彼の目の前で足を止めた。そのまま、優月をまっすぐ見上げる。

「綾乃……？」

　どこか窺うように呼びかけてくる優月に、私は一度大きく息を吸ってから微笑みかけた。

「優月。私は生まれた時からずっと、優月に守ってもらってた。社会人になっても、ずっと優月のそばで甘えてた。今だって……私、会社の名を汚したんだよ？　私も穂積コーポレーションの社員なんだから。こんな大事になったら、責任取って辞めるの、普通のことじゃない？　なのに」

　言っているうちに感極まって、鼻の奥の方がツンとするのを感じた。

　私は慌てて俯いて、涙が込み上げてくるのをこらえる。

「許嫁の頃は、甘えた自分を心のどこかで許してた。でも優月、私たちは婚約解消したんだから。優月は穂積コーポレーションの社長として、私を罰しなきゃいけない立場なんだよ」

「……許嫁じゃなくても、俺が綾乃を守ることに、変わりはないよ」

　優月がそんな言葉を重ねるから、涙がこらえ切れない。俯く私の頬に、ツッと一筋涙が伝った。

「綾乃は俺が恋する女なんだから。これからも変わらず……」

「優月、私も守りたいの！　優月を愛してるから!!」

　私は半分怒鳴るように、優月を遮った。そのまま、勢いに任せて彼の胸に抱きつく。

「えっ……」

　頭上で小さく息をのむ気配を感じながら、私はギュッと目を閉じた。

　守られるだけじゃ嫌。守りたい。私だって。

　そう強く願った時、未熟だった恋が胸に満ち溢れた。

　昨夜は『好き』としか言えなかったのに、噎せるほどの大きく深い熱情が迸ほとばしる。

「優月が好き。大好き。胸が壊れそうなくらい、愛してる」

　涙で声を詰まらせながら、私はそっと顔を上げた。

　優月は私の両肩に手を置いて、目の下を赤く染め、私をまっすぐ見つめている。

「だからお願い、私にも優月を全部守らせてよ……」

　視線が宙で絡み合い、優月が私の目元にそっと指を伸ばしてきた。反射的にピクッと身を震わせる私の目尻から、涙の雫を優しくすくい取ってくれる。

　そして。

「……くっそ……こんなタイミングで。なんで言うんだよ」

　そう言って、優月は奥歯を噛みしめて俯いた。

　優月のどこか切なげな表情に、私の胸がきゅんと疼く。

「俺にとって綾乃は、守るべき存在でしかないと思ってたのに。大事な女に守りたいなんて言われたら、ダメだって言えないじゃないか……」

　少し悲しげな、やるせない様子の優月が愛おしい。

　そんな彼に、私の胸はただただときめく。まるで締めつけられるように苦しいのに、欲しい気持ちが止まらない。

　気付いたら身体が勝手に動いていた。優月の胸に手を置いて、背伸びをする。

「っ、あや……」

　私の行動に気付いた優月が、ちょっと焦ったような声で私の名前を呼ぶのを遮り、顔を近付け、その薄い唇にキスをした。

　今までのキスで優月がしてくれたように、何度かその唇を啄む。

　触れ合った唇の隙間で、優月が小さく漏らした吐息に、ゾクゾクしたなにかが背筋を駆け上った。そんな感覚に怯えて、私は身を引くように唇を離す。

「綾乃……？」

　私を見つめる優月の瞳が、昨夜と同じように潤むのを見た。

　けぶったように朱に染まる頬が、真昼間だというのにとても妖艶で、背筋を上ったなにかに脳天を貫かれるような感覚に陥った。

「っ……」

　一瞬膝から力が抜けて、私はそれをごまかすように、優月の胸に顔を埋めた。背中に腕を回して、彼をぎゅうっと抱きしめる。

「……綾乃」

　ちょっと困ったように私を呼ぶ声。

　優月は私の髪を指に通し、サラサラとこぼしながら弄もてあそんでいる。

　それでも私は固まったまま、身体を動かすことができない。

　いつもいつも、優月が欲情する顔だけを見たいと思っていた、けど――。

　今、私が優月に欲情している。

　そんな自分に気付いてしまい、優月の胸の鼓動を感じながら、それ以上の衝動を抑えるのが精一杯だった。




　その後――。

　しばらくの間は連日連夜、本社ビルや優月の家、私の家の周りにも雑誌の記者が待ち構えたりした。

　だけど、優月も私も会社としても、取材には一切応じず、ひたすら沈黙を保った。

　優月は私の退職願を頑として受け入れず、私は社員として残されたけど、今までと変わりなく仕事をするのは困難な状況だった。

　私が優月の秘書として同行したら、いつまでも張り込んでいる雑誌記者たちの視線を引きつける。どんなに沈黙を守ったところで、騒動の早期鎮静化は図れない。

　優月の外出には秘書室課長が同行し、私は社内で事務補佐に就くという方法もあった。対外的な問題だけなら、そうやってほとぼりが冷めるのを待てばよかった。

　だけど本当に混乱の収拾が必要だったのは、社内の方だった。

　この騒動は、社長を巻き込んだ上、社名を汚すスキャンダルだ。原因となった私がいつまでも本社ビル内で優月のそばで働いていては、一般社員の士気を下げかねない。

　その結果……私は異動することになった。




　それから二カ月後の十二月。

　クリスマスの賑やかムードで街が彩られる中――私は、苦手な英語が飛び交うオフィスで働いていた。

　終業時間を過ぎて、高層ビルの窓の外は、近隣のオフィスビルから漏れる照明が創り出す、煌びやかなイルミネーションで彩られている。

　今日はクリスマスイブ。明日からクリスマスホリデイの連休に入る。

　一年のうちでもビッグなイベントを前にして、社内はいつもより浮き足立った空気が流れている。私も少しでも早く退社できるよう、意識して仕事のピッチを上げた。

「アヤノ！　調子、どう？」

　そんな私にかけられたのは、同僚の早口の英語。

　キーボードに走らせた指を止めて背後を振り返ると、同僚のスーザンが明るいプラチナブロンドの髪をフワッと揺らして近寄ってきた。

「ありがとうございます。なんとか順調です」

　笑ってそう返事をすると、彼女は「あら」と眉を寄せて、私のパソコンモニターを覗き込んでくる。

「せっかくのクリスマスホリデイだっていうのに。まさかその仕事終わらせていくつもり？」

　手をつけたばかりだと見抜かれたんだろう。私は肩を竦めて返事をする。

「私、仕事遅くて。休暇明けじゃ間に合わないので……」

　そう言って、再びキーを叩き始める。

「も～っ！　アヤノ、予定がなくても、今夜は残業禁止よ！　ほら。パーティー、一緒に行こう！」

　後ろから伸びた手に仕事の手を止められ、私は苦笑を返した。

「ご、ごめんなさい。でも、本当に私が遅いから……」

　そう言って、スーザンのパーティーのお誘いをやんわりと断ると、「え～」と不満げに返事をされた。

「アヤノ、ロスに来てからず～っとお仕事じゃない。たまには一緒に遊ぼうよ」

　誘ってくれるスーザンは、私よりふたつ年上の二十七歳。

　お誘いはありがたいのだけど、まだ仕事に慣れなくて手間取るし、時間もかかる。家に帰ったら、英会話の勉強もしなければいけない。

「も、もうちょっと、英語に慣れたら……」

　私がそう言って肩を竦めた時、「こら！」と凛りんとした声がオフィスに響いた。

「スーザン！　仕事が終わったなら、さっさと帰りなさい。アヤノの邪魔しないで」

　続いた声に、スーザンがビシッと背筋を伸ばす。

　彼女と一緒に声の方向に顔を向けると、いつもよりゴージャスなスーツを纏まとったマリーさんが、ヒールを打ち鳴らして歩み寄ってきた。

「マリーさん！」

　鶴のひと声、と言うんだろうか。スーザンはキリッとした表情に変わった。

「ご苦労様。アヤノの仕事が遅れてるのは確かなの。彼女、自分でやる気はあるんだから、邪魔をしないで」

「はいっ……！」

　そのひと言を聞いただけで、スーザンはすぐに荷物をまとめて、私のデスクから離れていった。

　ほんのちょっとホッとしながらその背を見送り、私はマリーさんに目線を向ける。

「ありがとうございました。マリーさん」

「あのくらい上手く断れる英語力、早く身につけなさい」

　間髪入れずに向けられるソフトな皮肉は、彼女なりのエールだと知っている。

　私はふふっと微笑んだ。

　ここは、マリーさんが勤務するホヅミ・インターナショナルＵＳＡの本社。

　あの騒動の真っただ中で帰国したマリーさんの取り計らいで、私は一カ月前に、ここロサンゼルスにやってきた。

　表向きは『語学研修プログラム』に乗った形で、派遣期間は一年。

　今回の騒動に巻き込まれたマリーさん本人が、スティーブさん経由で受け入れを申し出てくれたのだ。

『派遣期間を終えて日本に戻る頃には、社内外も落ち着くだろう』という周りの提言を汲んで、優月も渋々ながら私の異動にゴーサインを出した。

　二十五歳にして、実家を離れてひとり暮らしは初めて。しかも海外。私以上に沈鬱とした優月に心配をかけたくなくて、私は最後まで笑顔で明るく手を振ってきた。

　渡米するまでは不安ばかりだったけど、マリーさんやスティーブさんがいるオフィスだ。日本での騒動の責任を感じているのか、ふたりともオフィス以外でもとてもよくしてくれる。

　正直なところ、ロスでの生活は思ったほど悪くない。日々仕事に追われていれば、一年なんてあっという間。まさに今の今までそう思っていたけれど……。

「クリスマス、かあ」

　もう見えないスーザンの背を脳裏に描きながら、私はぼんやりと呟いた。

　私がここに来なかったら、今頃優月と日本でクリスマスを楽しめたのかな。

　優月の姿を思い浮かべて、私は、強く強く寂しいと思った。

　なんとなくこのままひとりで帰りたくなくて、デスクの傍らに立っているマリーさんにそっと目を向ける。

「……あの、マリーさん」

「ん？」と目線だけで見下ろされる。

　思い切ってまっすぐ背筋を伸ばし、私はマリーさんを見上げた。

「マリーさん、この後なにか予定はありますか？」

　せめて一緒に食事でも、と誘うつもりで訊ねたのに。

「あるわよ、もちろん。クリスマスだもの、当たり前じゃない」

　シレッと即座に返事をされて、私もグッと言葉に詰まった。

「ですよね……」

　地味に打ちのめされた気分で大人しくデスクに向き合い、今取りかかっている仕事を終わらせようとした。

　急いだって、家に帰ればひとりだけど。せっかくのクリスマス休暇だ。ひとりなりに、満喫しよう。

「……アヤノ、予定がなくても、残業はほどほどに。今日はまっすぐ帰りなさいよ」

　そう言ってデスクから離れていくマリーさんを見送って、私は気合いを入れ直した。




　オフィスを出たのは、午後七時過ぎだった。いつもに比べたら少し早めの時間。

　私が住むアパートメントまで、オフィスからはほんの十分ほどの距離だ。

　普段は脇目も振らずに帰路を急ぐばかりだけど、今日は華やかなクリスマスイルミネーションを、ゆっくり眺めながら歩く。通りを行き交う陽気なアメリカ人のカップルが羨ましくて、立ち止まって振り返ったりもしてしまった。

　もしも私が今、日本にいたなら――。

　仕事中に感じた寂しさを、今もまだ引きずっている。

　日本とは違う広い空を見上げ、私は優月を想った。

　今までの二十五年間がなんだったのかと思うほど、今、私は優月が恋しい。同じ時間を過ごせない相手を想い、会いたくてたまらない。これが恋をしてるということなんだ、と強く感じる。

　彼の温もりを思い浮かべるのは、ちょっと恥ずかしくて、とても切ない。

　今までは、望まなくてもそばにいた人。

　それなのに彼への恋心をはっきりと自覚した途端、離ればなれになってしまった。

　やり場のない恋の熱情が、私の胸いっぱいに広がっている。

「クリスマスイブ……かあ」

　無意識に呟いたその言葉が、思いのほか私の胸に浸透していく。

　イブ。まさに、〝前夜〟。

　私と優月の恋はまだ始まったばかり。恋に火を点ける導火線を寸断され、燻くすぶっているような感覚だ。

　熱愛未満のまま、長い長い〝前夜〟が続き、恋しさばかりが募る。

　次に優月に会える日は気が遠くなるほど先で、焦らされる。

　たったの一年。わかっているけれど……。

「会いたい、なあ……」

　華やかなネオンの光で輝く空に、私の独り言は消え入った。

　私はかぶりを振って、アパートメントの門を開けた。

「Ｈｉ！　アヤノ」と元気な管理人さんに迎えられて、私もとりあえず笑顔を返す。

　彼女がなにか声をかけてきたけど、考えごとをしていて、よく聞き取れなかった。聞き返しても言葉は続かなかったから、私はそのまま階段を上がった。

　私の部屋は、このアパートメントの三階。単身の住人が多いこの建物は、いつもよりひっそりしている。みんな、大事な人とクリスマスを祝うために、外出しているんだろう。

「疲れたな～」と、つい日本語で呟く。

　せっかくだ、今日はとっておきのワインを片手に酔い潰れてしまおう、と心に決めて階段を上り切った。

　大きな息を吐き、廊下に足を踏み入れて。

「……っ!!」

　私は思わず息をのみ、その場に立ち尽くした。

　私の気配に気付いたのか、ドアの横の壁に背を預けていた長身の男性……優月が、ゆっくりとこちらに顔を向ける。

　片手に大輪のバラの花束。小脇にカバンを抱えた彼が、私に気付いてニッコリと笑う。

「お帰り、綾乃。メリークリスマス」

「っ、優月、どうして……!?」

　私は小走りで優月に駆け寄った。

　私の驚きように、彼は「ん？」と訝しげに首を傾げる。

「あれ。俺、今日寄っていくって言ったはずなんだけどな」

「え？」

「ちょうどこっちで仕事が入ってて、早めに終わったから。イブだし、綾乃のアパートに寄るって、スティーブに。……あ。マリー、伝えてくれなかったのか」

　説明するうちに、優月は答えを見つけたように口元を手で覆い隠した。

「なんの意地悪だ……。綾乃が今夜出かけてたら、俺はここで待ちぼうけじゃないか」

「あっ。でも、マリーさんは私に、まっすぐ帰れって……」

　お互いに、マリーさんを思い浮かべながら放った言葉が、そこで妙に合致する。

　私も優月もそれに気付いて、思わずクスッと笑っていた。

「マリーなりの気遣い。……サプライズってことか？」

「うん。きっと。来週会ったら、お礼言っておきます」

　互いに言葉を交わし、そっと視線を合わせた。それまでの明るい笑顔を消して、少し寂しげな表情を浮かべた優月に、私の胸がトクンと騒ぎ始める。

「元気そうでよかった。……会いたかった、綾乃」

　優月はそう言って、抱えていたバラの花束を私に差し出した。

「改めて、メリークリスマス」

「ありがとう、優月。私も、すごく会いたかった……」

　優月の手から花束を受け取り、私はほんの少し泣きそうになって微笑んでみせた。




　十畳のリビングに、ツーベッドルーム。いつもひとりの私には、必要以上に広い部屋。なのに優月がリビングの真ん中に立っているだけで、なぜか狭く感じる。

　この一カ月で慣れたはずの部屋なのに。私はものすごい違和感を覚えながら、冷蔵庫を覗き込んだ。

　けれど、ロスに来てから残業続きで、まともに料理もできずにいたのが現実。冷蔵庫の中に使える食材もなければ、私にすぐ作れるような料理のレパートリーもない。

「ご、ごめん、優月。作れるものが、なにもない……」

　肩を竦めて優月を振り返る。

「いいよ、別に。そこは期待してない」

　多分、未だにまともに料理できないのは、お見通しだったんだろう。優月はクスッと笑って、スーツの上着を脱ぎ、ネクタイを緩めている。

　目にした途端、ドキンと胸が跳ねる。

　見慣れた仕草のはずなのに、私の胸は意味不明に高鳴った。

「……綾乃？」

　私の視線が不躾すぎたのか、優月はネクタイを解きながら小首を傾げた。

　私はなにも返事をできないまま、ただ優月を見つめ続ける。

　クリスマスイブにひとりぼっち。ロスに来てからずっと、胸から消えることのなかった寂しさが、今夜は特に強まっていたせいだろうか。それとも優月に会いたいという想いが、深まっていたせいだろうか。

　今こうして、優月が私と同じ空間にいる。手を伸ばせば届く距離にいる。ただそれが嬉しくてたまらない。

「寂しかった。会いたかった、優月っ……」

　迸る熱情を抑えることなく、私は声を掠れさせながら叫んで、驚きに目を見開いた優月に、体当たりするように抱きついた。彼の胸に顔を埋め、「うー……」と唸りながら肩を震わせる。

　優月は私の背に腕を回して、抱きしめ返してくれた。

「……よかった。綾乃のメールからも、お目付け役のマリーの報告からも、〝元気に頑張ってる〟様子しか窺えなかったから」

「え？」

　ボソッとした声を聞いて、私は優月の胸からそっと顔を上げた。

　優月は少しふてくされた様子で、片手でポリッとこめかみをかく仕草を見せる。

「頑張ってるの、頼もしく思いながら、鳥籠から小鳥を空に還した気分。……俺がいなくても平気なのかよ、って、ちょっと悔しい気持ちもあった」

「優月？」

「綾乃を見送った後、俺はしばらくなにをするにも放心状態で。綾乃がそばにいない日常っていうの、受け止められずにいたからさ。……俺の方が、籠に置き去りにされたみたいだった」

　そう言って、優月はどこか照れくさそうに微笑んだ。

「お前が生まれた時から、ずっとそばで見てきたせいかな。たった一年って言われても、離れる時間としては長すぎて。やっと綾乃の気持ち、聞けたっていうのに、いきなり遠距離とか。……耐えられない」

　そう言って、優月はスラックスのポケットに手を突っ込んだ。そこから、光沢のある青い布貼りの小箱を取り出し、私に差し出してくる。

「恋人として、一緒に過ごした時間もないままだけど。確かな約束が欲しいんだ」

「え……？」

　その箱を目にして、私の胸がドキンと大きな音を立てた。

「必ず俺のところに帰ってくるって、証にしたい。綾乃が日本に戻るまで待つだけの日々は、気が狂いそうだ」

　そう言いながら、優月は私の前で小箱をそっと開いた。

　そこには大きな一粒ダイヤのプラチナリングが収められていた。天井から降ってくる照明を反射して、私の瞳の中でキラッと輝く。

　箱を目にした時から想像できていたとはいえ、想像以上に豪華で綺麗で、私は全身を固まらせてしまった。

「綾乃、結婚しよう。地球上で一番、幸せな花嫁にすると約束する。一生大事にすると誓うから」

　逸る心を抑えようとするように、優月はどこか緊張した面持ちで、まっすぐに私を見つめた。

「ゆ、づき」

　私の心臓は大きく跳ね上がった。喉に声が引っかかり、すぐに言葉が出てこない。

　そんな私を見て、優月はちょっと照れくさそうに頭をかいた。

「って……考えてみたら、俺たちもともと結婚するはずだったんだよな。こういうプロポーズ、自分がすることになるとは思ってなかったから、今になって緊張してきた……」

「わ、私だって。優月がプロポーズしてくれるなんて、考えたこともなかった……」

　優月は「うん」と相槌を打ち、唇を引き結んだ。

「男にとって、一生のうちで大事なひと仕事だ。……その機会をもらえて、俺、今すごい感謝してる」

　優月はちょっと恥ずかしそうにはにかみながら、私の左手を取った。箱から摘まみ取った豪華なダイヤの指輪を、薬指にそっと滑らせてくれる。

「綾乃。お前は一生俺のものだ」

「は、い……」

　ずっしりと重みを感じる指輪に目を落とすと、一気に実感が込み上げてきた。

　ＹＥＳの返事はたどたどしくなってしまったけど、私は涙で瞳を潤ませながら、優月に笑ってみせる。

「ありがとう、優月。どうしよう。すごく幸せ……」

　彼も目を細めて、嬉しそうに微笑んでくれる。

「いいか、綾乃。それ、オフィスでも肌身離さずつけて、幸せオーラ振りまいとけ」

「えっ。オ、オフィスでも？」

　とっても嬉しいけど……オフィスで仕事中にエンゲージリングをつけてる人を、私は見たことがない。なのに彼は当然というように、大きく頷く。

「特に……来年四月以降は。これ、命令」

「四月。どうして？」

　私はきょとんとしながら、指輪を嵌めてもらった左手を、そっと目の高さに掲げてみた。あまりにも豪華で、身につけるだけで幸せオーラがだだ漏れになりそうだけど、やっぱり絶対普段使いできるものではない。

「……進藤が」

　優月はふてくされたようにボソッと呟いた。

「進藤さん？　どうしたの？」

　今この場で優月がその名を口にする理由が、私にはまったく読めない。

「四月から、こっちに赴任する内示が出たんだよ」

「え。……ええっ！　そうなの？」

　優月の言葉の意味をしっかり理解した途端、私はひっくり返った声をあげていた。

　優月は、「そうなの」と忌々しげに私の言葉を繰り返す。

「もともと海外勤務希望してたのは知ってるんだけど……まさかこのタイミングで、しかも綾乃を送り込んだアメリカとは。アイツ、無茶苦茶喜んでたよ。『綾乃ちゃんと同じオフィスで働けるなんて、日本では夢のまた夢だったよな～』って。……うっわ、同僚とか、許せねえ……」

　優月はムッと唇を尖らせて、進藤さんの口真似までしてそう言った。

　ホヅミ・インターナショナルＵＳＡは、だだっ広いワンフロアのオフィスだ。同じ部署にならずとも、本社ビルに勤務しているよりも、仕事中に遭遇する確率は高い。

「そ、そうなんだ……」

「くっそ……アイツ、俺が日本から動けないからって、これ見よがしに自慢しやがった。いいか、綾乃。進藤と顔合わせても、挨拶以上の会話はするなよ」

「そんな、優月。なにもそこまで嫌がらなくても。……進藤さんは、もう私のことなんてなんとも思ってないよ」

　悪友とはいえあんまりな言い方をする優月に、私は苦笑した。

　けれど彼は不機嫌な表情のまま。私の髪を撫で、指先で梳いて弄んでいる。

　サラサラとこぼれる髪が、頬を掠める。微かに感じるくすぐったさに、私は反射的に片目を閉じた。

　優月は髪をいじっていた指先を、私のうなじに滑らせる。

「ん。優月……」

「お前の人を見る目は甘い。進藤のしつこさ、もっと見抜け」

「もう、優月ってば。……信じてよ。私には優月だけだってば」

　わかりやすく向けられる、優月の可愛いヤキモチが嬉しい。

　思わずふふっと声を漏らして笑ってから、私はそっと背伸びをして優月の頬にキスをした。

　軽く触れただけですぐに離し、ちょっとくすぐったそうに片目を閉じる優月を、上目遣いに見つめる。

「今までも、これから先も、ずっと」

　私の世界でたったひとりの人――。

　そんな想いを込めて、私は微笑んだ。

　優月は丸く開いた目をパチパチと何度か瞬かせ、すぐにふっと目を細める。

「綾乃、キスは唇にして」

　そう言って、私を抱き寄せた。

　私は彼の肩口に右のこめかみを当て、ぴったりと寄り添う。彼の手が意図をもって背を撫で上げるのを感じて、ビクッと身体を震わせた。

「ゆ、優月」

　誘う感触に一瞬怯み、顔を上げて彼を見つめた。

　優月は、目元にけぶるような色気を匂い立たせていた。ドクッと胸を弾ませる私の前で、ハッと浅い息を吐くと、顔を隠すように俯かせる。

「綾乃」

　掠れた声で名を呼び、私の肩に額をのせた。

「……続き、したい」

　耳元に囁かれた情欲が滲む声に、私の鼓動が一気に加速し始める。

「っ、え？」

　反射的に聞き返すと、優月は拗ねたように、私の肩にぐりぐりと額を擦りつける。

「あの騒動のおかげで、中途半端だった。いつまでお預けされるんだ、俺」

　まるで子供のおねだりのように、優月は首を横に振りながら声を絞り出す。

「優月……」

　なんだか微笑ましくなってしまい、優月の頭をギュッと抱きしめようとした。

　けれど、彼はそれより一瞬早く顔を上げ、私の顔を覗き込んで唇を奪う。

「んっ……ふ、あ!?」

　久しぶりのキスに、思わず鼻から抜けるような声を漏らした私を、優月はひょいっと抱き上げた。

　不意打ちで足元をすくわれ、ふわっと浮き上がる。私は慌てて、優月の首に両腕を回してしがみついた。そのせいで、私の方からキスを深めたような格好になってしまう。

　優月が小さな吐息を漏らして笑う。唇をくすぐられてわずかに開いた隙間から、彼は容赦なく舌を挿し込み、私の口内を蹂じゅう躙りんした。

「ふ、う、ん……ゆづ……」

「寝室、行くぞ」

　舌を絡め取られ、まともな声も出せない私に、彼はためらうことなくそう言った。ほんの少しも呼吸を乱す様子もなく、リビングの奥の寝室に向かって、すたすたと歩いていく。

　彼は肩でドアを押して、私の寝室に足を踏み入れた。部屋の中央に鎮座しているセミダブルのベッドにまっすぐ進み、私をその上に横たえる。

「ん、ゆづ、き」

　ここまで一度も唇を解放してもらえず、私の息はすっかり乱れていた。苦しさのあまり、涙が滲む。

　優月がベッドに乗り上げたのか、ギシッと軋む音が耳に届いた。私の唇を貪むさぼる彼の胸に両手を置き、ほんのわずかに力を込めると、ようやくキスから解放された。

「ふ、あ……」

　無意識に大きく空気を吸い込み、胸いっぱいに酸素を取り入れた。それでもまだ胸を喘がせたまま、私はぼんやりと目を開ける。そして、私を組み敷く優月を見上げて……。

「っ……」

　ドキンと胸が大きく弾み、そのまま高鳴っていくのを感じた。

「綾乃、愛してる」

　優月はベッドに両腕を突っ張り、その中に私を囲い込んでいた。もどかしそうにネクタイを緩める仕草が、なんともいえず色っぽい。私を見下ろす瞳は、見たことないくらい艶めかしく潤んでいて、確かな情欲の色が秘められていた。

　優月が言った、中途半端に終わったあの夜の、身体の奥底が疼くような熱情の波が、再び私の中に押し寄せてくる。

　解いたネクタイを勢いよく引っこ抜き、ワイシャツのボタンを上から外す優月を正視できず、私は限界ギリギリまで首を捻って顔を横に向けた。

「……綾乃？」

　私の行動が訝しかったのだろう。優月の声が、怪訝な色を孕んで揺れた。

「ご、ごめん」

　嫌じゃないんだ、という意志は伝えたくて、何度も首を横に振りながら、私は自分の胸元をギュッと握りしめた。

「ドキドキ、しすぎて、胸、苦しい」

　速すぎる心臓の拍動に呼吸がついていかず、私の声は途切れ途切れになってしまう。

　ちゃんと優月の耳にも届いたようで、一瞬の間の後、ふっと小さな息を漏らした気配がした。

「今からそんなんで、俺についてこれるか？」

　からかい交じりの言葉に誘われ、私はもう一度彼の方に顔を向けた。そして、思い切って両手を伸ばし、彼の頬を挟む。

「ん……？　綾乃？」

　優月が、パチパチと瞬きをする。

「私……優月が私のこと欲しがってくれる時の顔、すごく好き」

「え？」

「すごく色っぽくて……私まで優月が欲しくなる」

　彼から匂い立つ凶暴なほどの男の色香に、たまらなくドキドキする。ただでさえ激しく打ち鳴る私の鼓動は、さらに強く高鳴っていく。

「優月、わ、私も」

　彼の頬から離した手を首の後ろに回し、きゅうっと力を込めて抱き寄せた。

「私も、優月が好き。愛してる。お願い、ちゃんとついていくから、私を優月のものにして」

　甘く熱い恋情が、止めどなく溢れ返ってくる。優月が見せる欲情が、私を際限まで昂ぶらせる。私は煽られるように、彼の頭をかき抱いた。

「っ……」

　私の腕の中で、優月がブルッと震えるのがわかる。

「ったく、お前は……」

　彼はベッドに突っ張っていた両腕からガクッと力を抜き、私に体重を預けてきた。

「無自覚な上、罪なくらい無邪気に俺を翻ほん弄ろうしてくれる」

「っ、えっ!?」

「あ～……もう！　今度こそ、嫌って言ってもやめてやらねえぞ」

　私の耳元で、優月はじれったそうに言い捨てた。

「え。っ、あ……っ」

　私の反応を確認せず、シャツの裾を捲り、筋張った男っぽい手を中に滑らせてくる。

「ひゃっ……」

　優月の手が、私の肌を撫で上げる。私の背筋を、ゾクゾクと断続的な戦せん慄りつが駆け抜けた。

　ほんの少しもためらうことなく、優月は私の胸に触れた。ささやかな膨らみを下からすくうように持ち上げられ、私の足の爪先がピンと仰け反る。

「ふう、ん……あ、優月っ……」

　大きな手で胸を揉みしだかれ、恥ずかしいくらい甘ったるい声が漏れた。

　身体の芯から湧き上がってくる痺れに、私は身体を震わせ、呼吸を乱す。

　優月は少しもどかしそうに、私のシャツのボタンを外した。急いた手つきで、剥ぎ取るように脱がせる。

「あ……」

　生まれたままの姿を優月に見られている。全身が熱を帯び、熱く火照るのを感じる。

　あまりの羞恥に、身体中の至るところで血管が脈動するのがわかる。

「ゆ、優月……」

　誰にも見せたことのない身体を見られ、消えたいくらい恥ずかしい。私は身を捩って逃げようとした。

「ヤバ……。俺の想像以上に、綺麗だ。綾乃」

　目の下を赤く染め、優月は情欲に浮かされる顔を隠さずに呟いた。

　優月の言葉が、とても嬉しい。恥ずかしいけど……私は必死にはにかんでみせた。

「綾乃……お前の全部、もらうぞ」

　優月は短い吐息を漏らし、一度私の唇にキスを落とした。少しだけ舌を絡めた後、私の顎先を軽く啄み、喉元に下りていく。

「ふ、あ、ああ……」

　首筋から鎖骨に、優月が唇を這わせる。なだらかに膨らむ胸にキスを落とされ、同時に指先で意地悪に愛撫され、私の身体はビクビクと痙けい攣れんした。

「あっ、やあっ……」

　信じられないくらい甘い声が漏れるのをこらえ切れずに、両手で口を覆う。

　優月が私を上目遣いに窺い、ふっと微笑んだ。

「声、我慢するなよ。ちゃんと聞かせろ」

「だ、だって。恥ずかしいっ……」

「お前の全部、って言っただろ。心も身体も。もちろん髪も声も体温も。それから、綾乃。お前のこの先の人生も……」

　優月はちょっと掠れた声で言って、ゆっくりと身体を起こした。

「全部全部、俺のものだ。綾乃……愛してるよ」

　とても優しい温かい瞳で、私のすべてを射貫く。

　私はベッドに縫い留められたように動けなくなり……。

　彼の手が、指が、私の身体に仕掛ける快感に恍こう惚こつとしてしまい、抗えない。

「あ、あ、ああ……」

　押し寄せるような波に、のまれていく――。

　私は、優月の腕の中で、溢れんばかりの幸せに震えた。




　目の前にチカチカと星が飛び、一瞬にして真っ白になった後――。

　甘く続く余韻に身を委ね、呼吸を整えている間に、どれくらいの時間が経ったのだろう。

　ぼんやりとした意識に、クリスマスイブを祝い楽しむ人々の賑やかな声が入り込んでくる。このアパートメントは大通りに面しているから、こういうイベントの時は、階上にあるこの部屋でも、窓から人々の喧けん騒そうが聞こえてくるのだ。

　だけど、今日は随分と声が遠い。

　目蓋が重くなり目を閉じたのが最後、私は夢と現うつつの狭間を行ったり来たりしていたようだ。ベッドに深く埋もれてしまいそうなほど、全身が気怠いせいかもしれない。

　五感のすべてが曖昧で、現実感が薄れていきそうになる中、「綾乃」と私を呼ぶ声が耳をくすぐった。

　優しく髪を揺らされる感覚に、ゆっくりと目蓋を持ち上げる。途端に、少し髪の乱れた優月の顔が視界に飛び込んできた。

「綾乃」

　つい一瞬前に聞いた声よりも、はっきりと意識に染み渡っていく。

　私たちはベッドに横たわったまま向かい合っていた。優月はまるで私を慈しむように頭を撫でてくれている。優月が腕を動かすたびに、毛布の隙間から彼の裸の肩が覗いて見えて、私の胸がドキッと跳ね上がった。

「あ……」

　一気に今の状況に至る経緯が脳裏に蘇り、カアッと顔が火照るのを感じた。

「身体、大丈夫か、って……うおっ!?」

　目を細めて私を見つめ、身体の心配をしてくれる優月の前で、私は恥ずかしさのあまり、勢いよく毛布の中に逃げ込んだ。

「おい、綾乃？」

「は、恥ずかしい……」

　頭の後ろで優月が毛布を捲るのを感じながら、身を縮こめて彼の胸に顔を擦りつける。すると、頭上でぷっと吹き出す声が聞こえた。

「やめろって。俺まで照れくさくなるだろ」

　優月はクスクス笑うと、ちょっと乱暴に私の頭を抱きかかえた。

　顔をむぎゅっと押さえつけられ、そこから彼の心音が振動で伝わってくる。

　私と違う穏やかな拍動。どこまでも余裕な優月に、悔しい思いが込み上げる。

「……嘘ばっかり。全然余裕のくせに」

　ほんの少しでいいから乱したくて、私は彼の胸に直接伝わるように、ボソッと呟いた。けれど、それはちゃんと優月の耳に届いたようだ。

「余裕じゃないよ。俺もすごい浮かれてる」

　優月は声のトーンをわずかに低くして、再び私の髪に指を通した。指先からサラサラとこぼしているのか、頬を掠める毛先がくすぐったい。

「今まで、大事すぎて手出せないって思ってたけど。……違った」

「え？」

　なんだかしみじみとした声に、私はそっと顔を上げる。

　顎を引いて見下ろしていた優月と目が合い、彼がはにかむように笑った。

「大事だったからこそ……かな。なんか、いろんなものが胸に溢れ返って。綾乃を大事にしたい想いが、一層強くなって、止まらない」

　優月はそう言って、私の額にそっと口づけを落とした。

「目に入れても痛くないほど可愛いと思ってたけど、それ以上の可愛がり方ってあるのかな。どうすりゃいいんだろう」

　上目遣いで瞬きする私の前で、わりと真顔で本気で考え込む。

　眉間に皺を刻んで「うーん」と唸るのを見て、なんだかおかしくなってしまった。

「やだ、もう。優月ったら」

「笑うな。こっちは真剣に言ってるんだぞ」

　肩を揺らして笑う私に、優月はわずかに憮然とした様子で唇を尖らせる。けれど、すぐに小さな溜め息をつくと、私の額を手の平でグッと押した。

　おかげで、私は喉を仰け反らせて、優月を見上げる体勢になる。

「ゆ、優月？」

「なあ、綾乃。……やっぱりお前、日本に帰ってこい」

「……え？」

　頭ひとつ分高い位置から私を見下ろす瞳が、思いのほか真剣で、どこか切なげに揺れたから、私も笑顔を引っ込めて唇を引き結んだ。

「帰ってこい。語学研修打ち切って。日本に戻ったら、俺がもう一度取締役会を説得するから」

「な、なに言ってるの？　優月」

「頑張ってるのはわかるけど、これ以上離れていたくない。……もう、離したくない。このまま日本に連れ帰りたい」

　優月は、色素の薄い茶色い瞳を伏せた睫毛で隠し、どこか早口で捲し立てて、私をぎゅうっと抱きしめた。

「ひゃっ……」

　再びしっかりと重なり合う彼の肌の感触に、ドキンと心臓が跳ね上がる。私のものじゃない体温が染み入ってきて、同化していく感覚に震える。

「ゆ、優月」

「ずっとこうしていたい。……一度抱いたら、こうなるってわかってたのに、どうして俺は……」

「も、もう、優月！」

　顔を寄せて、キスをしようとしてくる彼の頬をグッと押しのけ、私は逃げた。

　優月はますますふてくされて、顔を歪めてしまうけれど。

「後悔してるみたいに言わないで」

　頬を膨らませ、咎めるように睨むと、私の視線の先で優月の男らしい喉仏が一度上下した。

「してない。するわけないだろ。でも……」

「私、本当に幸せだったよ。蕩けちゃうかと思うくらい。だから……ちゃんと頑張れる」

「綾乃……」

　はっきりと告げた私を見つめる優月の瞳に、なにか困惑したような光が揺れる。

　私はジッと彼を見つめ返して、そっと微笑んでみせた。

「こんな中途半端で日本に帰ったりしたら、今までよくしてくれた課長とか室長とか、マリーさんやスティーブさんにも顔向けできない。大丈夫。今夜がとても幸せだから、今日の思い出があれば、あと十一カ月くらい、乗り切ってみせるから」

「ね？」と首を傾げながら、私は両手を優月の頭に伸ばした。

　サラッとした焦げ茶色の髪は、こうして触ると見た目よりも柔らかい。

　優月はちょっとくすぐったそうに、「ん」と片目を閉じて肩を竦めた。

　なにか言いたそうに薄く唇を開いたものの、結局なにも言わずに目を伏せ、ハッと短い吐息を漏らす。

「……そうだな。悪かった」

「優月」

　彼の理解を得られたことにホッとして、私も安堵の息を吐いた。

　なのに。

「お前は可愛いだけでいいのに。ずっと俺に甘えてくれてれば、それでいいのに。……なんでそんなカッコいい女になったんだよ。……お前のこと好きすぎて、甘やかしたくてたまらない俺が、ガキみたいじゃないか」

　優月はなんだかご機嫌斜めで寝返りを打ち、くるりと私に背を向けてしまう。

「えっ。……怒っちゃったの？」

「怒ってない」

　言葉とは裏腹な、素っ気ない声。

　目の前の広い背中に慌てて手を触れると、優月がピクッと身を震わせた。

「触るな、バカ」

「優月、こっち向いて」

「無理」

　即答で拒否されて、私は怯んで手を引っ込めた。

「あ……」

　間違ったことを言ったつもりはないけど、優月の機嫌を損ねてしまったことを思い知り、私は黙って唇を噛んだ。

　だけど。

「そっち向いたら……もう一度抱きたくなるから」

　背を向けたまま優月がボソッと呟いたひと言を拾い、そっと目線を上げた。

「え？」

「俺の方は、今夜の思い出を支えにするのは、ちょっと無理。今もう一度抱いたら、お前を手放せなくなる」

　淡々と含めるように言って、優月が肩越しに振り返る。

「お前が頑張るって言ってるんだから。俺も負けてられないだろ」

　そう言って、優月はちょっと恥ずかしそうに微笑んだ。

「綾乃はきっと、今よりもっと強く美しくなって帰ってくる。その時、ちゃんとお前の手を取れる俺でいなければ。……お前の世界で〝たったひとりの男〟って称号に、相応しい男に」

「……うん」

　幼い頃からずっとずっと、私を大事にしてくれた優月の言葉から、溢れ返るくらいの愛情が伝わってきた。

　そこに今は、滲み出る熱情も感じる。優月のすべてに優しく強く大きく包み込まれ、甘い幸せに埋もれてしまうんじゃないかと思った。

「ありがとう、優月」

　私は彼の背中に額をぶつけ、目を伏せて呟いた。

　優月はピクッと震えて反応したけれど、私が背中から回した腕を解こうとはしなかった。

　彼の体温を肌で感じ、溶け込んでいける幸せを、神様に感謝したい。

　この幸せを支えに、明日からも頑張ろう。

　そして研修期間を終えて日本に帰るその時……優月が言ってくれた通り、強く美しく、彼の婚約者として相応しい私でありたい。

　絶対に、そんな私になる。

　私はそう心に誓い、優月を抱きしめる腕に力を込めた。

　体温は同化していく。触れ合う肌の境界線が、わからなくなるくらいに……。

　始まったばかりの私たちの恋は未熟で、実りは遠い先のこと。

　まだまだ続く、私と優月の熱愛への前夜――。

　今は夜が明けるのを楽しみに。

　――ねえ、優月。

　今夜はずっと、こうして寄り添って過ごそう？
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結婚直前サプライズ




　フロントガラスの向こうに東京湾を眺め、羽田空港に向かってアクセルを踏みながら、自分でハンドルを操作するのは久しぶりだな、と考えていた。

　運転は嫌いじゃない。もっと若い頃は、日々の業務に忙殺されて疲れ切ると、週末の夜中、空いている高速を、目的地を決めずに走ったりもしたものだ。

　湾岸高速線に入り、頭上の案内に羽田空港の表示が出始めた頃、前を行く車がハザードランプを数度点滅させた。どうやら、渋滞開始の合図のようだ。俺もそれに倣い、ゆっくり車を減速させていった。

　左手首につけた腕時計で時間を確認して、小さな溜め息をつく。そして、運転席側の窓から空を見上げた。

　十一月。晩秋の東京。夕刻を迎え、西の空はオレンジに染まりかけている。

　主翼にライトを灯した飛行機が、ゴーッと音を鳴らして頭上を過ぎていった。どこから飛んできたのだろう。空港が近いせいで、とても大きく見える。

　顔が綻ぶのを意識しながら、綾乃は今どの辺りの空を飛んでいるだろう、と考えた。一年の研修プログラムを終え、彼女は今日、日本に帰国する。俺は空港に迎えに行くところだ。

　ロスから日本、直行便でも約十時間のフライトだ。綾乃も疲れているだろう。今日のところは少し早めに夕食をとって、ゆっくり休むべきか。

　だけど明日は……。

　前の車のブレーキランプを見ながら、今日これからのことを妄想するうちに、口元が緩み出した。顔がニヤけるのを自覚して、俺はハンドルから離した手で口を覆い隠した。

「ヤバい。……俺、相当浮かれてるな……」

　くぐもった独り言を漏らし、妄想から思考を逸らそうとして、カーステレオのリモコンを手に取った。流していた洋楽のＣＤを停止させ、ラジオの交通情報を選局する。

　どうやら、事故渋滞ではないようだ。ただの混雑であれば、すぐに抜けられる。綾乃の帰国便の到着時間にも、十分間に合うだろう。

「早めに出てきてよかったな」

　余裕を持った行動を心がけたわけではない。単に待ち遠しくて、今朝は随分と早く目が覚めてしまった。気持ちばかりが急いて、家にいても落ち着かなかったせいだ。

　彼女を送り出してから今日まで繰り返した、長い一日。気が遠くなるほど、今日この日を待った。俺は感無量な気分で、低い天井を見上げた。

　生まれた時から俺の許嫁として育てられた、七つも年下の綾乃。根っからのお嬢様育ちで、よく言えば素直で大らか。悪く言えば世間知らず。そんな彼女を、俺は妹のように大事にしてきた。

　なのに俺は、ひとり暮らしすらしたことがない綾乃のアメリカ派遣を認めてしまった。いくら本人の意志が固かったとはいえ、断腸の思いで送り出したのは、去年の秋のこと。俺たちは恋人として心を通じ合わせた途端、離ればなれの生活を余儀なくされた。

　その後、俺に訪れたのは、綾乃がいないオフィスで、ただ仕事に忙殺されるだけの、単調で味気ない日々。毎夜、ただただ、狂おしいほど綾乃を想い、気持ちばかりが疲れ果てた。

　心が折れそうになるたび、彼女を手元に残すことができなかった、社長として力不足な自分を呪い、日々過ごすための発奮材料に変えた。

　四月に綾乃と同じオフィスに異動になった悪友の進藤が、時々ご丁寧にも彼女の様子をメールで伝えてくるようになった。それを読むたびに、俺よりも彼女のそばにいる進藤への嫉妬に駆られた。

　女のことで、こんなにも心をかき乱されるのは、三十三年の人生で初めてだ。自分がどれほど綾乃に夢中なのか、俺は痛感させられた。

　俺がこれまでしてきた恋は、一瞬だけ激しく燃え上がり、簡単に萎れていくものばかりだった。どれもとても薄っぺらいもので、綾乃を大事に思う気持ちは、まったく別次元の聖域だと思っていた。

　綾乃から婚約解消を言い渡され、彼女と恋を始めることになってからは、自ら決めた聖域を汚すことへの怖れもあった。しかし、彼女への恋心は、強く確かに俺の中に根付いていった。

　綾乃への想いは、自分でも戸惑うくらい激しく滾たぎり、迸る。

　この一年、やり場のないまま極限まで熱を帯び、際限なく大きく膨らんでいった。

　たった一年、三百六十五日を、こんなに長いと思ったことは、今までにない。

　でも、長い長い日々もこれで終わりだ。今日からは、思いっきり彼女を愛することができる――。

「……綾乃のヤツ、クリスマスのプロポーズ、忘れてないよな」

　ついつい顔を綻ばせた時、ようやく前の車が動き出した。

　羽田空港まで、あと少し。この腕に綾乃を抱きしめる瞬間まで、あと数刻……。

　アクセルを踏み込むと同時に、俺の心は大きく弾んだ。

　ところが――。

　羽田空港の到着ロビーで、検疫カウンターから出てきた、愛しい綾乃を抱きしめようとして……。

「よお、優月！　久しぶり!!」

　大きく広げた俺の腕に、飛び込んできたのは、綾乃の後ろから現れた大男だった。骨が折れそうなほどのバカ力でハグされ、俺は目を白黒させた。

「ご、ごめんね、優月。私もロスの空港で偶然会って、同じ便に乗るって連絡する暇がなくて……」

　慌てた様子で説明する綾乃を、男の肩越しに見つけた。

「まあ、俺は帰国じゃなく、ただの東京出張だけどな」

「なっ……進藤!?」

　バカ力から解放されて、ようやく男の全貌を確認した俺は、ひっくり返った声をあげていた。




　そして、その夜――。

『久しぶりに三人でメシ食おう』

　進藤は俺の車に悠々と乗り込んだ挙句、図々しくも夕食を提案をしてきた。綾乃が気を利かせて頷いてしまったため、一度俺の家に戻り、歩いて五分の最寄駅に出た。

　駅に近い商業ビル内で、適当な居酒屋に入る。

　一応壁で仕切られたしっかりした個室に通されたが、この狭さにこの面子……。

　嫌な記憶が脳裏をよぎり、俺は乾杯から仏頂面だった。

　それから二時間。綾乃とふたりきりになれないフラストレーションで爆発寸前になっていたところで、満席を理由に店側からラストオーダーを告げられ、ようやく店を出た。

　いくら進藤でも、さすがに二次会とまでは言い出さないだろう。

　人が行き交う通りの隅に寄り、両腕を高く空に突き上げ、「う～ん」と伸びをした進藤が、チラリと俺に視線を流して、読み通りにこう言った。

「夕食まで邪魔して悪かったな、優月」

　邪魔な自覚はあったのか。

　呆れ果てたおかげで、俺の仏頂面も緩んだ。苦笑が漏れたのは、これでやっと綾乃とふたりきりになれる、という予測のもと、少しは心に余裕を取り戻したせいかもしれない。

「お前も早く、日本で出迎えてくれる彼女作れよ。いつまでも俺と綾乃に絡んでないで」

　恋人同士の感動の再会に水を差された恨みをぶつけるべく、俺はわかりやすく嫌味を放った。

　それを聞いて、進藤が笑顔を引きつらせる。

「俺のアメリカ赴任、三年の予定なんだけど」

「自分で希望した海外赴任だろ。今回みたいに何度か出張で帰国することはあるんだから、こういう時間に婚活なりなんなりしろよ」

　腕組みをして諭すと、進藤は軽い調子でひょいと肩を竦めた。

「優月は冷たいなあ」

　どこか遠い目をしてひと言ボヤき、ニッと口角を上げて綾乃に向き合う。

「……もう、大丈夫？」

「っ！　……は、はい」

　含めるように問いかけられ、綾乃がビクッと震える。彼女は取り繕って返事をして、進藤に向かって勢いよく頭を下げた。

「あの。疲れてるのに、ありがとうございました」

「……なに？」

　ふたりのやり取りがどこか意味深で、不審感が煽られる。俺は無意識に眉をひそめて、低い声で窺った。

　ふたりが示し合わせているような気配を感じ、無言のまま交互に目を遣る。

　綾乃は俺から逃げるように目を伏せるだけ。それを見て、進藤が小さな溜め息をついた。そして、一歩俺に近寄って、ひと言コソッと耳打ちしてくる。

「あんまりがっつくなよ」

「……え？」

　一瞬、言われた意味がわからず、反射的に聞き返していた。

「お前とふたりになるのが怖いってさ。……綾乃ちゃん」

　進藤は俺の肩をポンと叩き、横をすり抜けていく。

「……え？」

　彼が残した言葉を自分の中で噛み砕く。しかし、不穏にしか感じられず、混乱が強まるばかり。遠ざかっていく進藤に説明を求めて、俺は勢いよく回れ右をした。

「おい……！」

「待って、優月！」

　その背を呼び止めようとした俺を、綾乃が腕を取って止めた。

「ご、ごめんね、優月。そうじゃないの。怖いのは優月じゃなくて、私なの！」

「え？」

　慌てているのか恐縮しているのか、とにかくなんとも言い難い様子で、綾乃が俺に言い募る。

　謝罪される意味もわからない。

　俺は困惑を隠せずに、人混みに紛れていく進藤の背を目で追った。




　その後、俺は綾乃を連れて穂積の屋敷に戻った。二階の寝室に綾乃を招き入れ、脱いだジャケットをベッドに放り投げる。

「……で？」

　シャツの袖のボタンを外しながら話の続きを促し、ドア口に立ち尽くしている綾乃をチラリと見遣る。俺の視線を受けた彼女が、ビクンと身を竦ませるのが見て取れた。

「え、っと……」

　頬を染めて、言いづらそうにもじもじする綾乃に、俺は腕組みをして向き直った。

　彼女が忙しく指を組み合わせ、目を伏せる様子を見て、肩を動かして溜め息をつく。

　さっき進藤に言われた時には意味がわからなかったことも、寝室に入ってこない綾乃を見て合点していた。

「……クリスマス」

　首の後ろに手を遣り、綾乃からわずかに視線を外してボソッと呟いた。

　それに反応した彼女が、「え？」と目を上げて聞き返してくる。

「俺、がっつきすぎて、怖がらせてた……とか……？」

　返事をされるのも怖いと思いながら訊ねる。それが声に表れてしまい、小さく尻すぼみになった。

　窺うように視線を戻すと、彼女はきょとんとして目を丸くしている。

　俺の言ったことを瞬時に理解できなかった様子で、真正面から目が合った途端、

「えっ!?」

　ギョッとしたように目を剥いた。わかりやすく慌てふためき、勢いよくブンブンと首を横に振る。

「ち、違う！　そんなことない！」

「いや、なんか俺、自覚あるし。ロスまで押しかけた挙句、指輪押しつけて『続きしたい』とか。なんっつーか、獣通り越してケダモノだし、必死すぎて痛い男だったよなあって」

　あの時の自分を思い出すと、猛烈な羞恥心が湧き上がってくる。

　綾乃の視線を真っ向から受けるのが耐えられず、俺はガシガシと髪をかきむしって、クルッと背を向けた。

　背後から、「ケダモノって」と、困惑した呟きが聞こえる。

「あの時、綾乃にも『欲しがってる顔』って言われたよな。うわ、恥ずかし……」

「そ、それは、好きって言ったじゃない。優月が私を欲しがってくれるの、嬉しいって」

　綾乃は即座に反論し、ようやく奥に足を踏み出してきた。どこか遠慮がちに、ゆっくりと俺に近付いてくる。

「ほんと、だよ？」

　後ろから俺のシャツの袖をちょんと摘まみ、軽く引っ張ってくる。そんな仕草に導かれ、肩越しに振り返ると、綾乃が俺の腕にそっと寄り添ってきた。

　再会して初めて、彼女の体温を感じるくらい近付いた。それは去年のクリスマス以来の接近で、俺の心臓はドキッと音を立てて跳ね上がる。

「っ、あや……」

　勢いよく加速し始める鼓動を意識して、俺は反射的に一歩足を引いた。

「私が、その後言ったこと覚えてる？」

　しかし綾乃は俺が作ろうとした隙間を埋めて、俺の肩にトンと額を預けてくる。

「え？」

「……私も欲しくなるって」

　綾乃は顔を伏せ、小さく掠れる声で言った。聞き取りづらくはあったけれど、それはちゃんと俺の耳にも届いた。

　初めて綾乃に触れた時と同じ胸の高鳴りを感じる。俺はゴクッと喉を鳴らし、肩口の綾乃を顎を引いて見下ろした。

　俺の反応を感じているのか、彼女が俺のシャツの袖をギュッと掴む。

「わ、私、おかしいの」

　綾乃は俺にしがみつくように、小さく肩を縮めた。

「優月には、思い出があるから頑張れる、なんて言ったけど、思い出すとドキドキしてきゅんとして、仕事どころじゃなくなっちゃって」

「…………」

「むしろ、思い出があるから落ち着かなくて。優月に会いたくて会いたくて、気が狂いそうになって……！」

　言葉通り、『気が狂いそう』になったことを思い出し、混乱しかけているのか、綾乃は早口で捲し立てる。

「もしかして」

　それを短く遮ると、彼女はビクンと大きく身を震わせた。

「……な、なに？」

　恐る恐るといった感じで、上目遣いで俺を見つめる。俺が言おうとしていることを、先回りして探っているようだ。

「会いたいだけじゃなくて、触ってほしくなった……とか？」

　意地悪をしたいつもりはなかったけれど、今の今まで、フラストレーションが溜まるほど焦らされたせいで、からかうような言い方になってしまった。

　綾乃は素で受け止めて、ボッと音が出るような勢いで顔を真っ赤に染める。

　彼女の素直すぎる反応に、一瞬俺の方が虚を衝かれ、大きく目を丸くしてしまった。

「え。……本当に？」

「っ……！　だ、だからおかしいの、って言ったじゃない！」

　極度の羞恥に駆られた様子で、綾乃は悲鳴のような声をあげた。そのまま、勢いよく顔を伏せ、俺の腕をぎゅうっと抱きしめてくる。

「いや。おかしいことはない、んだけど……」

　なんと言っていいかわからず、俺は宙に目を泳がせた。

　綾乃はありったけの力を込めているのか、抱きしめられている腕が痛い。見下ろすと、耳まで真っ赤にしてふるふると震えている。

　そんな綾乃が、なんともいえず微笑ましい。俺は彼女の頭をポンと叩いた。

「それを言ったら、俺はいつもそういう狂いそうな思いと戦ってたよ、綾乃を想って」

　頭の上でポンポンと手を弾ませていると、綾乃がおずおずと顔を上げた。

「……優月も？」

　どこか疑わしげに眉を寄せる表情に、俺の顔は無意識に綻んでしまう。「ああ」と、頷いてみせた。

「俺は今日、空港で綾乃を出迎えたら、その場で抱きしめてキスしたいと思ってた。その後は、綾乃の体力と相談で、もっとすごいことも」

「……!!」

　綾乃は、どう頑張ってもこれ以上は赤くなれないだろう、と思うほど真っ赤な顔をして、大きく息をのむ。

　俺は思わず吹き出した。

「綾乃より、俺の方が過激だった？」

　慌てたように俯く彼女の頭に腕を回し、抱え込みながら訊ねる。

　綾乃はほんの少しの間、答える言葉を探していたようだったが、黙って小さく首を横に振った。

「……私、も、そう思ってた」

　か細く消え入りそうな声で、ボソボソと答える。

「え」

　予想と違う反応が返ってきて、俺の胸は一度大きく跳ね上がった。

「そう思ってたから、優月とふたりになったらどうなっちゃうかわからなくて、怖くて」

　続く声は、どこか開き直った様子で、幾分力が戻っていた。

　そんな彼女に意表を突かれて、俺は「はは」と短い笑い声をあげてしまう。

「それで……進藤に頼んだのか？　俺たちの〝邪魔〟してくれって」

　綾乃はピクリと肩を動かし、諦めたように一度こくんと頷いた。

　そういうことか、と納得して、俺はがっくりと脱力した。綾乃の頭に額をのせ、腹の底から「はーっ」と深い息を吐く。

　綾乃の艶やかな黒い髪が揺れ、彼女はくすぐったそうに「ん」と短い声を漏らした。

「まったく……お前は」

「ごめんなさい。でも、ずっと会いたかったから、会えたらやっぱり興奮して浮かれちゃって」

　綾乃が謝りながら言い募る。

「もうこれで、二度と離れることはないんだって、嬉しくて……」

「綾乃もそう思ってくれたなら。……結婚しよう」

「っ、え？」

　綾乃を遮ろうとして、俺は少し声を張った。彼女が一瞬声に詰まるのを見下ろし、クスッと笑う。

「驚くことないだろ？　俺はロスでプロポーズしてる」

「それは。……だから」

　二度目のプロポーズの意味を図っているのだろう。綾乃は俺に探るような目を向けた。

　俺は彼女の揺れる瞳に、ふっと微笑み返す。

「もちろん、今度はただの約束とは違う。俺はね、今年の年末に、って当初の予定、変更してないんだ」

　わずかに目を細めて、綾乃の反応を見守る。

「ね、年末？」

　戸惑いが色濃く滲む質問には、黙って頷く。

　彼女は大きく目を見開き、ポカンと口を開けた。

「そういうわけで……綾乃。明日、連れていきたいところがある」

「どこ？」

「式場」

　即答した俺に、綾乃は瞬きで返してくる。

　その様子を最後まで見届け、俺は綾乃に顔を寄せた。

「ゆづ……」

　俺の名を呼ぶ唇を掠めるように奪い、しっとりと押し当てた。

　唇を重ねただけで、俺の五感が一気にフル稼働し始めた。初めて綾乃を抱いた時、俺に刻み込まれた彼女のすべての感触が、津波のように押し寄せ、蘇ってくる。

「っ……」

　俺の心臓は大きく拍動して、そのままドクドクと加速し始めた。限界を超えて昂ぶったあの夜の鼓動に、否応なく同調していく。

　しかし……。

　長いフライトで疲れているだろうから、今日はゆっくり。

　綾乃に会うまでの考えを脳裏に浮かべ、俺は自制心を呼び起こした。

　それでも名残惜しくて、意識的にゆっくり唇を離す。

「優月……」

　真っ赤に火照った顔。とろんとした目で俺を見上げる彼女を見たら、俺が縋った最後の理性は、呆気なく弾け飛んだ。

　綾乃の肩を抱き寄せ、ほんのわずかに回転させるだけで、ベッドに組み敷く。

　俺の腕に囲われ、仰向けに横たわった彼女からは、なんの抵抗も感じられない。

「……疲れてるなら、やめる」

　最後に一度、そんな短い言葉で労わり、綾乃の意思を確認するのが精一杯だった。

　彼女は潤んだ目で瞬きをして、はにかんだ笑みを浮かべた。

「大丈夫。大丈夫だから……」

　そう返しながら、俺に両腕を伸ばしてくる。その腕が俺の首の後ろに回り、力がこもった。

　それを合図に、今度は情欲を隠さず、貪るようなキスをした。綾乃のブラウスの襟元で結ばれたリボンタイを、唇で咥えて解く。

「優月、優月」と、彼女が繰り返し呼ぶ声に浮かされ、ボタンを外すのももどかしい。煽られたような気分で綾乃の服を脱がせると、逸る気持ちを抑えられず、華奢な身体に体重を預けた。

　肌を重ね合わせた途端、彼女への愛おしさが溢れ返ってくる。

「ゆづ……あ、んっ……」

　綾乃の甘い声が俺の鼓膜を直接くすぐり、全身に沁み渡る。彼女が漏らす声に呼応して、何度「愛してる」と口にしたかわからない。

　その夜、俺は我を忘れて綾乃に溺れた。




　夢のように甘い一夜が明け、翌、日曜日。

　綾乃には式場と言っただけで、詳しいことはなにも説明しないまま、目的地に向かった。そのせいか、彼女は少し緊張した様子だったが――。

「優月、見て見て！」

　純白のウェディングドレスに身を包んだ綾乃が、俺がいる控室に飛び込んできた。

　綾乃の華奢な肩と美しいデコルテラインを引き立てる、ビスチェタイプ。ウェストで切り替えの入った、Ａラインのシルエット。すっきりとシンプルなデザインのドレスだ。彼女の細い足首がチラリと見える長さのスカートは、上質なレースを重ねてあるが、それほどボリューム感はない。

　綾乃が頬を紅潮させて俺の前でクルッと一回転すると、裾がふわりと翻ひるがえった。

「綾乃さん……！　そんなに動いちゃダメです！」

　綾乃の後から入ってきた女性が、慌てた様子で彼女の腰を支えて止める。

「まだ仮縫いなんです、このドレス……！」

　その言葉を聞いて、綾乃もピタリと行動をやめ、ハッと息をのむ。

　綾乃の登場と同時にその姿に見惚れ、一瞬ボーッとした俺も、ふたりのやり取りにククッと肩を揺らして笑った。

　綾乃は「ごめんなさい……」と消え入りそうな声で謝っている。

「いいえ。嬉しくてたまらないですよね」

　綾乃にニッコリと笑いかけたのは、この一年、年末の挙式に向けて、俺が力を貸してもらっていたベテランウェディングプランナーだ。

「だってこのドレス、穂積さんが綾乃さんのために、デザインから特注した一点物ですから」

　彼女が『ね？』というように俺を振り返る。綾乃もつられたように俺に目を向けた。

　ふたりの視線を浴びた俺は、なんとも気恥ずかしい気分で、「まあ」とだけ言って濁す。

「可憐な綾乃さんにぴったりの、素敵なドレスです。サイズの方も微調整程度で済むそうなので、このまま本縫いに入らせていただきますね」

　プランナーが続けるのを聞きながら、綾乃がどこか不審そうに眉間に皺を寄せた。口に出さずとも、『どうしてサイズまで完璧なの？』と言いたいのが伝わってくる。

「さすが、昔からの許嫁ですね。穂積さん、綾乃さんのことなら、なんでもわかっていらっしゃる」

　にこやかなプランナーに、綾乃が「あ」と小さな声をあげた。

「許嫁、だったけど、ちゃんと恋人なんです」

　プランナーの言葉に、そう補足する。それを聞いて、俺も思わず目を細めた。

　やがてプランナーは、俺と綾乃に気を利かせたのか、穏やかな笑みを湛えて部屋から出ていった。

　彼女の背が廊下に消え、ドアが閉まると、俺たちはどちらからともなく目線を交わし合った。

「……似合う？」

　綾乃が探るような上目遣いで訊ねてくる。

　それには大きく頷き、「ああ」と自信満々で胸を張った。

「恋人だから、サイズもデザインも完璧だろ？」

　綾乃は一瞬虚を衝かれたように目を丸くして、頬を染めて「ふふ」と笑った。しかし、すぐに笑みを引っ込め、改まった様子で俺に近付いてくる。

「優月、ありがとう」

　彼女は俺の目の前でピタリと足を止めると、顎を上げて俺を見つめた。

「ん？」

「挙式の準備は滞りないって、プランナーさんが教えてくれた。あとは私がドレスを試着して、本縫いに入れば完璧って。……仕事、忙しいのに。ありがとう」

　瞳にうっすらと涙を浮かべ、嬉しそうに微笑む綾乃に、俺は「ああ」と頷き返した。

「結婚式って、花嫁さんのための儀式みたいなものだから、花婿さんは準備とか面倒くさがる人が多いって聞いた。なのに……」

「お前のためなら、なんだってできる。……と言いたいけど、もちろん俺のため」

「え？」

「……一日も早く、綾乃と結婚したかった。ちゃんと全部俺のものになってほしかった」

　そう言って、綾乃の額にかかる前髪を、そっと手で揺らす。

　彼女は俺をジッと見上げ、何度か瞬きを返した。

「『私は空を知らない小鳥』。そう言って、俺から飛び立った綾乃が、もう一度ここに帰ってきてくれるなら……二度と手放したくなかったから」

　そう言いながら彼女の腰に手を添え、静かに抱き寄せた。

「優月……」

　綾乃が俺の肩口にこめかみを預けてくる。

「俺のもとに帰ってきてくれて、ありがとう」

　彼女の髪に顔を埋めながら、俺は両手に力を込めた。

「うん」

　綾乃ははっきりと声に出して頷き、甘えるように俺の胸に頬を擦りつけてくる。

「優月はやっぱり、私の世界でたったひとりの男の人だった」

　その言葉が俺の心を強く揺さぶり、優しく温かいなにかが胸の奥底から込み上げてくる。全身に広がる大きな喜びに震えそうになり、俺は綾乃をギュッと抱きしめてごまかした。

『世界でたったひとりの男の人』

　綾乃が初めてそう口にするのを聞いた時、俺は婚約解消を言い渡された。

『私は狭い世界しか知らない』

　そう言われて、少なからずショックを受けたし、やるせない想いもあった。

　しかし――。

　俺の腕から羽ばたき、大空を知った綾乃は、俺が思う以上に大きく強く、そして美しくなった。

　そんな彼女に、大空を知らずにいた頃と同じ言葉をもらえて、たまらなく嬉しい。彼女を妻に迎えられる自分が、今とても誇らしい。

「綾乃。俺のたったひとりの花嫁。俺の、一生の恋人」

　声が震えそうになるのを必死に抑えながら、彼女の額に口づける。

　くすぐったそうに片目を閉じる綾乃に微笑みかけてから、その小さく可憐な唇にそっとキスをした。

　許嫁として過ごした二十五年よりも長いこの先の人生が、綾乃にとって光り輝く幸せな日々となるよう、俺は全力を尽くそう。

　愛しい綾乃――。

　この先一生涯、俺のすべての愛を、お前に捧げる。
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あとがき




　本作は、作品序盤で、ヒーローがヒロインから『三行半』を食らうところから始まります。他社から出版させていただいた『成田離婚物』、マカロン文庫の『同棲解消物』と、似たようなスタートの作品を書いているのですが、過去二作と違うのは、主人公ふたりとも、『ここから始めよう』というつもりで動いている点です。

　本作のヒーロー・優月は、許嫁がいるのに、年の差を理由に、女遊びを繰り返してきた……という、読者様に嫌われること必至（笑）のイケメン。ですが、この作品で私が書きたかったのは、『奪われる危機』に直面した後、保護者ではいられなくなった彼が、葛藤しながら本気を見せることから始まる、恋愛模様でした。

　ある出来事がポイントになり、そこからガラッと変化するので、今回改稿作業でもこの周辺の流れは重点的に修正しました。私の中で優月は、『眠れる獅子』のイメージです。

　対するヒロイン・綾乃が恋心も知らない鳥籠のお嬢様なので、百戦錬磨の優月は彼女を翻弄しながらも、本当は思いっきり振り回されている……なんとも私好みの展開の作品になりました。

　小説サイト『Berry's Café』で『熱愛前夜』というタイトルで連載した時は、この簡潔なタイトルが気に入っていて、ラストの展開もタイトル通り!?熱愛お預けみたいな終わり方をしていたのですが、時間を置いて読んでみると、さすがに物足りなさが半端じゃなかったので、書籍版では流れを少し変えてあります。そこから続く後日談も書き下ろしましたので、あわせてお楽しみいただけると嬉しいです。

　カバーイラストは、浅島ヨシユキ先生です！　電子書籍のマカロン文庫ではシリーズ作も含めて四作お付き合いいただけましたが、紙の本で手に取りたくて、それを目標に書いておりました。

　シチュエーションもこの作品を象徴するラブシーンです。綾乃の可愛らしさにきゅんとして、表情が見えない優月の壮絶な色気に、激しくドキドキしてしまいました。

　浅島先生、本当にありがとうございました。

　最後に、この作品の書籍化にお力添えいただいたすべての方に感謝いたします。

　本書をお手に取ってくださった皆様、本当にありがとうございました。
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